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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『マイ・フェア・バッドレディ』








　　　　　１






「ねえ、スバルは聞いた？　明日、『流る浪ろうの天才料理人』って人がくるんですって」

「……なんて？」

　目をキラキラさせたエミリアの発言に、スバルは大いに首を傾かしげて問い返した。

　場所はロズワール邸の中庭、時刻はまだ朝食前の早朝だ。

　澄すんだ朝の空気の中、契約した微精霊との対話をこなすエミリアに会いにいくのは、スバルにとっての日課でもあった。

　そんな日課の出鼻、挨あい拶さつもそこそこに飛び出したのが冒頭のエミリアの発言である。

　朝日に煌きらめく銀髪と、宝石のような丸く大きな紫し紺こんの瞳ひとみ。普段は清せい楚そで、毅き然ぜんとした印象を与えるエミリアの美び貌ぼうだが、仕草と愛あい嬌きように可愛かわいげの溢あふれた今は、そんな普段とは違った魅力を見るものに与える。

　端的に言って、綺き麗れいな顔なのに可愛い。天使だ。

「──？　スバルってば、ちゃんと聞いてくれてる？」

「ああ、もちろん、Ｅエミリアたん・Ｍマジ・Ｔ天使だよ。……で、えーと、なんだっけ？」

「もう！　やっぱり聞いてない！　だから、『流る浪ろうの天才料理人』さんがお屋敷にくるの。なんだか、すごーく楽しみじゃない？　ね？」

　うきうきと弾んだ調子を隠さず、銀ぎん鈴りんのような声こわ音ねにも期待が満みち満みちている。

　そのままいつまでも見守っていたくなる愛らしさだが、スバルはエミリアの口から聞かされた『流浪の天才料理人』なる響きに意識が持っていかれていた。

「流浪の……天才料理人？　誰、その頭の悪そうな肩書きの人」

「あ、そんなこと言ったらダメじゃない。私も、そんなに詳しくは知らないんだけど」

　胡う散さん臭くささに顔をしかめるスバルに、エミリアが自分の唇くちびるに指を当てる。

「とにかく、すごーく料理が上手な人なんですって。なんでも、『一口食べたら体が虜とりこに、二口食べたら心が奪われ、三口食べたら魂たましいが縛られる』。そんな風に言われてるぐらい、すごい料理を作るって有名なんだって」

「その謳うたい文句って料理なの？　呪のろいじゃなくて？」

　歌うように語られた評判の内容が空前絶後すぎて、あまり参考になりそうもない。

　ともあれ、大げさな前評判を抜きにすると、要するに腕利きの料理人を屋敷に招いて食事会が開かれる的なイベントらしい。

　一応、屋敷の使用人でもあるスバルの耳に入ってきていないのがおかしな話だが。

「まぁ、ロズっちのことだし、サプライズ演出って可能性が高いか。エミリアたんはその話って、いつ聞いたの？」












「ついさっきよ」

「あー、じゃあ、間違いないわ」

　屋敷の主であるロズワール・Ｌ・メイザースは、奇き抜ばつな衣装で道どう化けの化粧、その行動の魔性っぷりで周囲を振り回す傾かぶ奇き者ものだ。突とつ飛ぴな発言や提案は日常茶飯事なので、今回のこともその一環と、スバルはあっけらかんと事実を受け入れた。

「なんにせよ、名前負けの腕じゃないことを期待したいとこだね」

「そうよね！　すごーく楽しみ！　よくわからないけど、私の今後を占うらなう意味でも大切な機会だって話だったから、ドキドキしちゃう」

「エミリアたんの今後？」

　頷うなずくスバルにエミリアが可愛かわいくはしゃぐが、微妙にその発言の内容が引っかかった。ただ、何が引っかかったのか具体的にはわからず、結局、その原因はわからないまま、

「──。ま、いいや。んじゃ、ラジオ体操しよっか。元気にのびのび楽しくね」

「ん、わかりました。それじゃ、腕を前に伸ばして、背伸びの運動～！」

　すっかり異世界の朝の風習に馴な染じんだエミリアが、お決まりの掛け声をかけてラジオ体操の火ひ蓋ぶたを切る。

　元気よく、心地よい彼女の声を聞きながら、スバルも朝の体操に集中していった。
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「スバルくん、聞きましたか？　明日、『龍りゆうをも唸うならせる究極の料理人』ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世様がいらっしゃるそうですよ」

「……なんて？」

　朝のラジオ体操を終えて、職務に戻ったスバルに目を輝かせたレムがそう言った。

　仕事中、普段は冷静と迅じん速そくを心掛けているはずのレム。そんな彼女が今、隠し切れない興奮に頰ほおを赤くしていて、スバルは大いに驚かされる。

「はい、ですから『龍をも唸らせる究極の料理人』ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世様がいらっしゃるんです！　すごいですよね！」

「ああ、なんか色々すげぇな。料理人さんでいいの？　冒険家とかじゃなくて？」

「む、何を言ってるんですか、スバルくん。当然です。ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世様と言えば、天下に名だたる料理人です」

「そ、そうなのか……」

　ぐっと顔を近付け、鼻息荒く詰め寄るレムにスバルはたじたじだ。

　よほどその料理人を尊敬しているのか、いつもならスバルの全面的な味方になってくれるレムが、不服と不満を隠さずにガンガンぶつけてくるほどだ。

「えーと、それは明日くる料理人さんでいいんだよな。俺もさっき、エミリアたんから聞いたばっかなんだけど、有名な人なんだ？」

「もちろんです！　食の女神に祝福され、世界に存在するあらゆる味覚の粋すいを極め、なおも未知なる至高を求めて龍りゆうをも唸うならせる究極の料理人！　『一口食べれば体が虜とりこに、二口食べれば心が奪われ、三口食べれば魂たましいが縛られる』と有名なんですよ」

「その謳うたい文句、何回聞いても不安になるな。……レムも、やけに詳しいみたいだけど」

「不肖、レムも厨ちゆう房ぼうを預かる身ですから。その道の頂いただきにいらっしゃる方ともなれば尊敬もしますし、憧あこがれもします。ですから、明日は本当に楽しみなんですよ」

　うきうきと胸を弾ませ、滅多に見せないぐらいの笑顔を大安売りしてくれるレム。

　見ていてこちらの頰ほおが緩ゆるむほど極上の微笑ほほえみだが、それが見知らぬ誰かの功績だと思うと面白くないのが男心。

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんのリリアナの一件で発覚した、意外とミーハーなレムの気質が全開だ。

「あれ？　スバルくん、どうしましたか？　なんだか少し、不機嫌そうに……」

「べっつにー？　ただ、レムもエミリアたんも、そのディアスなんとかって人に夢中みたいだし、気にしないでくれよ。俺は隅すみっこで皿でも舐めてるのがお似合いだしさ」

「ふふっ、スバルくんったら変なこと言わないでください。あ、でも……」

　拗すねて卑ひ屈くつになるスバルに笑いかけ、途中でレムが思い出したように手を打つ。

「お皿を舐めるのは冗談だとしても、ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世様はとても礼節に厳しい方とお聞きします。料理は極上、至高の腕前ですが、食べる側にも一定以上の良識を求めるとのことで」

「あー、気難しいタイプの職人ってわけだ。それはどこの世界でも同じだな。一応聞いとくけど、マナー違反すると料理は食べさせてもらえないってわけ？」

「いえ、料理されてしまうというお話です」

「注文の多いレストランタイプの職人!?」

　食材の代わりに調理されると聞かされ、スバルの背筋を怖おぞ気けが駆け抜ける。が、すぐにレムが噴き出したのを見て、彼女なりのジョークに肩の力が抜けた。

「ったく、勘かん弁べんしてくれよ。一瞬、そういうのもあるのかなって思っちまったぜ」

「ごめんなさい。あんまり、素直なスバルくんが可愛かわいくてつい。でも、食事だけでなく、礼儀は大切ですよ。今回は、レムやスバルくんのような下の立場のものまで、それを求められるかはわかりませんが」

「まぁ、宮廷料理並みのマナーを求められても、飯の味がわからなくなるだけだしな」

　教育を受けている側と、受けていない側とを同じに見られてはたまらない。無論、教育を受けた人間しか相手にしない、と言われればそれまでだが。──と、そこでまた、何か妙な引っかかりを覚えた。はて、なんだろうか。

「せっかくなので、レムも明日は勉強したいと思います。スバルくん、今日のレムの味を覚えておいてくださいね。明後日あさつては、きっと一皮剝むけたレムをご賞味いただきます」

「なんか、その言い方だとレムを食べるみたいでやらしく感じるな……」

「そんな……可愛かわいくて食べちゃいたくなるなんて、照れます」

「いや、言ってないけども！」

　ほんのりを頰ほおを赤くしたレムに突っ込むと、先の違和感が急速に遠のく。そのまま、何の気なしにレムの頭を撫なでて、スバルは彼女と一緒に朝の仕事を再開した。

　なんにせよ、明日も、明日以降の食事も楽しみにしてよさそうだ。
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「バルス、聞いた？　明日、『好色で女好きだけど伝説の料理人』ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世がお屋敷に招かれているわ。せいぜい、失礼のないように注意なさい」

「……なんて？」

　朝の仕事振り分けの朝礼を終えて、ラムと一緒に屋敷の清掃に取り掛かろうとしたところ聞かされた話に、スバルは深く深く首を傾かしげた。

　本日三度目、首を傾げたままスバルが振り返ると、腕を組んだラムはやけに尊そん大だいな様子で嘆息し、肩をすくめた。

「だから、明日は『好色で女好きだけど伝説の料理人』ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世が屋敷で腕を振るうのよ。ご相しよう伴ばんに与あずかれないバルスは可哀かわい想そうだけど、ロズワール様の名誉を傷付けないよう無難に振る舞いなさい」

「いやいやいやいや、色々と待て！　え、誰がくるって？　ディアスさん？」

「ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世、よ。面倒だけど、名前をきっちり呼ばないと不機嫌になるらしいの。バルスも、お呼びするときは絶対に間違わないように覚えなさい。それから……」

「待って、ホントに待って」

　畳みかけてくるラムを途中で遮さえぎり、スバルはエミリアから始まった『料理人情報』に新しいページを続々追加する。つまり、どういうことなのか。

「そのディアス・レプンツォ？　って人は、レムが言ってたのと同一人物だよな？」

「レムがなんて話してたのかは知らないけど、昨夜、ロズワール様のお話は一緒に聞いていたはずだから、同一人物でしょうね。それで？」

「レムが話してくれた人物像と、若干じゃ収まらない食い違いがあるんだが？」

　嬉うれしそうに話してくれたレムによれば、件くだんの料理人は気難しいところのある職人肌といった人物評であり、まかり間違っても好こう色しよく漢かんなんて話ではなかったはずだ。

「おまけにさらっと俺が飯食えないことになってるけど、どゆこと？」

「好色で女好きだと言ったでしょう。あらゆる美食を極め、味覚の頂点に立つディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世は客を選ぶの。それもわかりやすく女性限定、いやらしい」

「それだとロズワールも食えないってことじゃん、おかしくね？」

「ハッ！」

　食い下がるスバルの文句に、ラムは嘲あざけりを隠さない態度で鼻を鳴らした。

「ロズワール様は、ちゃんとした交渉の末に席を勝ち取ったのよ。残念だけど、バルスの席はないわ。誰かの皿でも舐めて満足なさい。ロズワール様のはダメよ。エミリア様のも諦あきらめなさい。レムの皿に触れたら許さないわ。ラムの皿に舌を付けるぐらいなら死になさい。……ベアトリス様の皿を好きにするといいわ」

「前提条件に皿を舐めることを置くな！　どんな罰ゲーム!?」

　食事に参加できない上に、ベアトリスの使用した皿を舐めるという屈辱までセットでついてくる。そんなこと、声を上げずにいられるものか。

「いくら何でもあんまりすぎだろ！　待遇の改善を要求する！　ロズっちに直訴だ！」

「生あい憎にく、ロズワール様はまさにそのディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世を迎えに出られたわ。お帰りになるのは明日の夕食……つまり、調理が始まる直前よ。ご愁傷様」

「万策尽きた──！」

　その場に膝ひざから崩くずれ落ち、スバルは天井を仰いで己の不運を嘆いた。

　エリ・エリ・レマ・サバクタニ──神よ、何な故ぜ、スバルを見捨てたもうたのか。

「つーか、そもそもなんで俺だけ情報与えられるのが遅れてんだよ！　陰謀を感じる！」

「各地を旅する料理人なのよ。なかなか捕まらなくて、今回も際どいところだったの。でも、お屋敷に美人の女性客が四人いると告げたら乗り気になって」

「好色で女好きの料理人だ！」

　要請に応じた理由がいかにもすぎて、初めて二つ名に説得力があった。

　エミリアはもちろん、ラムもレムも美少女そのもの。ベアトリスも、じっとして喋しやべらないで微笑ほほえんでいれば、人形か妖よう精せいのような可愛かわいらしさだ。

「だからって、こんな……こんな横おう暴ぼう、許されてたまるもんかよ……！」

「我慢なさい。元々、一介の使用人の期待していい幸運ではないのよ。むしろ、ラムたちが特例なの。全部、ロズワール様のおかげね。素敵だと思わない？」

「俺はハブられてんのに同意できるわけあるかぁ！」

「いちいち、うるさい。……それに、今回のことは食事以外の意味もあるしね」

　悔しがるスバルを死体蹴げりするラム、彼女の言葉の末尾はささやかすぎて聞き取れず、憤ふん懣まんやるかたないと床を叩たたくスバルは気付けない。

　結局、慰なぐさめも中途で放ほうり出し、ラムは早々に仕事に戻っていってしまう。残されたスバルはひとしきり悔しがったあと、

「せめて、エミリアたんの皿を……いや、そんな大胆なことできない……っ」

　と、志こころざしの低い葛かつ藤とうに苦しみながら、朝の仕事に取り掛かるのだった。
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「そういえば、お前は聞いているかしら？　明日、『首切り料理人』ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルムの後継がやってくるらしいのよ」

「待て待て待て待て待て！」

　本日四度目になるやり取りだが、これまでのお約束をなぞるのを忘れるぐらいインパクトのある導入に、スバルは耐えられずに声を上げてしまう。

　その反応に不満げにするのは、稀まれに見るドヤ顔で話題を振ろうとしていた少女、ベアトリスだ。彼女は脚立に腰掛け、「ふん」と鼻を鳴らしてスバルを睨にらみつける。

「ベティーの言葉を遮さえぎるなんていい度胸かしら。それに、この部屋で騒がしくするんじゃないのよ。埃ほこりが立つし、何より、本が機嫌を損ねてしまうかしら」

「本の気持ちがわかる的な不思議ちゃん発言は聞き流すけど、お前、今ちょっとなんて言いました？　リピートしてみ？」

「はぁ……。明日、『首切り料理人』ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルムの後継がやってくるって話をしただけなのよ」

「はいそこ！　それ！　なんさその超物騒な異名！　首切り!?　聞いてねぇよ！」

　聞くたびにコロコロ異名の変わる料理人だが、あくまでこれまでは料理人としての範はん疇ちゆうをかろうじて外れていなかったはずだ。が、ここにきて突然、猟りよう奇き的てきなイメージが付加されるとなれば、さすがのスバルも仏の心で聞き流してはやれない。

「大体、異名ってのはカッコいいのが一個で十分なんだよ！　何個もあるとかえって凄すごみとかが薄れんの！　『流る浪ろうの天才料理人』に『龍りゆうをも唸うならせる究極の料理人』に、『好色で女好きだけど伝説の料理人』と『首切り料理人』？　好色のところからすでにおかしいだろうが！　飾り付けゴタゴタすんな！　こんないっぱい異名ついてる奴やつが他にいるかよ、いるなら言ってみろ！　説教してやる！」

「ロズワールは『亜人趣味』『道どう化け貴族』『筆頭宮廷魔導師』『宮廷道化師』なんて呼ばれ方してるみたいかしら」

「帰ってきたら説教してやる！」

　身内に該当者がいたことに憤ふん慨がいしつつ、スバルは話題に挙がった異名に頭を搔かき毟むしる。

　そんなスバルの葛かつ藤とうに、ベアトリスはやれやれとため息をついた。

「何に苛いら立だっているのやら……どうせ、くだらないことに違いないのよ」

「くだらないことあるかよ。首切りって怖すぎるし、少なくとも二、三個は首切ってねぇとそんな異名にならねぇだろ。なんで料理人続けてられんだよ」

「……ああ、そういうこと。お前は勘かん違ちがいしてるかしら。『首切り料理人』なんて呼ばれ方は、別に本当に首を切るからそう呼ばれてるわけじゃないのよ」

　呆あきれた顔つきのベアトリス、その発言にスバルは「そうなのか？」と眉まゆを上げる。

「いや、まぁ、そうか。そりゃそうだな。いくらなんでも、気に入らない奴の首をぽんぽん刎はねててのうのうと暮らせるわけがねぇ。なんだ、ハッタリ利かせた名前か」

「当然かしら。ただ、そのディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルムの後継が、食事の席で気に入らないって評価した奴やつは、何な故ぜか必ずその後、立場や職を追われたり、没落することが多いからそう呼ばれたってだけなのよ」

「人事的な意味で『首切り料理人』!?」

　好色のときと同様に、またしても説得力のある内容でスバルはビビる。

　何気に、色物っぽい異名ほど根拠がはっきりしていて恐ろしいのだが、現状、それらが悪く働く要素はないはず、とスバルは自分を納得させようとする。

「待てよ……？」

　と、納得させようとしたところで、スバルは再び、違和感に正面衝突した。

　この違和感は、今朝のエミリアとの一幕を皮切りに、料理人の話題をするたびに顔を出していた類たぐいのものだ。これまでは何となく見過ごしてきた違和感、それが今、ここまでの情報と組み合わさることで、新たな事実が見え隠れする。

「エミリアの今後を占うらなう。マナーにうるさくて、好色で女好きで、首切り料理人……」

　不安で不穏なキーワードが重なり合い、スバルの何色か曖あい昧まいな脳細胞が活性化する。そしてその果てに、スバルはついに一つの答えに辿たどり着いた。

　──それはあまりに悪あく辣らつ、あまりに残ざん酷こく、あまりに過酷な企たくらみの存在だ。

「そんな馬鹿な……いや、だけど、ロズワールならやりかねない」

　ロズワール・Ｌ・メイザースは、王選におけるエミリアの最大の後援者にして、唯一の後ろ盾というべき人物だ。だが、彼もまた王国貴族の一人であり、辺へん境きよう伯はくという位に与あずかる立場──当然、それはシビアな判断を求められる立ち位置でもある。

　故ゆえに、ロズワールは求めるはずだ。王を目指すエミリアにも、同等の覚悟を。

　──それも、優しく純真なエミリアには、きっと想像もつかないような方法で。

「……何とかしなくちゃ、な」

　エミリアの笑顔が、弾んだ声が、触れ合った指の温ぬくもりが、記憶の中で輝いている。

　あの笑顔も、声も、温もりも、全すべてを守り抜かなくてはならない。

「俺だけは、絶対に君の味方でいたいんだから」

　強く強く、エミリアの眼まな差ざしの行く末を照らせるよう、スバルは支えになり続けたい。

　そのために力を尽くすための報酬は、すでにもらったあとなのだから。

「おーいかしら。……全く完全に聞いちゃいやがらないのよ。もう知らんかしら」

　決意新たに拳こぶしを固め、自分の世界にのめり込むスバルはベアトリスの存在を完全に失念していた。無視され、ベアトリスはすっかりへそを曲げてそっぽを向く。

　ここで、そんな互いの考えを正しく話し合わなかったことが、この事態をよりややこしく複雑な方向へねじ曲げていくのだが。

　──このとき、スバルもベアトリスも、そんなことは知る由もなかった。
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「パック、知ってるか。明日、『流る浪ろうの龍りゆうをも唸うならせる女好きの伝説首切り料理人』がこの屋敷にやってくるんだ」

「……そんなのだったっけ？」

　本日、五度目になるそのやり取りは、これまでと似通っていながら、しかし決定的に異なる──そう、これまで聞き手側であったスバルが、語り手側に回っていたのだ。

　屋敷の庭園、密談相手に話題を切り出したスバルは警戒心全開、そんなスバルの言葉に首を大いに傾かしげたのは、宙に浮かんだ灰色の毛並みをした小猫の精霊だ。

　エミリアの契約精霊であり、彼女の保護者を自称するパックである。

　首を傾げたパックは、自分の体長ほどもある尻尾しつぽを抱きしめ、その先端を弄いじりながら、

「リアが嬉うれしそうにしてたし、料理人がくるのは知ってるよ。だけど、そんな変な呼び名じゃなかったような。もっとシンプルに胡う散さん臭くさかったと思ったけど……」

「確かに！　お前の言う通り、ちょっと正確ではない。本当はもっと色んな異名があったんだけど、とっちらかっちまったんだ。けど、そんなことは今重要じゃない」

「んー、話が見えないなぁ。なんなの？」

「俺がお前一人だけ呼び出したんだぜ。当然、エミリアたんにとって大事な話さ」

　声を潜ひそめ、本題に切り込むスバルにパックの空気が変わった。吞のん気きで長閑のどかな雰ふん囲い気きはそのままに、小猫はゆるゆるとスバルと目線の高さを同じくすると、

「リアのことなら何でも聞くとも。話してごらん」

「ああ。けど、これはエミリアたんには聞かせないでやってくれ。あの子に余計な心配はさせたくないし……それに、これはあの子が知るとアウトな話だ」

「ふーん？」

　腑ふに落ちない、と態度で示しつつも、パックはスバルの発言を最後まで聞く姿勢だ。それをありがたく思いながら、スバルは明日の話を──陰謀の、裏側を暴く。

「明日の食事会だけど……こいつは、ロズワールの仕掛けた罠わなだ」

「どういうこと？」

「何も、毒入りって話じゃねぇぜ？　ただ、企たくらみには毒がある」

「ややこしいね」

「ややこしいな！　あー、つまりだ。ロズワールの奴やつは、明日の食事会で確かめるつもりでいるのさ。──エミリアたんの、テーブルマナーの実力をな！」

　満を持して告げた企みの全ぜん貌ぼう、その内容にパックは「マナー？」と訝いぶかしげだ。イマイチ理解に遅れる小猫に業を煮やし、スバルは「わからないのか？」と言葉を続け、

「今後、王様の候補者であるエミリアたんは色んな場面で食事の誘いを受ける。パーティーとか会食とか、そういうところで相応ふさわしい振る舞いってヤツを試されるんだよ」

「──！　つまり、明日の食事会はそのための前ぜん哨しよう戦せんってこと？」

「しかも、だ。『首切り料理人』はマナーのなってない客の前途を呪のろう。一度、そいつにダメ出しされた奴やつは二度と這はい上がれない。これまでにも、大勢がそいつに前途を呪われ、世を儚はかなんで命を絶ったって話だ。……それが、ロズワールの狙ねらいなんだよ」

　禁書庫でこの陰謀に気付いたとき、スバルも最初は信じたくないと心から思った。

　だが、考えれば考えるほどに辻つじ褄つまは合う。つまり、これはロズワールがエミリアに差し向けた、王選へのデモンストレーションにして、試し金きん石せきなのだ。

　この結果如何いかんで、エミリアの王選参加の是非が決まるという、意思表示──。

「でも、ロズワールがそんなことを……いや、彼ならありえる……！」

「ありえる？　いいや、違うね、絶対にそうだ！　エミリアは試される！　けど、これを伝えて、今回回避してどうなる？　また別の方法で試されるだけだ」

「じゃあ、どうするの？　リアはロズワールを信じてる。なのに可哀かわい想そうだよ」

　パックの猫耳が力なく折れ、沈んだ表情の中で黒こく瞳どうが悲しみに潤うるむ。そんな彼の気持ちが痛いほどわかり、スバルは自分の胸を叩たたいた。力強く、奮い立たせるように。

「だから、お前を呼んだんだ。俺とお前で、エミリアを助けるために」

「ボクと、スバルで？　どうやって」

「簡単な話だ。明日、エミリアのテーブルマナーをロズワールたちは試そうとする。エミリアはそれを知らないままだが……それを、俺たちでサポートすればいい！」

　稲妻の直撃を受けたように硬直するパックに、スバルは深々と頷うなずきかけた。

　悪魔の如ごときロズワールの奸かん智ち、しかし、今回はその策動にスバルとパックが気付いている。二人は、エミリアの絶対の味方だ。彼女のために、立ち向かおう。

「やろうぜ、パック。俺とお前で、エミリアを助けてやるんだ！」

「──うん、いいよ。わかった。スバルの、その気持ちに賭かけてみよう」

　手を差し出したスバルに、躊躇ためらいは一瞬、パックはすぐにその掌てのひらに着地した。

　握手ではない。だが、互いの意思はここに統一された。ならば、問題は何もない。

「それで、明日はどうするんだい？」

「すでに、いくつか妨害策が講じられてる。けど、俺らはその上を行くぜ。状況に応じたフォローもしなきゃならねぇし、打ち合わせ必須だ。今夜は寝られないと思えよ」

　目的を同じくし、共に大切な少女のために力を尽くすと誓った同士。

　スバルとパックは傍はた目めにはそっくりな笑みを浮かべながら、悪わる巧だくみを破壊するために虎こ視し眈たん々たんと、その爪つめと牙きばを研とぐように明日に備えるのだった。
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　その日、ラムは朝から機嫌が悪かった。

　無論、その不機嫌を表に出すほど彼女は未熟ではない。だから、振る舞いはいつも通りに凛りんとして、表面上は完かん璧ぺきに取り繕っていた。──その内心は穏やかならずとも。

「バルスの奴やつ、なんて無ぶ様ざまなの」

　油断をすれば、その唇くちびるからはへらへらした顔の下働きへの苛いら立だちが漏れる。

　本来、ラムやレムと同じく、屋敷の使用人として雑務全般──今日に至っては来客の対応にも駆り出され、獅し子し奮ふん迅じんの活躍をしなければならないナツキ・スバル。

　その彼が、この肝心な日に体調を崩くずし、朝から部屋にこもって出てこないのだ。

「姉様、スバルくんも慣れない仕事で疲れが溜たまっていたんですよ。レムが一生懸命働きますから、ゆっくり休ませてあげてください」

　そんなラムの苛立ちに、半身に等しいレムだけが気付いてスバルを擁よう護ごする。

　しかし、可愛かわいい妹の負担を増やし、当のレムに甘やかされるスバルへの心証は悪くなる一方。ラムの中で、スバル評価は地に落ちたも同然であった。

「バルスに、明日を生きる資格はないわ」

　おめおめと、次に顔を見せたら容よう赦しやはすまいとラムは心に決める。その怒りを宿したまま仕事に従事し──屋敷は、待ちかねた来客を迎えた。

　屋敷の主であるロズワールが、『好色で女好きだけど伝説の料理人』ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世を連れ帰ったのだ。

「──お招きに与あずかり、光栄でゲス」

「────」

　堂々と、屋敷の玄関ホールに姿を現した男を迎え、ラムは表情を硬く引き締めた。

　でっぷりとした腹、脂あぶらぎった顔、やや薄くなった灰色の縮ちぢれた髪。縦にも横にも体積の広い巨漢が、下げ卑びた笑みを張り付けながらそこに立っている。隣には、顔が隠れるほど深く頭ず巾きんを被った荷物持ちを連れ、いかにも大物といった風情の振る舞いだ。

「すこーぉし、合流に手間取ってしまってね。戻るのが遅れてすまなかった。ただ、噂うわさ以上に気持ちのいい御ご仁じんであられる。努ゆめ々ゆめ、失礼のないようにねーぇ」

　その料理人の隣に並び、微笑ほほえむロズワールが歓かん待たいの意を示す。主人の命令だ。ラムと、一緒に客人を出迎えるレムは深々と腰を折り、一礼する。

「ようこそいらっしゃいました」

「おほー、たまりませんでゲスなぁ」

　声を揃そろえた二人に対し、肥満体の声を上げ、腹と胸と頰ほおの肉を震わせる。

「美しく愛らしいことが、双子であることによってより魅力を増すでゲス。まったく、辺へん境きよう伯はく様も良いご趣味でゲスなぁ。げっへっへ」

「これはこれはどーぉも。お褒ほめいただいて光栄ですよ」

　興奮気味な男の言葉に、ロズワールはどうとでも取れる社交辞令の返事だ。それを聞きながら、ラムは脳内で肥満男の頰を張り、腹を蹴けりつけ、蹴け鞠まりのように玄関ホール中を弾ませて内心の鬱うつ憤ぷんを晴らす。──レムに、いやらしい目を向けるなと。

「────」

「おっと、いかんでゲス。さっそくで悪いでゲスが、厨ちゆう房ぼうの方に案内してもらって構わないでゲスか？　私も、招かれた本ほん懐かいを果たしたい所存でゲス」

　そのまま猥わい雑ざつな世間話が続きそうなところ、男の背を荷物持ちの従者がつついて本題に引き戻した。男はきりりと表情を引き締め、厨ちゆう房ぼうの在あり処かを問うてくる。

「はい、こちらです。レムがご案内いたしますので」

　それに率先し、案内を申し出たレムが二人を先導する。その際、男の視線が前を歩くレムの尻を見ていることにラムは気付いたが、ぺこぺこと主人の無礼を詫わびるように従者が頭を下げたのを見て、脳内蹴け鞠まりを再開することでどうにか堪こらえた。

「──嫌な思いをさせたかーぁな？」

「……いえ、とんでもありません。ロズワール様がお連れしたお客様に、悪感情を抱くようなことは決して」

「本音のところは？」

「可愛かわいいレムに不ふ埒らちな目を向けた、あの眼球をひねり潰つぶしてやりたいなと」

　下げ卑びた視線とゲスな口調に鳥肌が立つ。あれならば、まだスバルの方がマシだ。

　へたれな根性と性格が幸いして、滅多に不埒な目をしないところは評価している。

「レムは気にしないでしょうし、エミリア様とベアトリス様はそもそも気付きもしないかと思います。ですから、ラムが我慢するだけですね」

「苦労をかけるね。時に、スバルくんの姿が見えないけど、彼はどうしたのかな？」

「申し訳ありません。バルスは今朝から体調を崩くずしたとかで、部屋で休ませています。本来なら、お客様対応は全すべてバルスに投げ……任せようと思っていたのですが」

「おや、それは残念。今日の夕食はきっと、価値観が変わるほど特別な味だったろうに」

　その、ロズワールの声が本当に残念そうに聞こえて、ラムは目を伏せる。

「夜、顔を出すようにバルスに声をかけましょうか？」

「無理はさせたくない。出てこられるようだったら、どれだけ顔色が悪かろうと歓かん迎げいするけどねーぇ。ささ、スバルくんばかり気にしていても仕方がない」

　柔やわらかに肩に触れられて、そこが熱を持つのをラムは感じる。ロズワールは微かすかに頰ほおを染めるラムに笑いかけ、片目を閉じ、黄色い視線でおどけてみせながら、

「君も楽しむといい。それだけ、価値のある一食になるはずだーぁからね」





　　　　　７






　──そんな来客の訪れを、カーテンの隙すき間まから黒こく瞳どうはしっかり捉とらえていた。

「目標を確認した。間違いない。前評判通りの人物像だ」

「……ってことは、ボクたちの推論は正しいと考えて間違いなさそうだね」

　暗がりへ振り返る少年に、浮遊する小猫が短い腕を組んで頷うなずく。その言葉に、少年は肩をすくめる仕草で同意し、その三さん白ぱく眼がんをすっと細めた。

　空気が変わる。それを察し、小猫が吐と息いきをこぼした。

「ホントにやるんだね？」

「ああ。きっと、やってもやらなくても俺は後悔する。それなら、やった上で後悔した方がずっとマシだ。──今は、そう思ってる」

「……ボクは、君を誤解してたかもしれない。わかったよ。そこまでの覚悟があるなら、ボクも及ばずながら力を貸す。何より、可愛かわいい愛まな娘むすめのために」

「あの子のために、な」

　神妙な雰ふん囲い気きの中、二人は静かに言葉を交わし、頷うなずき合った。

　目標は定まり、目的は共有し、そこに躊躇ためらいはもはや存在しない。

「────」

　腰掛けた椅い子すの位置を直し、少年は息を整ととのえて目の前の道具を見下ろす。決して見慣れた道具ではないが、初めて触れるほど縁遠いものでもなかった。

　かつて取った杵きね柄づかが、まさかこんな形で再び役立とうとは思いもよらなかった。人生、いったい何が助けになるかわかったものではない。

　そんなわずかな感かん慨がいと、それ以上の覚悟を胸に、少年は戦いに乗り出していった。
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　夕食の準備が整い、エミリアとベアトリスが食堂へ呼ばれたのは数時間後だった。

　その間、屋敷の雑務は全すべてラムに委ゆだねられることとなった。それというのも、至高の腕を持つ料理人、ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世の仕事ぶりを見学したいレムが、珍しくラムに甘えてきたからである。

　レムに甘えられたとなれば、ラムが奮ふん起きしないわけにはいかない。なので、残っていた仕事は全部、ラムが普段以上に完かん璧ぺきにやり遂げたのである。

「おのれ、バルス」

　無論、それで苦労がなくなるわけではないので、怒りは休んだスバルへ向かったが。

　とはいえ、結局、スバルの体調は夕食の時間になっても回復せず──、

「あんなに楽しみにしてたのに、スバルったらすごーく間が悪いんだから。……何かちょっとだけでも残してあげられないかな。聞いてみてもいい？」

「そのあたりはロズワール様がご配慮くださるかと思います。エミリア様は些さ事じの些事に心を砕かれず、お食事を楽しまれればよいかと」

「んー、わかった。そうするわね。ありがとう」

　スバルの欠席を残念がるエミリアは、ラムの言葉に微笑ほほえんで礼を言った。が、真にエミリアが心配すべきは他人ではなく、自分自身のことになるはずだ。

　ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世の食事会、それは高貴な立場の人間にとって『相応の意味』があると、エミリアは気付いていない。

「残念っていえば、パックも顔を出してくれないの。屋敷のどこかにいるみたいなんだけど、結晶石の中に戻ってくれてなくて。ラムは見てない？」

「残念ですが。それに、大精霊様のお姿では食事会の席に招くのは難しいかと思います」

「やっぱり、問題ある？　いつも綺き麗れいに毛繕いしてるんだけど……」

　精霊とはいえ、やはり猫の姿をした存在が食卓にいるのはよろしくないだろう。

　これが獣人であれば、ルグニカ王国ではまた色々と複雑な事情が関かかわってくるのだが、ここは素直に猫の外見をしていることが仇あだになったと納得してもらおう。

「ふん。あれも相当に残念な男かしら。日頃の行いがもろに出たと見えるのよ」

　次に食堂にやってきたベアトリスもまた、スバルの欠席にそう言及する。

　エミリアと違い、その発言には思いやりが欠片かけらもないが、逆に気にかけていることは明らかなので、ラムからすればいっそ微笑ほほえましいぐらいだった。

「ええ、そうですね。ベアトリス様はお寂さびしいかもしれませんが」

「……待つかしら。なんでベティーが寂しいってことになるのかわからんのよ。ちょっと答えるかしら、姉妹の姉。こら、姉妹の姉！」

「はいはい、ベアトリス様。食事の配はい膳ぜんがありますので大人しくしていてください」

　顔を赤くして怒鳴るベアトリスを宥なだめて、彼女もまた食卓の席へつかせる。

　するとそこへ、ちょうどロズワールとレムの二人がやってくる。レムは準備を進めるラムに気付くと、大おお慌あわてに駆け寄ってきて、

「姉様っ、お仕事をお任せしてしまってごめんなさい。大丈夫でしたか？」

「普段の仕事の延長だし、たまのレムのわがままだもの。レムの方こそ、堪たん能のうした？」

「はい！　姉様、明日以降のレムを楽しみにしていてください！」

　得るものは多かったらしく、普段は控ひかえめなレムが自慢げにしていて愛いとおしい。思わずその頭を撫なでると、くすぐったそうに妹は目を細めた。

「厨ちゆう房ぼうにいたレムが戻ったということは、そろそろ食事が出てくる頃合いかな？」

「はい。配膳のお手伝いは不要とのことでしたので、レムと姉様も食卓につくようにと。姉様、隣に座りましょう」

「ふふ、そんなにはしゃぐものじゃないわよ。はしたないわね」

　待ちきれない様子のレムに手を引かれ、ラムも自分の席に腰を下ろす。隣のレムがそわそわと食堂の入口に目をやり、

「スバルくんが、これを堪能できないのだけが可哀かわい想そうです」

「……その分、あとでレムが精一杯、感想を聞かせてあげたらいいわ」

「──！　はい、さすが姉様です。スバルくんは喜んでくれるでしょうか」

「むせび泣くわね、きっと」

　それが喜びか悔し涙かは別として、とはラムは言わなかった。

　そうして姉妹の会話に一区切りがつくのと、食堂の両開きの扉が開け放たれ、今夜の食宴の主役である、至高の料理人が現れるのは同時だった。

「お待たせいたしましたでゲス。皆々様、お揃そろいでいらっしゃいますでゲスか？」

　肥満体を揺らし、男が食堂の中を見回す。その視界に映るのは、食卓につくいずれも見み目め麗うるわしい美少女たち。鼻息を荒くして、満足げに彼は頷うなずいた。

「確かに、確かにでゲス。辺へん境きよう伯はく様の言に偽りなく、でゲス。では、準備と確認もできましたところで、そろそろ料理を運ばせていただくでゲス」

「はい。よろしくお願いします」

　特に無遠慮な視線で全身を舐めるように見られるエミリアは、しかしそのことに全く無む頓とん着ちやくな様子で吞のん気きな笑顔を浮かべている。

　おいしい料理が楽しみ、と無邪気に待ち焦がれる態度だ。それを横目に、ラムはこの食事会の決着がどうなるものかと不安になる。

　だが──、

「──わたくしも、ご一緒してよろしいかしら？」

　事態の変化は、そんなラムすら予想だにしない方角から襲い掛かってきた。

「────」

　それはどこか取り澄すましたような、やや掠かすれた響きのある美声だった。

　この場に現れるはずのない、第三者だ。その突然の登場に全員が驚き、思わず食堂の入口へと目を向ける。そこに、鮮あざやかな黒のドレスを纏まとった人物が立っていた。

　長く艶つやめくブルネットの髪に、女性にしては高めの身長を包む漆しつ黒こくのドレス。やや濃い目のルージュを引いた唇くちびると、目力の魅力が増すアイラインと長い睫まつ毛げ。肩には薄手のストールをかけ、ヒールの踵かかとを鳴らして優ゆう雅がに歩く姿には気品すら感じられた。

　そんな、晩ばん餐さんへの突然の闖ちん入にゆう者しやに誰もが目を疑い、息を吞のむ。

　それを前に堂々と、その人物は小首を傾かたむけ、微笑ほほえんでみせた。

「どういたしまして？　わたくしですわよ。──ナツミ・シュバルツですわ」

　無言の視線を浴びながら、その人物はいけしゃあしゃあとたおやかに名乗り、驚くほど完かん璧ぺきな所しよ作さでカーテシーをやってのけた。

「──っ」

　最初の衝しよう撃げきから立ち直り、ラムは次に行動の判断に迷った。即断傾向のあるラムにしては珍しい躊ちゆう躇ちよは、それほどこの状況が想像を絶した事態だからだ。

　目を離し難にくい吸引力を闖入者に感じながらも、ラムはどうにかロズワールに顔を向ける。この場の責任者である主は、この事態にどんな判断を下すのか──。

「──。────。────────。こーぉれはすまなかったね、ナツミ嬢。ささ、席につくといい。申し訳ないが、今から一人、客人が増えても構わないかーぁな？」




　──食事会続行!!




　ロズワールの歓かん待たいする姿勢は、その果敢な事実を如によ実じつに語り尽くしている。

　妙に雰ふん囲い気きのある令嬢は微笑み、しゃなりしゃなりと歩いて肥満体の隣を抜ける。すり抜け様、肥満体の男の顎あごと首を撫なでていく仕草は、妖よう艶えんな魔性のそれだ。

　思わず、カクカクと男は首を上下させ、そのまま慌あわてて料理を運びに外へ出ていく。

　哀れにも、一瞬で食事会の主役の座は料理人ではなく、その令嬢へと移ったのだ。

　令嬢は男を見送ると、優ゆう雅がな足取りで自然とエミリアの隣の席へ。

「こちら、座ってもよろしいですかしら？」

「すごーく綺き麗れいな人……あ、どうぞどうぞ。ごめんなさい。もう、ロズワールったら、こんなお客様がいるのに教えてくれないんだから」

　驚きを隠せないまま、エミリアはその令嬢と当たり前のように会話している。

　ちらと、ラムはその二人以外の面々に目を向ける。と、レムやベアトリスの反応は様々──ベアトリスは唇くちびるを曲げ、何とも味わい深い顔をしている。一方、レムはほんのりと頰ほおを赤らめ、堪こらえ難がたい謎なぞの衝しよう動どうと葛かつ藤とうしているのが伝わってくる。

　そして、頼みの綱であるロズワールは腰を折り、テーブルに突っ伏すようにして、

「そう……そう、くるとは……思わ、思わなかった……っ」

　込み上げる笑いと必死に戦っており、ラムはひとまずこの場の追及を投げ出した。

「何をしでかすかと思えば……バルス、恐るべし」

　令嬢ナツミ・シュバルツ──ナツキ・スバルの女装は面影を残しつつも、ほぼほぼ女性体としてエミリアを騙だまし切っており、怖いぐらいに完かん璧ぺきなのだから。
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　完かん璧ぺきな女装を成し遂げ、エミリアの隣席を獲得したナツミ・シュバルツ──架空の女性になり切ったナツキ・スバルは、会心の手て応ごたえにこっそりと悪い顔をしていた。

『でも、まだまだ油断は禁物だよ、スバル』

　──わかってらぁ。ボロは出せねぇぜ。

　メイクした顔で微笑ほほえみながら、スバルは意識に直接注がれるパックの声に顎あごを引く。

　精神感応によるテレパシー、つまるところ念話だ。これにより、スバルはパックとゼロ距離で意思疎通を行い、ナツミ・シュバルツという虚像を作り上げていた。

　この食事会に隠された陰謀に気付いたとき、スバルは事前に入手していた料理人の情報と合わせ、これしかないと判断して女装に踏み切った。

　幸い、女装は初めてではなく、勝手はわかっていた。

　──なにせ、高校の入学式で完璧にやり遂げて、三日目まで騙だまし切ったからな！

　メイクに思いの外、適性があったのと、名前が男女のどちらでも通用する『昴すばる』だったのが決め手だろう。クラスの女子のグループに所属して、危うくあのまま、女生徒として学校生活を謳おう歌かしかねないところだった。

『なんか、その顚てん末まつ、あんまり聞きたくない感じがするね』

　──ああ、古傷抉えぐるだけだからそっとしておいてくれ。

　気き遣づかいの念話に顎を引いて、スバルは自分の女装が崩くずれていないか改めて確認する。

　三さん白ぱく眼がんの鋭い目つきを濃い目のアイシャドウで誤ご魔ま化かし、付け睫まつ毛げと道具で一時的にぱっちり二ふた重え瞼まぶたを獲得。肌の色を化粧と唇くちびるのコントラストで鮮あざやかに飾り付け、長いブルネットのウィッグは衣裳部屋から拝はい借しやくしてきた。男の体格を隠すドレスも同じ部屋から見つけ出したもので、おそらく、以前屋敷で働いていた大柄なメイドのものだろう。

　いつか、実際に顔を合わせるときがくれば、今日の日のことを詫わびねばなるまい。

　だが今は、そのおかげでナツミ・シュバルツは完成した。

　外見さえ取り繕ってしまえば、所しよ作さや立ち振る舞いで令嬢を演出することぐらい、小器用なスバルには容易たやすいことだった。自分でも思った以上にできる子だった。

　ただ唯一、スバルが自分自身ではどうにもならない部分、それが声帯だった。以前の女装が究極的に失敗に終わったのは、三日目で裏声に盛大にしくじったからだ。

　しかし、そんな失敗の反省を活いかし、スバルは相棒の協力でそれを乗り越えた。

「お料理楽しみですわね。エミリア様、作法の方は自信ありまして？」

「え、私？　えーと、勉強中です。でも、恥はずかしくないように頑張らないと」

「おほほ、そうですわね。料理に夢中になりすぎないようにしませんと」

　口元に手を当てて微笑み、堂々とエミリアと言葉を交わすナツミ嬢。その声は低い男声ではなく、どことなく中性的な印象を与えるハスキーボイスだ。そしてそれこそが、スバルの個人技ではなく、相棒の力を借りた部分──すなわち、パックの声だ。

　パックは今、ナツミ嬢の羽織ったストールに隠れる胸元に収まり、そこでこっそりとスバルに代わって受け答えをしてくれている。

　いわばこれは二人羽織──スバルとパック、二人で一人のナツミ・シュバルツだ。

「────」

　そのナツミ嬢の横顔に、熱い視線を送り続けているのがラムとベアトリスだ。

　わかりやすく顔をしかめる彼女らは、ナツミ嬢の正体がスバルだと当然気付いている。ただ、それは女装のクオリティの問題ではなく、他に該当者がいないからだろう。

　なお、同じ理由でレムもナツミ嬢を見つめているが、その視線は普段からスバルを見る慈じ母ぼ的なものと変わらない。内心、この状況をどう思ってくれているかはわからないが、正体をばらさずに静観するなら、ひとまず彼女らは味方である。

　そして、この作戦において最も警戒すべき『敵』であるロズワールといえば──、

「ぷ、くく……」

　純粋に興きようが乗っているらしく、ナツミ嬢の正体に言及する気は皆無と見えた。ロズワールであれば無む下げにはすまい、としたスバルの予想は大当たりというわけだ。

　ちなみに、問題のエミリアは本気でナツミ嬢の正体に気付いていない様子なので、このまま勢いで一気に最後まで押し流してしまいたいところである。Ｅエミリアたん・Ｍマジ・Ｔ天使。

「──お待たせしましたでゲス」

　戻ってきた料理人、ディアス以下略が丁寧に一皿ずつ料理を配はい膳ぜんしていく。

　白い皿の上の銀の盆──クロッシュがどけられると、皿には白身魚を調理したと思おぼしき料理の姿がある。かぐわしい香りに、意識が殴なぐりつけられる。

「ラウテ・ロイのポワッゾ、ラグディッシュソース添えでゲス」

　端的に言って、説明された料理名の単語に何一つ心当たりがない。

　だが、表面を軽く炙あぶられた白身魚に色鮮あざやかな黄色と緑のソースが絡まり、鼻び腔こうに滑すべり込む温かな匂においは直接胃袋を鷲わし摑づかむ。涎よだれが大量に分泌され、眩暈めまいがした。

『ちょちょ、スバル！』

　──はっ！　あ、危ねぇ！

　思わず犬食いする寸前で、スバルはパックの声で我に返る。

　危うく、女装どころか社会的地位まで台無しになるところだった。ふと隣を見れば、エミリアも驚き顔で料理に見入っており、大なり小なり他の顔ぶれも同じ反応だ。

　この暴力的な美食の予感に、食事マナーを強制する職人肌は食い合わせが悪すぎる。

　香りには人間性の殻からを剝むき、野生の本能を呼び覚ます力があった。スバル──否いな、ナツミ嬢は込み上げる涎を吞のみ込み、誰より先にナイフとフォークを手に取る。

『いいんだね？　スバル』

　覚悟を問うてくるパックの念話、それにスバルは頰ほおを歪ゆがめ、悪あく辣らつに笑って頷うなずいた。

　──毒を喰くらわば皿まで、誰より早く、喰らいついてやろうじゃねぇか。

「まぁ、とってもおいしそうだこと。食べるのがもったいないぐらい」

　唇くちびるの動きに合わせ、パックがナツミ嬢の淑しとやかかつ勇ましい性質を演出する。

　この粋いきな計らいに恥はじぬ態度を厳守すべく、スバルは心を強く保って、目の前の料理に意識を集中、完かん璧ぺきなテーブルマナーで白身魚へ取りかかる。

　フォークで魚を押さえ、ナイフで崩くずして一口サイズに。焼き加減が絶妙すぎて、フォークで触れただけで魚は形を失い、ソースと絡んで視覚的な衝しよう撃げきに脳が蹂じゆう躙りんされる。その美観に打ちのめされまいと息を詰め、嗅きゆう覚かくに入り込む美食の予感に心で抗あらがう。

　今、吞のまれてしまえば帰ってこられない。

　エミリアのために道を示すどころか、スバルが料理に骨抜きにされてしまいかねない。

　──鋼はがねの自制心と、エミリアへの想おもい。それを武器に、料理を攻略する。

　決意新たに目を見開き、スバルはフォークに刺した一口をゆっくりと唇へ運ぶ。

「────」

　手順、佇たたずまい、所しよ作さ、気品、その他諸もろ々もろが美しいまでに洗練された流れ──その努力と意思の結実が、料理を舌に乗せた瞬間に崩ほう壊かいする。

　目が、落ちるかと思った。

　圧倒的な味覚の暴力が舌を通じて全身をつんざき、思考する脳が、体中の血液が、肉体を支える筋肉が、骨が、細胞が、スバルの未熟な決意と覚悟を瞬時に溶解させる。

　踏み躙にじられ、凌りよう辱じよくされ、打ちのめされて、気付けばスバルは決壊していた。

「──どう、されましたでゲスか？」

　いつの間にか、そっと椅い子すから立ち上がり、ヒールの踵かかとを鳴らしてナツミ嬢はディアス以下略の前にいた。訝いぶかしげな顔をする男の前で、静かに呼吸し、跪ひざまずく。

　そして──、

「──完全に舐めてました、すいませんでしたぁ！」

　額を床に擦こすり付け、完全降伏の意をスバル自身の声で表明する。

『完敗……だね』

　と、胸元に隠れるパックが念話で呟つぶやく。だが、その通りだった。完敗だった。

　スバルの受けた衝撃が、精神感応で繫つながるパックにも伝わり、敗北感は共有されていた。

　だから、スバルはその感動と敗北感のままに、ディアス以下略に頭を下げる。

「料理、メチャクチャおいしいです。お上品に食べようって思ってました。でも、それが完全に無理です。きっと誰でもそうです。料理を行儀よく食べるなんて当たり前のことだと思うし、正論なんです。けど、料理の感想を言い合いながら、おいしいおいしいって笑って食べるのもいいもんじゃないかって、そう愚考しまして！」

　相手の顔も見られないまま、ナツミ嬢──否いな、スバルは必死に言葉を重ねる。

　それは言い訳であり、陰謀に敗れた負け惜おしみであり、しかし、本心からの惜しみない称賛でもあった。この料理には、マナーを守れなくなるだけのパゥワーがあるのだ。

　その無む茶ちや苦く茶ちやな称賛と負け惜しみに、ディアス以下略は目を丸くする。

　当然の反応だろう。せめて、この場で首を切られるのは自分だけに──、

「──わはははははは！」

　そんなスバルの祈るような心地は、突然の笑い声によって一挙に覆くつがえされる。

　とっさに顔を上げれば、はばからずに笑っているのは食堂の入口に立つ人影だ。それは小柄で、頭まで頭ず巾きんを被った風体の人物であり──、

「いやいや、恐れ入った。よもや、吾わが輩はいの噂うわさを聞きつけ、食事にありつきつつもかような言い逃れで丸め込もうなどと、小こ賢ざかしいにも限度があろうよ」

　言いながら、その人物は被った頭巾をめくり、その顔を見せた。古風な喋しやべり方ながらも高い声、それは幼い顔つきに似合わぬ不敵な笑みを浮かべた少女だ。

　ディアス以下略の付き人と思われた少女、その乱入にスバルは言葉を失った。だが、そんなスバルの間抜け面を眺ながめ、少女は気持ちよく歯を剝むくと、

「吾輩の料理に完敗しつつ、晴れやかに応じる客は珍しい。なるほど、辺へん境きよう伯はくも人が悪いな。吾輩も気に入るだろうとは、こういう意味か！」

「素直な感想、という意味では適任だったかーぁと。個人的にはもうお一方、そちらの方が本命であったんですが……ま、良いとしましょうかねーぇ」

　呵か々か大たい笑しようする少女の言葉に、ロズワールが苦笑して同意する。そのやり取りの意味がわからず、スバルは「どゆこと？」と首を傾かしげた。すると、

「師し父ふについて、色んな風聞が出回っているでゲスが、その全部がでたらめでゲス。師父は旅先で尾おひれの付いた噂うわさを否定せずに、それをすっかり信じ込んだ相手を珠しゆ玉ぎよくの味で翻ほん弄ろうして遊ぶ悪趣味があるんでゲスよ」

　スバルの疑問に、嘆息気味に答えたのはディアス以下略だ。──否いな、今の発言からするに、どうやら彼はディアス以下略ではない。

「ってことは、本物のディアス以下略は……」

「吾輩だ。ちなみに、ちゃんと名前が呼ばれんと不機嫌になる、という噂は噓うそではないぞ。故ゆえに、忘れず、過あやまたずにしかと覚えよ」

　ぐぐっと胸を張り、少女は力強く床を踏みしめ、

「吾輩の名は、ディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世である！　噂への挑戦と味覚の対立、その葛かつ藤とう煩はん悶もん実に面白い！　見事であった！」

　少女──真ディアス以下略が快活に笑うのを、スバルは啞あ然ぜんと見続けるしかない。

　そんなスバルに歩み寄り、真ディアス以下略は手を差し伸べて立ち上がらせる。気付けば完かん璧ぺきなエスコートで、スバルは元の席に座らされ、食卓についていた。

「なかなか堂に入った変装、これも見事！　なれば、こちらも負けじと得意分野で応戦するのが筋であろう！　ロドリゲス、手伝えい！」

「はいでゲス、師父！」

　男前に宣言し、弟子のロドリゲスを連れて真ディアス以下略が食堂を飛び出していく。

　食事会は続行、次の料理をお待ちあれ──なのだろうが、嵐あらしのような出来事だった。

「さて。それじゃーぁ、無事に伝説の料理人の洗礼も済んだことだし、食事を再開しましょうかねーぇ。スバ……ナツミ嬢の尊い犠ぎ牲せいに、乾杯」

　それを契機に、グラスを掲げたロズワールがスバルの討ち死ににエールを送る。

「やるわね、バルス……じゃなく、ナツミ・シュバルツ様」

「見事に無ぶ様ざまったのよ。にーちゃはいつも素敵かしら」

「ナツミ様、素敵です。レムはとてもいいと思いますよ。次はぜひ、レムにお化粧や着替えを手伝わせてくださいね」

　そのロズワールに続いて、ラム、ベアトリス、レムの三人に失敗ぶりを採点されて、スバルは穴があったら本気で入って埋まってしまいたい。

　そんな心境のスバルの肩を、隣のエミリアがぽんぽんと叩たたいた。

「よくわからないんだけど、一つだけ聞いてもいい？」

「……どうぞ」

　何を言われるのか、エミリアの反応に一番戦せん々せん恐きよう々きようしつつ、言葉を待つ。すると、エミリアは立てた指を頰ほおに当てて、可愛かわいらしく小首を傾かしげながら、

「すごーくスバルに声が似てるけど、あなたはどちら様なの？」

　そう、あらゆる敗北感の中で、最大級のそれを容よう赦しやなく叩きつけてくるのだった。

『ちゃんちゃん』

　スバル──否いな、ナツミ嬢の胸元で、ふやけた笑顔のパックが念話でオチを付けた。
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「なかなか実りある食事会であったようだな」

　商売道具を片付け、大きなカバンを背負ったディアスが呵か々かと笑う。

　それを見送りに、玄関ロビーに立ったロズワールは彼女に苦笑を返した。

「当家のものが見送りにこられず、申し訳ありません。全員揃そろって腰砕けの骨抜きもいいところなので。……レムに勉強させてもらったり、色々助かりましたよーぉ」

「味の道を極めんと欲するものは誰であれ歓かん迎げいだ。あれは筋がいい。大事にしろ」

　穴が開くほど調理風景を眺ながめていた少女、レムの存在にディアスは上機嫌だ。それから彼女は隣を見上げ、辛気臭い顔をする弟子、ロドリゲスの肩を小突いた。

「なんだ、ロドリゲス。旅立ちにつまらん顔をするな。堂々とせい」

「いつものことでゲスが、こんな悪戯いたずらしなくても普通に腕を振るえばいいでゲスよ。それなら私も、好色だなんて変な噂うわさを助長するような態度をしないで済むでゲスし」

「ならん！　噂を鵜う吞のみにし、取り澄すました顔をする奴やつらを味で粉砕してやるのが楽しいのだろうが！　それに好色の噂は、お前の妙な訛なまりが消えない間は消さん！」

「訛りって、何のことでゲスか？」

　訛りに自覚のない弟子から顔を背け、ディアスはロズワールに手を上げる。

「では、そろそろ失礼する。この世にはまだまだ、吾わが輩はいの味を求めるものが多い。引く手数多あまたなのも困りものだな！　おちょくってやりたい連中は尽きん！」

「まったく、本当に楽しくお仕事される方ですねーぇ」

「これは趣味だ。吾わが輩はいの生涯を懸けた趣味。──それに、だ」

　言葉を切り、ディアスが頭に被っていた頭ず巾きんに手をかける。それを乱暴に外すと、その下から覗のぞくのは美しい金色の髪と、ほんのわずかに人より長い耳──。

「エルフである吾輩に、あのハーフエルフの娘を見せるのが一番の目的であろう？」

「……あの子の歩く道が、種族の差別を埋めるかもしれません。そうなれば、あなたも自分の素性を隠して、弟子に隠れる行あん脚ぎやを続ける必要はなくなる」

「はん、つまらない分析をしてくれるなよ、宮廷道どう化け師し。吾輩はしたいからしている。特別、吾輩があの娘を支持するなどと言い回るつもりはない」

　片目をつむり、ディアスは歯を見せて笑ってから再び頭巾を被った。それから颯さつ爽そうとロズワールに背を向け、堂々と外へと歩き出す。

「とはいえ、女装少年と同じぐらい、あの娘の素直な感想は悪くなかった。故ゆえに、何かあればまた呼べ。腕を振るえと求められれば、吾輩はそれを拒みはしない」

「それを良い繫つながりであると、そーぉう信じても構いませんか？」

「勝手にするがいい。ああ、そうであった」

　食い下がるロズワールに根負けし、ディアスは交換条件とばかりに指を立てた。

「次もまた、素直な感想が聞きたい。それまで、あのハーフエルフの娘と女装少年は手放さんようにな。あと、次の機会にも、あの少年には女装させておけ」

「そんなことでよいのなら喜んで」

　それが快かい諾だくの印であると受け取り、ロズワールは当人不在で勝手に女装を請け負った。

　そして、ディアスはロドリゲスを連れ、今度こそ次なる旅路へ踏み出していく。

「……一時はどうなるかと思ったが、これで顔の広いディアス・レプンツォ・エレマンソ・オプレーン・ファッツバルム六世との繫がりは作れた、か」

　要所要所で問題はあったものの、当初の目的を果たせて一安心といったところか。

　色々と、今後も肩の凝こる問題は多い。しかし、今日は肩が凝るばかりではなかった。

「それにしても……ああ、傑けつ作さくだった」

　脳裏に浮かぶのは、完かん璧ぺきに決まったスバルの女装──ナツミ・シュバルツの姿だ。

　しばらくの間はからかう口実に困るまい。非常に有意義な食事会だった。

　目と、記憶と、自分以外は味も、存分に楽しめる時間を過ごせたはずだから。

「ぷっ、はは、あははは」

　そんな感想を抱きながら、ロズワールが一人、堪こらえ切れずに笑い出す。

　誰にも見せない顔で、見えない場所で、何の憚はばかりもなく声を上げて。

　──ロズワールは一人、笑い続けていた。





『──ペトラの見た世界』
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　──ペトラ・レイテにとって、世界はとても小さく、出来上がったものだった。




　メイザース辺へん境きよう伯はくの領地、小村『アーラム』のレイテ家でペトラは生を受けた。

　ペトラは加護に恵まれたわけでも、裕福な家に生まれついたわけでもない。極々平凡な村の、極々平凡な一家で、極々平凡な村娘の一人として、健やかに成長してきた。

　アーラム村はこれといって特筆すべき点のない、ありふれた寒村の一つだ。

　村のすぐ近くに、領主である辺境伯の屋敷があることを除けば、目立った特色は何もない。領地の他の土地と比べて、領主様を直接見かける機会が多いぐらいだろうか。

　そんな貴重な機会も、まだ幼い少女に理解せよといっても酷な話だった。

　さて、この領主様であるロズワール・Ｌ・メイザースという人物がまた曲くせ者もので、まずその身なりが噂うわさに聞くお貴族様とやらと全く一致しない。

　童話に出てくる道どう化け師しのような化粧を好んで施し、奇き抜ばつ・奇き矯きような衣装を纏まとった姿には、見るものに畏い敬けいより困惑を覚えさせることだろう。

　──領主様がちゃんとしていないと、領民である自分たちが大変な思いをする。

　それはペトラが絵物語や、大人たちの会話からぼんやり胸に留とどめていた考えだ。そして子ども心にペトラは、領主様はまともな人格者ではないらしいと気付いていた。

　実際、村に視察といって時々ふらりと訪れる領主様の態度は変だ。

　領主だからと偉ぶるでもなく、大人たちにちょっかいをかけたり、よくわからないことを言って金髪のメイドを困らせたり、引っかき回して混乱ばかりを残していく。

　ムラオサら大人たちがそれを笑って許すのが理解できず、ペトラは一度、真っ向から領主様に文句を言ってやったことがあった。しかし──、

「おーぉやおや、これはこれは手厳しい。でも、それを私に言える君は実に勇気のある女の子だ。その勇気は忘れずに、大事に育ててほしいものだーぁね」

　と、憤ふん慨がいするペトラの気持ちを無視して、何な故ぜか嬉うれしそうに頭を撫なでていかれた。

　以来、領主様とは話しても無駄なのだと、ペトラは彼の奇行について諦あきらめている。




　そこまで話したところで、物語の焦点は村と領主様から『ペトラ』へと戻る。

　前述の通り、ペトラは特色のない村の、平凡な村娘としての人生を歩んでいた。領主様の言葉を借りれば、そこに『勇気のある少女』の冠を加えてもいい。

　そんな村娘として成長したペトラは、物心がつくのと同時にあることを自覚した。

　それは、どうやら自分は村の他の子どもと比べて、『少しばかり可愛かわいいらしい』といった自意識の芽生えであった。

　事実、ペトラの容姿は幼さを加味しても、十分すぎるほどに華があった。

　大きく丸い瞳ひとみ、桜色の唇くちびる、細く長い手足に白い肌。赤みがかった茶髪は毛質が細く、さらさらと風に柔やわらかくなびく。幼くも可か憐れんなペトラの容姿は、将来はとびきりの美人になると村中が太鼓判を押すほどであった。

　そうした子どもの自意識は、これでなかなか馬鹿にしたものではない。

　付け加えれば、ペトラは容姿だけでなく、他の子と比べて聡そう明めいでもあった。ただし、それは悪賢いと呼ばれる類たぐいの聡さとさである。

　生まれ持った見目の良さは、加護や才能に恵まれるのと同じとペトラは思っていた。

　だからその容姿をうまく使い、利用して生きるのは当然のことだとも。

　──ちょっとした遊びで物を壊してしまったとき。

　──畑の甘いオレージュをつまみ食いしてしまったとき。

　──家畜の世話をサボって、友達と遊びにいってしまったとき。

　怒る大人たちを相手に、ペトラは強したたかに自分の可愛さを利用した。

　ペトラが涙目になり、下を向いて反省の言葉を口にすれば、それだけで大人は彼女を強く叱しかれなくなる。そして彼女一人を許してしまえば、他の子どもたちを叱ることができなくなるのは当然だった。

　唯一、そうしたしがらみ抜きでペトラを叱れる立場の両親は、自分たちの前では良い子を演じる愛まな娘むすめにすっかり騙だまされていて、彼女は順調に小悪魔として育っていった。

　──ペトラといれば、いい目が見られる。

　子どもであっても、あるいは子どもだからこそ、そういった利点に飛びつくことに躊ちゆう躇ちよがなかったのかもしれない。自然と、村の子どもたちはペトラを中心に集まることが多くなり、その結果、ペトラはどんどん増長する。

　村の男の子にちやほやされ、村の女の子には頼りにされ、大人たちには可愛がられ、ペトラは自意識の花に水を与え、すくすくと花開いていった。

　自分が世界の中心である。そう勘かん違ちがいし始めるのも、この頃からのことだ。

　ともあれ、そんな勘違いも含めて、子どもというものは愛らしいものだ。

　増長といっても、ペトラのそれは悪戯いたずらっ子の域を越えることもなく、仲間たちを引き連れての行動も、小さな村の中だけの出来事に過ぎなかった。

　世界の中心、ペトラ・レイテ──彼女が自分の勘違いに気付き、世界の大きさをちょっぴり知ることになったのは、自意識の芽生えの数年後、十歳になったときだった。




　それはアーラム村に珍しく、絹織おり物ものなどを商う行商人が立ち寄ったときだ。

　なんでもその商人は、奇き抜ばつな衣装を好む領主様に珍しい布の数々を商った帰りだったらしい。その帰りがけ、道中のアーラム村で品物を広げたとのことだった。

「西はカララギ、南のヴォラキア。それに、王都ルグニカでも流行の品々だよ」

　と、売り文句と共に商人が並べた品々を見て、ペトラの世界が変わった。

　色とりどりの鮮あざやかな織おり物ものに目を奪われ、一瞬で少女は幻想に魅み入いられた。

　気付けば持ち前の愛らしさで商人と両親を手玉に取り、いくつかの織物を手に入れて、自室のベッドで飽きることなくそれらをずーっと見つめていた。

　それは彼女の何物にも代えられない宝物となり、一つの夢を抱かせることになった。
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　──夢を抱いたまま月日は流れ、ペトラは十二歳になっていた。




　この年頃になると、心だけでなく体にも変化が訪れる。

　子どもらしい幼さだけでなく、女性として花開く準備が少しずつ始まるのだ。

　まだまだ蕾つぼみに過ぎないペトラも、自慢の可か憐れんさは健在──むしろ、自覚と共に磨かれ、より洗練されて華やいだものになろうとしていた。

　そんな十二歳のペトラは、相変わらず村では子どもたちの中心、大人たちからも利発で可愛かわいいと評判であったが、自室では不満に頰ほおを膨ふくらませていた。

　その原因は、ペトラの抱いた夢にある。

　あの日の偶然がもたらした衝しよう撃げきは、ペトラの中で月日と共に大きくなっていた。あれから二年が過ぎても、宝物は色いろ褪あせずに大切に仕舞われている。

　そして、おぼろげだった憧あこがれは具体性を帯び、ペトラは一つの夢を手にしていた。

　──将来は王都に出て、服を作る仕事がしたい。

　綺き麗れいな布を好きに飾り付けて、可愛くカッコよく、そんな服を作るのだ。あの日、目を奪われた織物の数々への憧れは、ペトラにそんな夢を見させていた。

　思えば、ペトラが領主様をあまり好きになれない理由も、服装が気に入らないからなのかもしれない。あれはひどい。服飾への冒ぼう瀆とくだと思う。

　領主様への怒りはさておき、ペトラの不満はさらに深いところにある。

　それは、こうして夢を自覚し、その実現に向けて裁縫の練習をするなど努力を重ねるペトラに対し、周囲があまり肯定的ではないことだ。

　特に周囲の子どもたち、彼らの反応は実に嘆かわしい。たまに彼らに未来の話を振ってみても、望んだ答えが返ってきた例ためしがない。

　リュカはお父さんと同じ木こりの仕事を継ぐと鼻水を垂らして言うし、ミルドは難しいことを考えている間にお腹なかが鳴る。ダインとカインの兄弟は、村を出ると言っているペトラをどっちがお嫁さんにするかケンカをやめない。妹分のメイーナは可愛くてたまらないが、王都に旅立つと話すといつも泣き出してしまう。

　ここにきて、ペトラは孤独を味わっていた。

　周りの子たちはペトラを頼るが、ペトラが頼れる友人はいない。大人たちに話しても、夢物語と笑われてしまうのが関の山だ。

　なんということなのか。可愛かわいいとは、孤独だったのだ。

　何事も可愛さで何とかしてきたペトラには、それは信じられない現実だった。可愛さではどうにもならない事態に、ペトラは初めての挫ざ折せつを味わわされる。

　結果、ペトラは夢と悩みを胸に秘めて、悶もん々もんとした日々を過ごしていた。

　将来、もうちょっと大人になって、もっと可愛くなれば解決するのではないか。

　ひとまず、未来の自分にそんな希望を託しながら。




　そんな悩めるお年頃、十二歳のペトラはある日、再び奇妙な出会いを経験した。

　それは友達みんなと、近くの河原にジャリガニ釣りにいく途中だった。服を汚したくないペトラは釣りは見ているだけだが、それでも友達と遊ぶのは楽しい。将来の不安は抱えつつ、それとこれとは別問題──そんなときだ。

「ヘイヘイ！　そこゆく子どもたち！　村一番の偉い人、どこにいるかご存ぞん知じない!?」

　そう言って、ものすごい馴なれ馴なれしく黒髪の少年が話しかけてきたのだ。

　目つきが悪く、しまりのない顔をした人物だ。へらへらしているのに、着ている服はすごくきっちりしていて、とても似合わない。服に顔が負けている。

　ただ、その似合わない格かつ好こうのおかげで、すぐに相手の素性は予想がついた。

「あ、領主様のお屋敷の、新しい使用人さんですか？」

「おお、その通り！　さっすが、ペトラ！　賢い！　可愛い！　村一番！」

「……わたし、名前言いましたっけ？」

「うげげ！」

　手を叩たたいて大はしゃぎの少年が、じと目になるペトラに呻うめき声を上げた。

　見知らぬ相手なのに、いきなり名前で呼ばれてペトラの警戒は一気に高まる。最初の一声で驚かされた恨みもある。いったい、どこで自分の名前を知ったのか。

「あー、ほら、あれだよ、あれ！　村一番の美少女！　アーラム村のペトラといえば、その勇名はロズワール様のお屋敷にも高く高く響いてるってわけ！　ね？」

「ええ……領主様のお屋敷に？　そんな、わたし、恥はずかしい……っ」

「当然、当然！　むしろ必然！　いやぁ、実物は話の百倍可愛いなぁ、ははは！」

　わたわたと慌あわてていた少年が、頰ほおに手を当てて俯うつむくペトラに露骨に安あん堵どする。そんな少年に、ペトラは恥ずかしげ──なふりをして、じっと反応を窺うかがっていた。

　服装が屋敷の関係者っぽいからといって、簡単に信用してはいけない。前に領主様の屋敷に出入りしていた人物に、よくペトラたちを見つめている男の人がいた。顔がカッコよくて服も似合っていたが、あの視線は落ち着かなかったものだ。

　そしてその人物とこの少年は、よく見れば同じ服装だった。着ている人間でこうまで見え方が違うのかと驚きつつ、油断は大敵。可愛いは危険でもある。

「俺の名前はナツキ・スバル！　一いつ気き呵か成せいの執事見習い！　昨日からロズワール様のお屋敷で世話になってる苦労人だ。みんな、仲良くしてくれよな！」

　そんなペトラの疑念に気付かず、少年──スバルは騒がしく自己紹介する。

　その挨あい拶さつには大人の落ち着きがなく、振る舞いの端々で礼儀がなっていない。子どもだからと相手を舐めている感があり、距離の詰め方が癇かんに障さわった。

　端的に言えば、ペトラにとって、初対面のスバルの印象は最悪だった。

　ただ、そんな大人とも子どもともつかない態度が気に入ったのか、最初は戸惑っていたリュカやミルドはすぐに打ち解け、すっかり彼と仲良くなってしまった。

　そうなれば、子どもらの代表格であるペトラも彼を受け入れざるを得ない。

「……それで、村の偉い人？　その人に何のご用なの？」

「いやー、渡すように先輩メイドに頼まれたもんがあってさ。ま、お使いだな！」

「ふーん。わかった。それじゃ、ムラオサのところに案内してあげるっ」

　背中にリュカ、腰にミルドとダインを引っかけたまま、苦笑いするスバルを案内する。悪ふざけに怒らないところも、ちょろいなとペトラは思った。

　ちなみに、村で一番偉い人は本当はミルデ村長だったが、見た目が村長っぽい弟のラスフムさん（ムラオサ）のところに、わざと間違って連れていった。

　たぶん、あとでお屋敷でこっぴどく怒られることになると思う。面白い。




　翌日、新しく屋敷に入った使用人のことで、村の噂うわさはもちきりになっていた。

　小さな村だ。大きな騒ぎこそ起きないが、ちょっとしたことでもすぐに知れ渡る。特に領主様のお屋敷の人間は、頻ひん繁ぱんに村にも買い出しにやってくるのだ。この先、何度も顔を合わせることになる相手、どんな人かと噂になるのも当然だった。

「えっと、ちょっとよくわかんないかな。あ、でも、悪い人じゃなさそう」

　両親に尋ねられて、ペトラは無難にそんな返事でお茶を濁した。

　昨日の案内の一件があり、スバルと接触したペトラに噂の真相を確かめにくる人がかなり多い。他の子たちも聞かれているが、大人が頼りにするのはやはりペトラだ。

　スバルにあまりいい印象はないが、他の子と違うことを言うのもよくない。可愛かわいいの舵かじ取とりは大変なのだ。質問攻めをやり過ごし、ペトラは深く息をつく。

「……あれ？　知らない子だ」

　大人たちの輪を抜けて、村外れに逃げてきたペトラは目を丸くする。そこに、淡い茶髪をお下げにした少女──二日続けて、見知らぬ顔を見つけたからだ。

「こんなところで一人で何してるの？」

「あ……」

　前日の相手に比べれば、少女に声をかけることに躊躇ためらいはなかった。その呼びかけに振り向いた少女は、ペトラの目から見てもなかなか──否いな、かなり可愛かった。

　服装は質素、髪も飾り気がないが、顔立ちの素材はかなりの逸材だ。ものすごく、手をかけたい欲が込み上げる。

　自分の可愛かわいさを磨くことに努力を重ねたペトラは、他人の可愛いにも敏感だ。もったいないことを特に嫌い、母やメイーナにもあれこれ世話を焼いていた。

　この少女にも、その自分の可愛い精神を注ぎ込みたい、そんな欲に駆られる。

「わたし、メィリィ。家族の都合で、ちょっとだけ村に預けられてるの」

　そう名乗り、微笑ほほえんだ少女──メィリィは大人しい子だった。

　聞かれたことにはすぐに答えられるが、自分から話しかけることはあまりしない。メイーナの性格に似ていて、これは姉代わりに引っ張らなくてはと気持ちが入る。

「きて！　みんなに紹介してあげる。わたしはペトラ！　あなたのお友達！」

　引っ込み思案なメィリィを連れていくと、リュカたちはすぐに彼女を迎え入れた。

　子ども同士、一度打ち解ければ話は早い。メィリィはあっという間にペトラたちの仲間となり、その日は村中を駆け回って親睦を深めた。

「ほら、おいで。……この子は、メスみたい」

「わあ、すごいすごい！　メィリィ、動物とお話できるみたい！」

　そんな戯たわむれの中、特にペトラたちを喜ばせたのが、メィリィが手て懐なずけた子犬だった。こげ茶の毛をした子犬は、メィリィが連れてきたらしく、やけに人懐っこい。まるでメィリィの言葉がわかるように芸をする姿に、子どもたちはすっかり骨抜きにされた。

「メィリィ！　また明日も絶対に遊ぼうね！」

　夕暮れになり、別れ際にペトラはメィリィの手を握にぎって明日の約束を交わす。メィリィは恥はずかしげに頷うなずいてくれて、ペトラは満足して家に帰った。

「今日はね、新しい友達ができたんだよ。一人でいたから誘ってあげたのっ」

　夕食の席で一日を振り返り、そう話したペトラを両親は感心した顔で褒ほめてくれた。そのことも、ペトラの自尊心を満みたす一因になる。

　メィリィがいい子なのもそうだが、一人の子に手を差し伸べたのは自分なのだ。可愛いだけでなく、優しいこともした。これは王都も近付いたに違いない。

　そんな、ちょっとした打算を膨ふくらませつつ、ペトラは気分よく眠りについた。




　そして翌日、ペトラはいつものように目覚め、いつものように遊びに出掛けた。

　何の変哲もない一日──運命は、いつだってそんな日常を装よそおっているとも知らずに。

「お待たせー、今日は何するー？」

　火の刻真っ盛り、お昼にリュカたちと待ち合わせし、それから町外れでメィリィとも合流。そのままみんなで、今日は何をしようなんて話していると──、

「あ！　スバルだ！」「え！　スバル!?」「やった！　スバルきた！」

　パッと顔を明るくして、リュカたちが一斉に走り出す。すると、彼らの行く先に立つのは制服の似合わないスバルだった。その勢いに彼は驚きながらも、

「うおお！　こいや！　ばっちこー……ぐはぁ！」

　両手を広げ、受け止めようとして全然止められない。リュカとミルド、そこにダインとカインの兄弟がぶつかり、あえなくスバルたちは地面に転がった。

「もう！　みんな、バカなことしないの！　スバル、大丈夫？」

「あ、ああ、へっちゃらへっちゃら。自分の力を過信してたわ。恥はずい」

　尻しり餅もちをつくスバルに声をかけると、彼は苦笑しながら頭を搔かいた。そのスバルの様子にペトラは「あれ？」と首を傾かしげる。二日ぶりに見る彼だが、そのときとは受ける印象がずいぶん違う。あのときはやけに余裕がなくて、バカみたいに見えたのだが。

「スバル、昨日は何かあったの？」

「え!?　べ、べべべ、別に何にも!?　まさか、意中の子の膝ひざを借りて大泣きした挙句に、鼻水垂らして爆睡とか、そんなこと全くねぇし!?」

「……ふぅん」

　聞いてもいないことを否定された。とりあえず、誰かの膝で泣き喚わめいて、鼻水を垂らして眠りこけたのではないらしい。それに近いことはあったかもしれないけれど。

「ま、いっか」

　一昨日おとといのスバルに比べれば、今のスバルの方がペトラにとっても好ましい。リュカたちの気持ちはわからないが、少しは仲良くしてあげようという気にもなる。

「それで、今日もお使い？」

「それもあるけど、今は自由時間なんだ。なんで、ちょっと村巡りを……こら、背中に上るな！　鼻水付けるな！　鼻くそならいいって話でもねぇよ!?」

「……ええっと、お手伝いいる？」

「……お願いします」

　体中にリュカたちをしがみつかせ、引きずって歩くスバルに少しだけ同情。彼の村巡りに付き合いながら、なんとなしに村の大人たちに紹介して回ることに。

　ムラオサって呼ばれるラスフムさん。本物の村長のミルデさん。村の若い人たちをまとめているマキジさんや、たまに覆面を被っている知らないマキジさんなど。

　そうやってスバルの顔見せを手伝ってあげている間に、

「うーむ……こうなると、あれだな。俺のお披ひ露ろ目めも兼ねて、いっそ村の人たちを集めて一席ぶつのも手かもしれないな」

「いっせきぶつ？」

「これから仲良くしましょうぜ、ってでっかくご挨あい拶さつさせてもらうのさ」

　そう言って、イタズラ小僧のような顔でスバルが笑った。

　その邪気のない笑顔を見て、初めてペトラはスバルに好感を持ったのだった。
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「ヴィクトリー！」

「──ヴィクトリー!!」

　初めてスバルに抱いた好感は、よくわからない踊りによって相そう殺さいされた。

　村の大勢を巻き込んだ『ラジーオタイソー』とやらは、思春期のペトラの心を大いに恥はじらわせた。なのに、またしてもリュカたちはこれを気に入り、しかもそれは大人たちにも波及した。相殺した好感は悪化し、ペトラはますますスバルを嫌いになる。

　嫌いは言いすぎかもしれない。苦手だ。不得意だ。服に顔が負けている。

「わたしの気持ちがわかるのはあなただけだね……」

　メィリィが胸に抱く子犬の頭を撫なで、ペトラは儚はかなげに微笑ほほえんでわかり合おうとする。

　踊りが終わった帰りがけ、捕まえたスバルを子犬と引き合わせると、なんとこの子はスバルの手をガブリとやってのけたのだ。みんながスバルを受け入れるものだから、そのことにがっくりしていたペトラにとって、やっと仲間を見つけた気持ちだった。

　いっそメィリィに頼んで、今夜はこの子と一緒に寝たい。──そんな風に、ペトラが子犬に対して情を寄せていたときだ。

「あ──！」

　驚きの声を上げたのはカインか、メイーナか。ペトラ自身だったかもしれない。

　ふいに子犬が身をよじり、メィリィの腕をすり抜け、走り出してしまった。慌あわててみんなで追いかけても、子犬にはとても追いつけない。そのまま、子犬は村外れにある白い柵を潜くぐって、森の中に駆け込んでいってしまう。

「どうしよう……」

　子犬が入ってしまったのは、普段遊んでいるのとは反対側──大人たちに、入ってはいけないと釘くぎを刺されている森だ。魔石の力で結界を張り、危ない生き物を近付けないようにしているという場所。つまり、危ない森なのだ。

　そんな場所に、まだ小さい子犬が入ってしまったら──、

「ペトラ……」

　不安がる子どもたちの目が、混乱するペトラの方に集中する。

　ペトラは子どもたちの中心だ。何かあれば、彼らはまずペトラを頼りにする。そして頼られたペトラには、その信頼に応こたえる義務があるのだ。

「メ、メィリィ……!?」

　頼られながら、なのに何も言えないペトラ。そのペトラに代わって、白い柵を潜ろうとしたのはメィリィだった。彼女は緊張に頰ほおを硬くして、でも真まっ直すぐ森を見て、

「あの子、迎えにいってあげなきゃ……」

　責任を感じたメィリィの声に、ペトラは雷に打たれたような衝しよう撃げきを受けた。そして、メィリィのような子が必死なのに、立ち止まろうとした自分が情けなくなる。

「────」

　結界用の魔石は、森と村とを隔てるように等間隔に木にぶら下げられている。

　その魔石の位置を確認し、ペトラは頭の中に地図を描くと、そこに等間隔の結界を書き記し、子犬を安全に探せる範囲を導き出した。

　危険な森に入り、何かに襲われたとしても結界に逃げ込める位置。──この道順を辿たどりながらなら、子犬を探しにいける。

「わたし、メィリィと一緒に森に入る。みんなは……」

「そうはいかないぜ！」「ペトラがいくんでしょ？」「そこがオレの死に場所さ！」

　ペトラがメィリィと手を繫つなぐと、残る手をメイーナが、そのメイーナの手をリュカが、そうして全員が手を繫いだ。誰も、怯おびえて引き返そうとはしない。

「……うん。ありがとう」

　いつも、ペトラはみんなに頼りにされてきた。だけどこの瞬間、ペトラは初めてみんなを頼りにした気がする。メィリィと二人では、勇気が出なかったかもしれない。

　だけど──、

「──みんな手を繫いでたら歩きにくいから、それはやめようね？」




　頭に思い描いた地図に従い、ペトラはみんなを先導して森を歩く。

「────」

　枝葉を踏みしめ、森を進むペトラの胸は張り裂けそうなほど鼓こ動どうがうるさい。夕暮れは近付き、徐々に森の視界は悪くなる。道を誤ったり、見落としていたり、そんなことがあったらどうする。不安と緊張が、額に汗をにじませた。

　森に入って小一時間は過ぎている。今さら、ペトラは準備不足を悔やんでいた。

　子犬を引き寄せる餌えさ──ダメ、危険な動物がくるかもしれない。大声で呼ぶ──それも危ない。大人に知らせる──怒られるのが怖くても、それはするべきだった。結晶灯を持ってくる──暗くなる前に引き返す、それで足りるだろうか。

「────」

　道を見失わないよう、拾った石で木に傷を付けているが、気休めみたいなものだ。

　少しずつ、友人たちの表情にも不安の色が濃くなっている。誰かが一人決壊すれば、それは一気に広がってしまう。その最初の一人は、もしかしたら自分かもしれない。

　結界の場所は覚えている。でも、本当に見つかってから逃げて間に合うのか。もしかしたら、今、自分はとんでもないことをしているのではないか。

　不安はどんどん大きくなり、ペトラの瞳ひとみに涙が浮かび始める。あと二回か三回、大きく呼吸したら、みんなに戻ろうと言うべきだ。大人に任せようと、言うべきだ。

　そして──、

「み、んな……もう、ここで……」

「──そうね。潮時かもしれないわねえ」

「え？」

　ギュッと目をつぶり、みんなに戻ろうと言おうとしたところで、声がした。

　それは聞いたことのある声なのに、聞いたことのないような響きを孕はらんでいて。何事かと目を開けたペトラの正面、すぐ近くにメィリィの顔があった。

　怯おびえて自信のない少女──その表情は見違えて、どこか大人びた艶つやがあって。

　可愛かわいいではなく、背筋がゾッとする綺き麗れいさがあって。

「ごめんねえ、みんな。でも、これがわたしのお仕事だからあ」

　微笑と、声がしたと思った直後、ペトラの意識は背後に生じた気配に奪われる。大急ぎで振り返る。黒い、巨大な犬がいた。唸うなり声が聞こえた。とっさに「逃げて！」と叫ぼうとして、声が出なかった。──意識は、そこで途切れている。
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　──結局、ペトラの意識が戻ったのは、その翌日の夕刻だった。




「ペトラ！　この子は……心配ばっかりかけて！」

　ゆっくりと、ベッドで目を開けたペトラが最初に見たのは、真っ赤な顔で自分を抱きしめる母親の姿だった。

　その母の声に気付いて、すぐに父も部屋に飛び込んでくる。そうして父は、抱き合うペトラと母をいっぺんに抱いて、それはそれは大きな声で泣き出した。

「森に入ったお前たちを、お屋敷の方々が助けてくださったんだ。特にスバル様は大変だったのに、みんなを連れ帰ってくれたんだぞ」

　何が起きたのかわからず、目を白黒させるペトラに両親はそんな風に話してくれた。

　聞けば、あの子犬は森に棲すんでいた危ない動物──魔獣だったらしく、ペトラたちは本当に危ないところだったらしい。そんな危ないペトラたちを助けてくれたのが、なんとも意外なことにスバルと、お屋敷のメイドだったとのことだ。

「そういえば……そんなこと、あったかも……」

　話を聞いて、ペトラはぼんやりとした記憶を辿たどる。

　それは息が苦しくて、体も熱くて、すごく辛つらかった記憶だ。ペトラは草原に寝ていて、周りにはリュカやメイーナの姿があった。そこにスバルと、誰かがやってくる。そして話しかけてくるスバルに、その場にいなかったメィリィのことを──。

「そう、そうだ。メィリィは？　あの子は、どうしたの？」

「……その女の子は、スバル様がちゃんと連れ帰ったよ。すぐに心配していた家族が迎えにきてね。連れ帰ってしまったんだ。ペトラに、よろしくって」

「……そうなんだ」

　別れの言葉を残して、アーラム村を家族と去ったというメィリィ。ペトラはそれが、両親がついた噓うそなのだとなんとなく察していた。

　何かが起きる寸前、メィリィが豹ひよう変へんしたことを覚えている。あの子犬が魔獣なら、最初にあの子を連れてきたメィリィにも、きっと何かがあったのだ。

　それでも、できればもう一度、メィリィと言葉を交わしたかったけれど──。

「──ペトラ、起きた!?」「ペトラ、目覚めた!?」「目覚めよ、ペトラ！」

　そんなペトラに感傷も許さず、どたどた騒がしく仲間たちが家にやってきた。

　ペトラより早く目が覚めたリュカたちは、やっぱりペトラと同じ説明を受けたらしく、しかもそれを素直に信じて、メィリィとの別れを残念がっていた。

「お屋敷に、スバルのお見舞いにいかない？」

　そう言い出したのは、いつもは自己主張の弱いメイーナだった。彼女の提案に、リュカたちは諸もろ手てを上げて賛成する。ペトラも賛成だったが、珍しいなとは思った。

「メイーナがそんなこと言うなんて、珍しいね」

「だって、スバルがいなかったら、あたし、弟か妹に会えなかったかも……」

　メイーナの母の妊娠はペトラも知っていた。一人っ子のペトラは少し羨うらやましく思っていたし、弟妹きようだいができると知ったメイーナもちょっとお姉さんになっていたから。

　なるほど。それは確かに、スバルにお礼を言いたくもなるだろう。

「じゃあ、みんなでお屋敷の領主様にお願いしにいこっか！」

　さすがのペトラも、命の恩人となったスバルには感謝がある。踊りのことで好感度は下がっていたが、その分は帳消しにしてあげてもいい。

　これからは少し優しくしてあげよう。自分は物分かりもいいのだから。




「バルスのお見舞い？　まだ寝てるはずだけど……そうね。間抜けな寝顔を見られて恥はずかしい思いをするのはバルスだし、いいわ。案内してあげる」

　お屋敷を訪ねるのは緊張したが、応対してくれた桃色の髪のメイドさんは意外と優しかった。表情と声は冷たかったが、ペトラにはそれが疎うとんでいるからではなく、誰に対してもそうなのだろうと何となく思えた。

「領主様には言わなくていいんですか？」

「屋敷の雑事は一任されているもの。もしも、あなたたちがバルスの息の根を止めにきた殺し屋なら話は別だけど……殺し屋なの？」

「こんなに可愛かわいい殺し屋なんていません」

「でしょう？　だからいいのよ」

　可愛い、は否定せず、メイドさんはすまし顔のままペトラたちを案内する。初めて上がるお屋敷にドキドキしつつ、六人は立派な扉の部屋に連れてこられた。

　その中に、スバルが寝かされているのだろう。もう夕方なのに、お寝坊さんだ。

「入るわよ」

　ノックして、返事がないのを確かめてから、メイドさんが扉を開けた。

　広々とした部屋、その奥にすごく大きなベッドがある。そこに横たわる黒髪の青年の姿を見つけて、ペトラは安あん堵どと共に部屋に入り──、

「スバル、もう夕方だよ？　こんな時間まで寝てちゃ……」

　──笑顔で声をかけようとして、ペトラの表情と喉のどが凍り付いた。

「────」

　穏やかな寝顔で、静かな寝息を立てながらスバルは眠っている。そこだけ切り取れば、単なるお寝坊さんで済んだかもしれない。

　けれど、眠るスバルの体は傷だらけで、包帯塗まみれで、あちこちに白い傷きず痕あとがあって。

　──その全すべてが獣の牙きばの痕なのだと、ペトラは理解してしまった。

「起こさないように、静かにしていなさい。気が済んだら声をかけて」

　それだけ言い残し、メイドさんが廊下に出ていく。メイドさんの言葉を受け、リュカたちは心配そうにスバルの傍そばに歩み寄るが、ペトラは動けない。

　その場を一歩も動けなくなり、同時にこれまでのことが一気に蘇よみがえった。

「──ぁ」

　森で苦しんでいるとき、スバルにペトラは何かを頼んだ。何かではない。メィリィのことを、その場にいなかったメィリィを連れ帰ってほしいと頼んだ。父は言っていた。スバルはメィリィを連れ帰ったと。子どもたちを、ペトラを連れ帰ってきたと。そのときにちょっとしたケガをして大変だったと。──このケガの、どこがちょっとなのか。

「あ、ぁ……」

　自分のせいだ。全部、ペトラが招いたことだ。

　メィリィを仲間に引き入れたのも。メィリィが連れてきた子犬を可愛かわいがり、森に逃がしてしまったのも。入ってはいけない森にみんなを連れていったのも。引き返せばよかったのに、その決断ができなかったことも。朦もう朧ろうとしていたとはいえ、スバルにとんでもない無む茶ちやを頼んだのも。その無茶の結果、スバルに消えない傷を負わせたのも。

　全部全部、何もかも、ペトラの思い上がりが招いたことだった。

「スバルの包帯になんか書こう……」「書こう書こう……」「お見舞いにきた証あかし……」

　硬直するペトラを余よ所そに、リュカたちは布団をめくり、スバルの足の包帯に目を付けた。一応、声を潜ひそめる配慮を見せつつ、彼らは思い思いの言葉を包帯に書く。

　そしてメイーナが恥はずかしそうに感謝の一文を書いて、

「ペトラ？」

　順番の最後がペトラに回り、羽ペンを持つメイーナが首を傾かしげる。そこでようやく、他のみんなもペトラの様子に気付くが、ペトラはペンを受け取れない。

　カタカタと膝ひざが震えて、スバルの方も真まっ直すぐ見れない。

「ペトラ？」「どーした？」「だいじょーぶ？」

　様子のおかしいペトラに、リュカたちがそれぞれ首をひねる。その彼らの視線を一身に浴びて、ペトラはあの森のことを思い出した。森に入るときにも、リュカたちはペトラの方を見ていた。あのとき、ペトラはなけなしの勇気を振り絞ったけれど──。

「──っ！」

　──今日は、それができない。

　喉のどの奥で嗚咽おえつを殺して、ペトラは耳を塞ふさぎながら部屋を飛び出した。廊下にいたメイドさんは走るペトラに目を細めたが、それを追いかけようとはしない。真まっ直すぐ、ペトラが玄関に向かい、村へ逃げ帰るのだとわかっているみたいに。

　実際、そうだった。ペトラは走って逃げた。家に逃げ帰り、自分の部屋に飛び込んで、驚く両親の声にも蹲うずくまり、ただひたすらに怖くて震え続けた。

　許されないことをしたのだと、このとき、ペトラは初めて自分の罪を自覚した。




「全部、わたしが悪いの……悪かったの……っ！」

　涙ながらにペトラがそれを両親に打ち明けたのは、その日の夜更けのことだった。

　屋敷を飛び出したペトラを心配し、リュカたちが訪ねてきたことは知っている。両親が愛まな娘むすめを案じて、何度も部屋に声をかけてくれていたのも。

　その全部を蔑ないがしろにして、聞かないふりをして閉じこもって、けれど膨ふくらみ続ける罪悪感に耐え切れず、ペトラは泣きながら両親の寝室に転がり込んだ。

　ペトラの話を聞いて、両親は最初はとても驚いていた。

　メィリィのことも、子犬のことも、スバルへの頼みも、あの大ケガも。何もかも自分のせいだったのだと話し、ペトラはどうしたらいいのかと泣きじゃくった。

「そうね。……確かに、ペトラは悪いことをしたわね」

　同じベッドに娘を入れて、その頭を撫なでながら母はそんな風に話し出した。隣に父も潜もぐり込み、父母の間に挟はさまれるペトラが鼻をすする。

「悪いことをしたら、謝らないと。心を込めて、一生懸命」

「……でも、謝っても、許してなんてもらえないよ」

「許してほしいから謝るの？　謝りたいから謝るの？　ペトラは、どっち？」

「────」

　すごく、難しいことを言われている気がして、ペトラは黙り込んだ。

　謝るのは、許してもらうためではないのか。少なくとも、これまでのペトラは謝罪の言葉をそのための道具と思って使ってきた。悪いと思って、ごめんなさいと言っても、最終的には許されるための手段として、謝罪の言葉を使ってきた。

　許されないのに、謝ることに、謝る意味があるのだろうか。

「ちゃんと、スバル様にごめんなさいって言いにいくんだ。一人で怖いなら、お父さんもお母さんも一緒にいくよ。でも、ごめんなさいはペトラが言うんだ」

「────」

　ギュッと頭ごと体を抱かれて、父の胸に額を擦こすり付ける。思えば、こんな風に本心から父と母に甘えたことは、物心ついてから初めてのことだったかもしれない。

　両親の前でも、ペトラは本音を隠してきた。だから今、本心では二人の手助けが欲しいと、スバルに謝るとき、傍そばにいてほしいと思っていたが──、

「──ううん。一人で、ちゃんと謝れるよ」

　──甘える資格なんて、自分にはないと思って、ペトラはそう言った。
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　無事に目を覚ましたスバルが村に挨あい拶さつにきたのは、その二日後のことだった。

「いやぁ、ヤバかったヤバかった。けど、みんな無事で何よりだったぜ！」

　と、親指を立てて笑ったスバルの格かつ好こうは、いつものお屋敷の制服姿ではなく、見たことのない灰色のおかしな服だった。ただ、変にかしこまった服装よりはよっぽど着こなしているなと、やけに客観的にペトラはそう判断した。

「スバルー！」「元気になった！」「スバルが立った！」「スバル、大地に立つ！」

「おーおー、ガキンチョ共め。お前らも元気でよかったよ。俺に感謝しろよな」

　感謝する大人たちには照れ顔で、しかし子どもたち相手には普段の態度で、スバルは自分の功績を誇らしげに触れ回った。それが、かえって周りに気を使わせないための振る舞いなのだと、ペトラにも大人たちにも何となくわかっていた。

　そんな風なのを気付くと、ペトラにはそれがもどかしい。スバルが村に、ペトラたちにしてくれたことはとても大きいのに、どうして。

「スバル、遊ぼう！」「遊ぼう遊ぼう！」「ジャリガニ釣ろう！」「でっかいヤツ！」

　一方、リュカたちはそのスバルの心配りには気付かず、これまで通りの調子でスバルを引っ張っていこうとする。よじ登ろうと、リュカが手を伸ばすのが見えて──、

「──リュカ！　何考えてるの！　スバルはまだ治ったばっかりなのにっ！」

「うわわわ!?」

　思わず、大きな声で叱しかりつけると、驚いたリュカがその場に尻しり餅もちをついた。その大声に一斉にみんなが振り向くと、輪から離れたところにいたペトラに気付く。

　そしてスバルも、一人だけ離れて立っていたペトラに手を上げ、

「おー、ペトラ。なんでそんなとこに……」

「──っ」

「って、あれぇ!?」

　親しげに話しかけられた瞬間、ペトラは背を向けて走り出していた。そこにスバルの驚く声がかかるが、ペトラは足を止められない。

　謝ると、そう決めていたはずなのに。これではお屋敷のときとまるで同じだ。

「はぁ、はぁ……」

　結局、ペトラはそのまま村の反対側まで逃げてきてしまった。膝ひざを折り、何度も深呼吸しながら周りを見ると、そこは村外れ──メィリィと、子犬と出会った場所だ。

「全部……」

「──ここで、色々とごちゃついたんだよな」

　今度こそ誇張抜きで、ペトラは自分の心臓が止まるかと思うほど驚いた。

　振り返ると、ペトラの少し後ろに立つスバルの姿がある。スバルは大げさに肩を上下させながら、魔石のぶら下がる木の幹によろよろと寄りかかり、

「し、しかし……病み上がりで、全力疾走は応こたえた……はぁ。病気じゃなく、ケガの場合って病み上がりでいいのか……どうだったっけか……」

「なんで……」

「さすが、息が整ととのうのが早いな……いや、俺のスタミナがしょぼすぎるだけか」

　苦笑し、スバルはそこにどっかりと腰を下ろした。その真意がわからず、ペトラはただ困惑する。そのペトラに、スバルは自分の隣の地面を手で叩たたくと、

「まぁ、座れって、ペトラ。ちょっと話そうぜ」

「──うん」

　促されて、それを断る勇気はペトラにはなかった。

　ちょこんと、ペトラはスバルの隣に座ると、俯うつむいてチラチラと彼の横顔を盗み見る。怒っている風には見えない。でも、怒っていて当然なのだ。

「あー、俺もイマイチよくわかってないんだけど、みんなにペトラを追いかけろって言われてさ。なんか、俺に言いたいことがあるとか？」

「──！　そ、それは、そうなんだけど」

　どうもこの状況、周りがペトラに謝らせるために仕組んだ状況だったらしい。つまり村中総出で、ペトラの贖しよく罪ざいに手を貸している状況だ。リュカやミルド、カインにダイン、メイーナさえも、ペトラに謝らせようとしている。

　スバルだって、これだけお膳ぜん立だてされれば、堂々とペトラを責めようと──、

「何の話だろ。もしかして、森から連れ帰る前にケガしたとか!?　あの犬共、容よう赦しやなく嚙かみついたかもだし、傷が残ったとか……だったら、ごめん！」

「あ、え？」

「女の子に傷とか、やっちゃいけない最悪だ。ええと、傷が残らないようにするには、確か湿り気を保っておくとか、そんなだったような……」

　顔を青くしたスバルが、ペトラを傷物にしたのではと露骨に焦り出した。あれこれと知恵を巡らせる姿に、ペトラはしばし呆あつ気けに取られ、それがペトラの罪悪感を煽あおるための策略なのかと疑い──全く、そのつもりがないことにすぐ気付く。

「────」

　目の前の少年は本当に、ペトラが悪さをしたなどと思っていないのだ。むしろ、自分がペトラに悪いことをしたと、そればかりを反省している。

　その思い違いが、勘かん違ちがいが、ペトラは逆に腹立たしかった。

「スバル」

「そうだ！　ペトラ、傷を見せて……あ、いや、変なとこにあったら困るか……」

「──スバル!!」

「はいはいはいはい、なにどうしたの!?」

　大声を出したペトラに仰ぎよう天てんして、振り向くスバルはやっとペトラと目が合った。その珍しい黒こく瞳どうが見開かれたのは、ペトラの瞳ひとみが大粒の涙に潤うるんでいるからだ。

　感情が昂たかぶり、叫び出したくなる。けれど今、声に出すべきは怒りなんかではない。

「ご……」

「ご？」

「ごめんなさい……っ！」

　ぽろぽろと、言い切った直後から涙が頰ほおを流れ落ちた。その様子にスバルはますます慌あわてるが、ペトラは感情の決壊に任せ、ひたすらに繰り返す。

「ぺ、ペトラ!?　どうした、なんで謝るの!?」

「ごめんなさいっ、ごめんなさい……！　ごめんなさいぃ……」

　慌てふためくスバルの前で、ただただペトラは泣きじゃくり、謝り続けた。




「──だから、全部、わたしが悪いの」

　自分の罪を告解し、ペトラは視線を地面に落としたまま、ギュッと手を硬く握にぎった。

　いまだに涙は燻くすぶっているが、それでも話せるぐらいには衝しよう動どうも落ち着いた。そのままたどたどしく、ペトラは両親に話したように、自分の罪をスバルに打ち明けた。

　メィリィも、子犬も、スバルへの頼みも大ケガも、全部、自分が悪かったのだと。

「────」

　罪の告白を聞き終え、スバルは難しい顔をして押し黙っている。

　目をつむれば、ペトラの瞼まぶたの裏にはベッドに横たわるスバルの姿が蘇よみがえった。ここまで自分を追いかけてきて、息を切らしていた様子も記憶に新しい。

　すぐ隣にいる実物のスバル、その袖そでまくりした腕には白い傷きず痕あとがいくつもあった。それはきっと消えない傷。さっき、スバルがペトラを心配していたように──、

「──あのさ、ペトラ」

「……うん」

　スバルに名前を呼ばれて、ペトラはいよいよその時がきたと奥歯を嚙かんだ。

　何を言われるのか、どんな風に詰なじられるのか。これまでどんな問題も、必ず許されてきたペトラには、許されないことがどれほど怖いのかわからない。

　だから顔を上げて、スバルの困った苦笑を見たとき、ペトラは呼吸を忘れた。

　それは、絶対に許せない相手に向けるような顔ではなくて。

「別に、ペトラは悪くない……違うな。謝ってくれたんなら……でもない」

「え、と……」

「ん、たぶん、これだな」

　首をひねり、言葉を選ぶスバルにペトラは動揺する。そのペトラの動揺を尻目に、スバルは納得した顔になると、ペトラに頷うなずきかけた。

「──許すよ」

「────」

「ペトラがまぁ、色々と失敗したのは事実だ。それを無責任に、なんにも悪くないよーってのもなんか違う気がしたからな。で、そうなると、こんな泣くほど反省してるペトラに、なんて言ってやるのが一番いいかって考えると……」

「────」

「ペトラのことを許すよ。大丈夫、怒ってない。傷も、ペトラとメイーナに残ってないんならよかった。俺とリュカたちは別な。男の傷は勲章だから」

　そう言って、スバルは怒った雰ふん囲い気きの全くない顔で笑った。

　その顔は、前にペトラが初めてスバルに好感を抱いたときとおんなじ顔で。

「──ふぁ」

　そのときとは全く違う衝しよう撃げきに、ペトラは再びの決壊を味わい、泣いてしまった。
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　夜、ペトラは自室のベッドの中、ずっと一人で考えていた。

　どうしてスバルは怒らないのか。どうして、自分は許されたのだろうか。

「わたしが……」

　可愛かわいいから、ではない。それではどうにもならないことがあると、すでにペトラは十分以上に思い知った。だから、スバルが許してくれた理由はそれではない。












　甘い。ちょろい。単純──そんな、これまでにペトラが可愛かわいさを武器に、大人や子どもを翻ほん弄ろうしてきたときの、相手への評価を思い出す。

　そのいずれでもない。可愛さが武器ではなく、ならばペトラが許されたのは。

「……優しい、から」

　優しい、その言葉が浮かんだ瞬間、ペトラの中にすとんと理解が収まった。

　スバルがペトラを許したのは、きっとスバルが優しいからだ。スバルがペトラたちを助けるために森に入り、一生懸命頑張り、ケガをしても文句も言わず、心配する村の人たちに顔を見せにきて、泣きじゃくるペトラの頭を撫なでてくれたのは、優しいから。

「──ぁ」

　途端、ペトラはこれまで自分が、大いなる勘かん違ちがいをして生きてきたことに気付いた。

　大人たちがペトラの悪戯いたずらを許し、つまみ食いを許し、仕事をサボるのを許してくれていたことを、ペトラは自分の可愛さが理由だと思っていた。違った。

　なんて勘違い。なんて馬鹿な思い違い。あれは、みんなが優しいから許されたのだ。

　ちゃんとした反省も、自分が悪いという自覚も、同じことはもうしないという誓いも、何もかも適当に流した自分が見逃されたのは、優しさに甘えていたからだ。

　ペトラの人生は、いつも誰かの優しさに甘えながら成り立ってきた。

　そのことにやっと、ペトラは気付いた。

　気付けたのは、これまでで一番の、大きな大きな優しさのおかげだった。




「お、ペトラ。今日はずいぶんとおめかししてるな」

　次の日、村の広場で顔を合わせたスバルは、ペトラの格かつ好こうに微笑ほほえんで言った。

　昨日の涙のことには一切触れない。それも、スバルの優しさだとペトラは思った。その優しさには甘えたい。だから、ペトラも昨日の涙には触れない。

　代わりにスカートの裾すそを摘つまみ、その場でくるりと可愛らしく回った。

「えへへ。でしょ？　可愛い？　可愛い？」

「ああ、超可愛いぞ。そんな服、どこで買ったんだ？」

「えーとね。これはね。実は買ったんじゃないの！　作ったの！」

「作った!?　ああ、そっか！　そっかそっか、そうだな。ペトラすげぇな！」

　理解と驚きと納得と、交互のスバルの反応に少し首を傾かしげたが、ペトラは彼の素直な反応に気を良くして、頰ほおを赤くしながら胸を張った。

　今日のペトラの服装は、愛らしく華やかなワンピース──スバルに言った通り、ペトラが自分で布から仕上げたものだ。二年前、ペトラに夢を見せた宝物、その織おり物ものを使ってコツコツと作り上げ、この日、それを初めてお披ひ露ろ目めした。

「さすが、ペトラはセンスがあるな。これは、将来お店が開けるぞ」

「……ホントに、そう思う？」

「ん？」

　それまでの高こう揚ようした気持ちが、そのスバルの一言に唐突に萎しぼんでしまう。

　元気のないペトラの声に、スバルも少し困惑顔。ただ、ペトラは今の言葉が怖かった。将来、服を作る仕事につきたいと、人に話すのは初めてではない。

　でも、それはいつだって冗談めかしていたし、誰も真面目まじめに取り合ってくれなかった。

　大人たちは笑い、友達も信じてくれない。──ペトラの夢。

　それを、スバルならどう思うだろうか。そんな気持ちが急激に膨ふくらんで。

「わたし、ね。将来、服を作る仕事をしに、王都にいきたいの」

「────」

「この服も、そのための、練習で……まだ一着だけど、もっと練習して、それで」

　たどたどしく、少し早口になりながら、ペトラは夢を語った。

　いつもの冗談めかした言い方じゃなく、聞いてほしい人に、願いを込めて。

　その、ペトラの夢を聞いて、スバルは──。

「いい夢だな。ペトラなら、きっと王都で一番の服屋になれるぞ」

「──あ」

　いつもは笑って答えるスバルが、ペトラの夢には笑わなかった。

　真剣な顔で、声で、不安げなペトラの頭を撫なでて、スバルは夢を応援してくれた。

　──みんなが笑った夢を、スバルは笑わないでくれた。

「────」

　この人は、なんでこんなに優しいんだろう。

　ペトラはそう思い、大きな丸い瞳ひとみにスバルを映して、無意識に頰ほおを赤くした。

　──スバルしか見なかったその顔が、これまでで最も可愛かわいいペトラの姿だった。




　十二歳の、ペトラ・レイテには夢がある。

　それは一流の被服職人として、王都で一番のお店を開くこと──ではない。

「服を作るのは大好き。それはこれからも変わらないけど……」

　仕上がった宝物を眺ながめながら、ペトラは夢を抱いた日のことを思い出す。

　あの日、ペトラは色とりどりの織おり物ものに目を奪われ、王都に羽ばたく夢を見た。けれど、その感動の本当の意味が、今はペトラにはわかっていた。

　あのとき、ペトラが感動したのは美しい織物の数々にではない。自分の小さな世界にはなかったもの、全く知らない未知の衝しよう撃げき、その大きさに魅せられたのだ。

　それはきっと、服飾に拘こだわり続けなくてはならない道ではない。大事なことは、ペトラ・レイテの目に映る、小さな世界を力一杯に広げてくれること。

　自分が可愛いと、そんな理屈でペトラは自分が世界の中心だと勘かん違ちがいしていた。

　ペトラがこれまで、どれだけ大きな優しさに守られてきたのか。それを教えられたことで、ペトラの世界は再び、あの色彩に負けないぐらいの衝撃にぶち破られた。

　だから──、

「リュカは、木こりのお父さんの跡継ぎ。ミルドは村の酒場の復活？　ご飯作る人？　ダインとカインは……うん、聞いても無駄だよね。はいはい」

　仲間たちと集まって、いつもの調子で将来の話をしていると、またしてもダインとカインの兄弟がケンカを始める。議題は当然のように、ペトラのお婿さんだ。

「ペトラは？　やっぱり、王都にいきたいの？」

　最近、姉になる自覚が芽生えたからか、前ほど寂さびしがりでなくなったメイーナが、ペトラにそんな風に聞いた。その質問に、ペトラは頰ほおを赤くして、

「えーとね……今は、ちょっと違うかも」

「そうなの？　じゃあ、将来は何になりたいの？」

　聞き返すメイーナに、ペトラは舌を出した。思わず見み惚とれるほど、可愛かわいい笑顔で。

「──将来は、優しい旦だん那な様さまの、お嫁さんになりたいなぁ」












『レムの極々平凡で幸せな一日』
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　ロズワール邸の使用人頭であり、筆頭メイドであるレムの朝は早い。

　三棟からなるロズワール邸、その東棟にある私室でレムが目を覚ますのは、まだ空に夜が色濃く残っている明け方のことだ。

「────」

　東の彼方かなたに朝の気配が生まれ、黒い夜空にほんのりと光が混じる。その夜明けの足音が聞こえたかのように、寝台に横たわる少女は静かに目を開けていた。

　小柄な体たい軀くに細い手足、短めに切り揃そろえられた髪は明るい空色。その頭髪の色に近い薄青の丸い瞳ひとみが愛らしく、幼さを残した顔立ちも可か憐れんの一言。

　もっとも、当人には自分の容姿が優れている自覚は全くなかったが。

「ふわ……」

　小さな欠伸あくびと共に体を起こして、青い寝衣姿のレムはベッドから床に足をつく。

　寝起きはとてもいい方だ。眠気を引きずらずに立ち上がると、レムは部屋の真ん中で軽く伸びをする。眦まなじりに浮かんだ涙を手の甲で拭ぬぐえば、夢の名な残ごりともそれでおさらば。

「顔、洗って着替えないと……」

　やるべきことを口に出すのは、仕事を始める前のレムの密ひそかな癖くせである。

　あまり要領のいい方ではないと自覚するレムにとって、物事に優先順位をつけ、行動を整理するのは必要不可欠な儀式だ。人知れずその儀式を行うことで、かろうじて屋敷の使用人頭としての役目を果たせている。少なくとも、レムはそう思っていた。

「────」

　頭の中を整理しながら、タオル片手に洗面所へ向かい、顔を洗う。冷たい水でたるんだ思考を引き締め、柔やわらかいタオルで顔を拭ふくと、部屋に戻って着替えの時間だ。

　薄手の寝衣を床に落とせば、下着を身に着けただけの乙女の柔やわ肌はだが露あらわになる。

　十七歳の年齢に比して小柄なレムだが、その体の凹おう凸とつは女性らしさに富んでいた。特にこの数ヶ月、胸の成長は著いちじるしく、そのことは彼女の悩みの種でもある。

「はぁ……」

　物もの憂うげな吐と息いきをこぼし、レムはクローゼットに向き直る。衣類を収納する空間には、ずらりと何着もの制服──同じ種類のメイド服が吊つるされていた。

　その中の一着を迷わず選び、レムは着慣れた制服に手早く袖そでを通していく。

　思えば、こうしてメイド服を着用する生活も十年近い。

　十年──それは鬼の里が滅ほろび、姉のラムと一緒にロズワールに拾われてからの月日と同じ時間だ。文字通り、レムにとっては半生以上の長い時間になる。

　それだけの時間を、レムはこのメイド服に袖そでを通して過ごした。そのことに不満や疑問を抱いたことはなく、それはこれからも同じだと思っていたのだが──、

「たまには違う服を着ても、変ではないでしょうか……」

　クローゼットに備え付けの姿見に自分を映して、レムは制服姿を入念に確かめる。見映えを整ととのえるのはメイドの嗜たしなみ、主人に恥を搔かかせない最低限の心構えだ。それは見習いメイドとして、作法を教えてくれたフレデリカに何度も言われたことでもある。

　無論、レムもその教えに従い、身み嗜だしなみに手を抜いたことなどない。が、ここ数週間はこれまで以上に気合いを入れてチェックに臨んでいた。ただしその意気込みは、『完かん璧ぺき』であることよりも『可愛かわいらしく』あることを優先していたが。

「……このぐらいで、妥だ協きようしましょう」

　姿見の前で何度もくるくると回って、レムは終わりの見えない準備に終止符を打つ。

　露出の多いメイド服に着替え終えれば、最後は花の髪飾りを着けて完成だ。短いスカートの裾すそを翻ひるがえし、颯さつ爽そうと廊下に出て、深呼吸する。

　屋敷の廊下には、朝の冷たい空気が満みちている。それを肺いっぱいに取り込んで、レムは気持ちよく歩き出した。向かうのは隣室、姉のラムの部屋──ではない。

「──おはようございます」

　蚊の鳴くような声で挨あい拶さつして、レムはその部屋に足を踏み入れる。

　部屋の間取りはレムの私室と同じでも、内装は微妙に主の個性に左右される。まだまだ私物は少ないが、そんな中にも彼らしさを思わせるものがある気がして、レムは『毎夜毎朝』目にするたびに、胸の奥が温かくなるのを感じていた。

　レムの部屋でも、ラムの部屋でもない使用人用の一室だ。

　現在、ロズワール邸で働く使用人は、自分たち姉妹を除けば一人しかいない。

　つまり、ここはその一人の部屋であり──、

「──スバルくん」

　薄暗い部屋の奥、寝台に横たわる少年を見下ろし、レムはその名前を呼ぶ。ただし、その声もか細く消え入るようなもので、いまだ夢の内にある少年には届くはずもない。

　でも、部屋に入る前に挨拶はしたし、眠る彼に声もかけた。

「なので、それでも起きないのはスバルくんがねぼすけさんだからです」

　そんな大義名分を振りかざし、レムはベッドの傍かたわらに立つ。そして眠る少年──ナツキ・スバルの寝顔を見つめて、込み上げる愛いとおしさに顔をふやけさせた。

　スバルはベッドに横向きになり、タオルケットを抱きしめて眠っている。その寝姿は黒のジャージ──スバルが元々着用していた異国の装束、それに似せてレムが再現した着衣を着ている。寝巻き代わりに使ってくれているのだ。ほっこりする。

　ほっこりするのはそれだけではない。無防備な寝顔は、普段は上げている前髪を下ろしていて幼く可愛い。意外と静かな寝息を漏らす唇くちびるや、タオルケットを抱きしめる細くて綺き麗れいな指。足が短い。枕まくらに涎よだれを垂らしている。可愛かわいい。

「スバルくん、可愛い……」

　なんと盲目的なのか、と自分でも少し呆あきれるが、己の感性はなかなか裏切れない。実際に、そう感じるのだから仕方ないではないか。

　白い頰ほおを紅潮させ、レムはスバルの寝顔と寝姿を無言で堪たん能のうする。全神経を研とぎ澄すませて、スバルの発する信号を余さず拾い切る覚悟だ。

　そんな馬鹿馬鹿しいぐらいに大おお仰ぎような観察をしばし続けると、

「け、今朝はここまでです……。これ以上はレムがもちません。離脱しなくては……」

　心臓の鼓こ動どうが早くなり、頰だけでなく耳まで熱を持つのを自覚して、レムは何とか強い自制心を以もつて意識をスバルの寝顔から引き剝はがす。後ずさり、完全に少年の姿を視界から外して、どうにか自分を取り戻した。

「危なかった……あと少しで、我を忘れるところでした」

　額に手を当てて、レムは己の自制心に称賛を送る。

　スバルの寝顔を覗のぞきにくるのは『毎朝』の日課だが、一度としてこの欲望と自制心の攻防が楽に片付いた例ためしはない。いつも、ギリギリの一戦だ。

　──なお、寝顔を見にくる衝しよう動どうに負けている時点で、欲求に従っている疑惑があることに本人はまるで気付いていない。

「我ながら、今朝はよく頑張れました。もう、スバルくんは罪な人なんですから……」

　当人が起きていれば、間違いなく濡ぬれ衣ぎぬを主張しただろう一言。

　熱い吐と息いきと共にそれを言い残し、レムはそそくさとスバルの部屋を出ていく。そうして朝一の日課を終えれば、今度こそ足を向けるのはラムの部屋だ。

「──おはようございます」

　姉の部屋に入るとき、中に呼びかけるレムの声はやはり蚊の鳴くように小さい。

　照明を落とした部屋は薄暗いが、スバルの部屋と比べればだいぶ明るい。それは朝の接近によるもので、レムがスバルの部屋で相応の時間を浪費した証拠だ。とはいえ、業務に支障を来す遅れではない。ちゃんと、寝顔分の時間は早起きしている。

　それだけ睡眠時間が減るわけだが、日々の仕事には体力だけでなく気力も大事。あくまでレムは気力の充実を図っているだけだ。それはスバルの寝顔だけでなく──、

「──姉様、今日も素敵です」

　ベッドに仰あお向むけに寝そべり、穏やかな寝姿を晒さらすラムに、レムは薄く微笑ほほえみかける。

　ラムはレムの双子の姉だ。外見は瓜うり二ふたつ、などと様々な場面で言われるが、レムはそのことを全く信じていなかった。

　凛りんとした顔つき、知的で強い自信に満みち溢あふれた薄紅の瞳ひとみ。美しく華やかで、同時に儚はかなく艶つややかでもある桃色の髪。均整のとれた完かん璧ぺきな体と、細くしなやかな肢し体たい──どこを見ても完璧なのが姉、それに外見だけ不相応に似せた妹が自分である。

　レムにはレムのいいところがある、そう言ってくれた人がいたから、そのことを負い目には思わないように努力しているが──、

「それでも、姉様はレムの憧あこがれです」

　常に自信満々で、いつだって正しくて、どんなときでも強いのがラムだ。

　そんな姉の存在を重荷に思ったこともあったが、それ以上に誇らしさがある。だからレムは敬愛と親愛とを込めて、ラムの寝顔に声をかけた。

「姉様、姉様。朝ですよ。起きてください」

　安らかに眠る姿に気が咎とがめるが、身も心も『鬼』にしてレムはラムを揺り起こす。こうして、就業前にラムを起こすのもレムの日課だ。呼びかけに薄く目を開けたラムが「あと五分……」と弱々しく呟つぶやくのも、毎日のことである。

　レムとて、できるなら心ゆくまでラムを寝かせていてあげたいが。

「いけませんよ、姉様。早めに着替えて準備しておかないと、見習いのスバルくんに示しがつきません。それに、スバルくんもまだ魔獣の一件の傷が治りきってませんから、あんまり仕事をさせては可哀かわい想そうですし……」

「……レムが、ラムよりバルスを心配してるのが嫌だから起きない」

「姉様、そんな可愛かわいいこと言わないでください。……でも、姉様がお休みなら、スバルくんと二人きりで仕事が。わかりました。姉様、今日はゆっくり……」

「やっぱり起きるわ。さあ、レム、着替えさせて」

　潔いさぎよく前言を撤回して、さぱっと上体を起こしたラムが万歳する。その切り替えの早い姉の姿に目を丸くして、それからレムは幸せそうに微笑ほほえんだ。

「姉様、気が早いです。着替えもそうですけど、まずは髪を梳とかさないと。今日は特に寝ね癖ぐせがついています。寝るのが遅かったんですか？」

「最近、レムが添い寝してくれないから寝つきが悪かったのよ」

「レムが姉様と一緒に寝ていたのなんて、もう何年も前の話じゃないですか」

　懐かしい思い出に浸りながら、レムは取り出した櫛くしでラムの髪の毛を梳すいていく。艶つややかな桃色の髪はすべらかで、まるで手の中で踊るようだ。指に触れる細い質感は、ほとんどレム自身と同じはず。──ふと、思った。

「髪の毛、伸ばしてみましょうか……」

　レムが髪を短くしているのは、他でもないラムと同じ髪型にしていたかったからだ。

　姉と同じ髪型、同じ服装、瓜うり二ふたつと言われる外見と合わせて特徴を似せれば、姉に近付けるような気がした。そうすることが、レムの拠より所どころでもあったのだ。

　けれど今は、そんな子どもじみた拘こだわりを変えてもいいのでは、そう思えてもいて。

「姉様、レムが髪の毛を伸ばしたら変に思われないでしょうか……？」

「……それは、ラムに変に思われないかと聞いているの？　それとも他の誰かに思われないか聞いているの？　それによって、ラムの答えは変わるわ」

「その、スバルくんに変に思われないでしょうか……？」

　おずおずと不安の原因を切り出してみると、ラムは露骨に深々と嘆息する。

「急にどうしたの？　バルスに何か言われでもした？」

「いえ、そんなことは。ただ、姉様の髪を梳とかしていて思っただけで……」

「……エミリア様は、長くて綺き麗れいな髪をしているものね」

　誤ご魔ま化かしたつもりの真意をあっさり見抜かれ、レムは苦笑する。その笑みの気配に、ラムはやれやれとばかりに首を振って、

「もちろん、レムが髪を伸ばしても間違いなく可愛かわいいわ。間違いなく可愛いから、バルスを引き裂いてやりたくなるわね」

「姉様……」

　声と態度が険しくなるラムに、レムは喜びと不安を同時に覚える。ラムに心配されることの喜びと、スバルとラムが不仲なのではないかという不安だ。

「姉様、スバルくんのことがお嫌いなんですか？」

「嫌いではないことと、ラムの可愛いレムに相応ふさわしくないと思うことは別の話だわ」

　ぴしゃりと言い切るラムに、レムは思わず目を丸くしてしまった。しかしすぐ、その驚きは笑みを含んだ感情へと変わる。

　今のラムの返答はつまり、スバルを嫌ってはいないという意味なのだから。

「ありがとうございます、姉様。レムも、姉様は自慢の姉様です」

「そう。まぁ、仕方ないわね。ラムは自慢したくなる姉だもの」

　話の主軸はずれていたが、姉妹愛の確認にレムは幸せな気持ちになる。心なしか、ラムも上機嫌に鼻歌を歌い始めた。──その鼻歌が、また尋常でなく上う手まい。












「────」

　レムもまた、その鼻歌に心地良く櫛くしを動かし、姉の髪の毛を優しく梳すく。

　これも毎朝繰り返される、ラムとレムの姉妹の大事な絆きずなの儀式なのであった。
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　ロズワール邸の広い中庭で、スバルとエミリアが何やら楽しげに談笑している。

　それを遠目に見下ろしながら、レムは唇くちびるの端を緩ゆるめていた。

「スバルくん、楽しそうで可愛かわいい」

　そんな感想がこぼれるほど、はしゃぐスバルの様子にレムの心は満みたされる。

　朝のこの時間、屋敷の中庭ではエミリアが微精霊との契約──日に一度の、精霊たちとの対話の時間を過ごしている。それはエミリアが屋敷に来てからずっと続く習慣であり、そこにスバルの姿があるのも、スバルが屋敷にきてから続く習慣だ。

「──精霊との大切な時間の邪魔をして、本当に度どし難がたい奴やつかしら」

　ふと、中庭を見下ろすレムに、横合いから声がかかる。

　意識を庭に集中していたレムは、その気配に気付かなかったことに少し驚き、それから声をかけてきた相手の姿により大きく驚いた。

「ベアトリス様」

　レムの呼びかけに、すぐ隣に立ったベアトリスは返事をせず、ただ腕を組む。

　可愛らしい外見の少女だ。淡い発色の髪を縦ロールにし、フリルの多用された豪ごう奢しやなドレスを身に纏まとっている。顔立ちも人形のように整ととのっており、非の打ち所がない。

　可か憐れん、という言葉が似合うという意味では右に出るもののいない容よう貌ぼうだ。

「いえ、姉様には敵かないませんが」

「……なんでだか、いきなり侮辱されたような気がしてならないのよ」

「そんなことありませんよ。姉様と比べては、どんな方であっても敵いません。ベアトリス様にはベアトリス様の良いところがあるかと。落ち込まないでください」

「言えば言うほどベティーが惨めになる仕組みになってるかしら！」

　励はげましたつもりが怒りを買い、レムは地団太を踏むベアトリスに「申し訳ありません」と腰を折った。怒らせるつもりはなかったのだが、何が癇かんに障さわったのか。

「ひょっとして、お腹なかが空すかれているんですか？　朝食までは、少しお時間が……」

「お腹空いて不機嫌って、ベティーを馬鹿にするんじゃないのよ！　最近、屋敷の連中の態度は目に余るかしら！　それもこれも、あの男のせいに違いないのよ……！」

　そう言って、ベアトリスは顔をしかめながら中庭に視線を送る。その先ではまだ、スバルとエミリアの談笑が続いていて、

「あいつの影響がお前や、お前の姉に出ているかしら。腹立たしいったらないのよ」

「影響……はい、スバルくんは素敵ですから」

「なんでそこで微笑ほほえむのかしら……。今、ベティーはお前に話しかけたことをかなり強めに後悔し始めたのよ」

　スバルの話題にレムが微笑むと、ベアトリスが額に手を当てて嘆息する。その疲れた様子もさることながら、レムは彼女の呟つぶやきに最初の驚きを取り戻した。

　ベアトリスの後悔はさておき、彼女がレムと他た愛あいない会話をするのは珍しい。それもベアトリスの方から話しかけてとなると、片手で数えられるほどの珍事だ。

「これは、ベアトリス様のことも今日の日記に書かないといけませんね」

「へえ。お前、日記なんて付けてるのかしら。なかなか几き帳ちよう面めんなのよ」

「はい。日々のスバルくんや姉様のことを記録しておこうと、最近始めました。まだ六冊目なので、筆不精なのがお恥はずかしいんですけど……」

「六冊目……？　まだ、あの男が屋敷にきて一ヶ月ぐらいのはず……」

　何な故ぜかベアトリスは戦せん慄りつしている顔だが、レムは自分の至らなさが恥ずかしい。

　日記に書くことは無数にあるのだが、文才と時間がなかなかそれを許さないのだ。スバルの美点、ラムの素晴らしさ、それらを表現しきるのは至し難なんの業わざで──。

「それでもいずれは、と思うのはレムの思い上がりでしょうか？」

「知ったこっちゃないかしら！　勝手にやってればいいのよ！　……まったく、その分だとベティーの気にしすぎみたいかしら」

「気にしすぎ、ですか？」

「また、お前に休みを与えようなんて厄やつ介かい事ごとに巻き込まれるのは御免なのよ。だからそうなる前に、適度に調子を見ておこうと思っただけかしら」

　拗すねたような顔つきで、ベアトリスは外見不相応なため息と共にそう吐き出した。

　その内容に息を詰まらせ、レムは目を丸くしてしまう。そのぐらい驚く発言だった。

　ベアトリスの口にした厄介事とは、先日の『レムの休日』の話に違いない。

　それはレムの体を気き遣づかい、スバルがロズワールに提案してくれた突然の休日。レムに休みを与えて、その間の仕事を屋敷の皆で代行してくれた一日のことだ。

　正直、いきなりの提案にレムは驚き、恐縮し、仕事を任せることに不安もあったのだが、結果的に大いに自分が恵まれていると実感できた時間でもあった。

　以来、ますます精魂込めて仕事するよう心掛けているのだが、あの日のことがあの日だけで終わっていないのは、どうやらレムだけではなかったらしい。

「ひょっとして、レムを心配してくださったんですか？」

「────」

「ありがとうございます、ベアトリス様。そのお気持ち、とても嬉うれしいです。わかりました。今後はもっと、死力を尽くしてやらせていただきます！」

「それをやめろって言ってるのよ！　適度に力を抜いて、疲れないようにするかしら！　でないと、また面倒事になるのよ！」

　意気込みを新たにするレムの宣言を、ベアトリスが腕を振るってはたき落とす。その反論にレムがしゅんと項垂うなだれると、ベアトリスは自分の縦ロールを指で引っ張り、

「使用人が増えたのに、前より疲れるなんておかしな話かしら。あれが使い物にならないのはベティーもわかるけど、半人前のお前の姉とうまく協力させて……」

「姉様は完かん璧ぺきです。一分の隙すきもありません」

「……なら、一厘の隙にあの男を嵌はめ込んで、うまく使うのよ」

　一厘の隙もない、と本当は反論したかったが、レムはそれをぐっと吞のみ込んだ。この場合、重要なのは隙すき間まの広さではなく、ベアトリスの思惑だ。

　ただ、その思惑自体、以前のベアトリスとの関係ではありえなかったことで。

「お前、何を笑っているのかしら」

「申し訳ありません。でも、嬉うれしくなってしまって。ベアトリス様がこうしてレムのことを心配してくださるなんて、以前はなかったことでしたから」

「……別にそんなことないのよ。ベティーは思いやりに満みち溢あふれているかしら」

　頰ほおを膨ふくらませ、顔を背ける少女にレムは何も言わない。

　実際、それは正しいのかもしれない。ベアトリスは元々優しく、レムに対しても思うところがあった。ただしこれまでは、それを口にすることはなかったはずで。

「ベアトリス様は先ほど、スバルくんの影響がレムや姉様にあるとおっしゃっていましたけど……ベアトリス様も、そうかと思います」

「なかなか、強烈な皮肉なのよ」

「皮肉のつもりはなかったのですが……」

「それなら、ますます悪いかしら」

　ベアトリスは不機嫌に鼻を鳴らし、それからレムに背を向けると、すぐ近くにあった部屋の扉に手をかける。そこは客間の一室だが、『扉渡り』で禁書庫と扉を繫つなげられるベアトリスにとっては、自室への入口に他ならない。

「ベアトリス様、またご朝食の時間にお呼びに上がりますので」

　禁書庫に戻ろうとする小さな背中に伝えると、ベアトリスは無言で手をひらひらと振った。そして空間の歪わい曲きよくが発生し、少女の姿は此こ処こあらぬ禁書庫へ消えていく。

「やっぱり、ベアトリス様も変わられたと思います」

　消えた少女に聞こえないとわかっていて、レムはそう呟つぶやいた。

　以前のベアトリスは、屋敷の朝食に顔を出す頻度は疎まばらだった。それがこの一ヶ月はほとんど皆勤賞、今朝の誘いも断らないでくれたのだから。

「────」

　窓の外を見ると、中庭からスバルとエミリアの二人が立ち去るところだった。

　そのまま二人は連れ立って、屋敷近くにあるアーラム村に向かい、恒例行事になっているラジオ体操というものを村人たちとやってくるはずだ。朝食はその後、二人が屋敷に戻ってきてからのことになる。

「急ぎませんと」

　小さくなる二人の影を見送り、レムも急ぎ足に厨ちゆう房ぼうを目指す。

　朝食の席に、屋敷の全員が顔を揃そろえる。そんなことが当たり前になった日常に満足感を覚えながら、レムは早歩きに廊下の絨じゆう毯たんを踏みしめていた。
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「わ、今日はレムがお茶を淹いれてくれるのね。すごーく久しぶり」

　私室へやってきたレムを出迎えて、エミリアがそんな風に華やいだ顔で微笑ほほえむ。

　長い銀髪に透き通る紫し紺こんの瞳ひとみ。姉であるラムを至上の存在としているレムですら、思わず見み惚とれるほどに美しい容よう貌ぼうを持った少女だ。

　時刻は陽よう日じつ、火の刻も半分ほどが過ぎたあたりになる。すでに昼食も終わり、屋敷にいた人間は各々の役目に没頭、今はその休憩時間に当たる。

　甘い焼き菓子とお茶を運び入れ、エミリアに憩いの時間を提供するのも使用人の仕事。普段はその役目、スバルが率先して請け負っているのだが。

「スバルくんと姉様は、今日は揃って村に買い物に出ていますので。ちょっと品目が多いものですから、休憩時間に間に合いませんでした」

「そうなんだ。最近だと珍しいわね。このところ、買い物にはレムがどっちかと一緒にいくことが多かったのに」

「はい。今日はレムがわがままを言って、二人にお願いしたんです。……もっと、スバルくんと姉様に仲良くなってほしいと思って」

　朝の会話通り、スバルとラムとは不仲というわけではない。むしろ、やり取りだけ見れば馬は合っており、関係は良好ともいえるだろう。

　ただ二人とも、少し素直ではないところがある。それを改善したい。

「なので、あえてレムは身も心も鬼にしてみました」

「そっか。二人を仲良しに……うん、それっていいことよね。私も大賛成」

　胸の前で手を合わせ、エミリアはパッと顔を明るくしてレムに賛同する。しかし、彼女はその仕草のあとで「でも」と小首を傾かしげ、

「私、スバルとラムの二人はすごーく仲良しだと思ってたけど……。ほら、前に二人とパックの三人で、山までお茶の材料を取りにいったこともあったじゃない」

「はい。おかげで、姉様の中のスバルくん評価が大きく上がりました。でも、あと一押しほしいところです。その一押しの機会をレムの方で作ろうと」

　二人に頼んだ買い物メモは、とにかく村中駆け回る必要があるため、時間がかかる。その間に二人が打ち解けてくれれば、レムの幸せ計画は一歩前進だ。

　ただし、その幸せ計画にはラムだけでなく、エミリアの協力も必要なのだが──。

「──？　どうかしたの？」

「いいえ、何も。とにかく、それで今日はレムが給仕を。姉様ほどお茶はうまく淹いれられませんし、スバルくんみたいに楽しくお喋しやべりもできませんが、ご容よう赦しやください」

　内心を隠した無表情で一礼し、レムは台車を押してエミリアの部屋に入る。

　エミリアの私室は、レムたち使用人用の部屋に比べて一回り以上大きく、ロズワールの執務室に近い間取りになっている。部屋の奥に黒こく檀たんの机、中央には大きめのテーブルと応接用の椅い子すがあり、寝台は隣室に置かれている形だ。

　そして執務机と、応接用のテーブルの上には多数の本や資料が広げられている。

「ごめんね、散らかってて。すぐに片付けちゃうから」

「お手数をおかけします」

　一言断り、エミリアが応接テーブルに広げた資料を片付け始める。その後ろでレムもお茶の準備を始め、無事にテーブルが空くと、そこに湯気の立つカップが置かれた。

「あれ？　レムの分は？　飲まないの？」

「いえ、レムは単なる給仕ですから。エミリア様とご一緒なんて……」

「でも、ラムもスバルもいつも一緒に飲んでいくけど……」

「──。では、レムもお言葉に甘えます」

　一瞬、躊躇ためらいを覚えたが、レムはすぐに前言を撤回してご相しよう伴ばんに与あずかることにする。

　使用人の心得には微妙に反するが、スバルとラムがしていることだ。心得よりも、その関係の方を重要視したい。教育係だったフレデリカには悪いと思うが。

「今度、また会う機会があれば謝っておきましょう……」

　先輩メイドであり、一身上の都合で屋敷を離れた女性に詫わびながら、レムは自分のお茶を用意する。そしてエミリアの言葉に甘え、お茶の時間を共にすることにした。

「────」

　互いにカップを傾かたむけ、静かにお茶の味と香りを堪たん能のうする時間が過ぎる。

　その間、二人に会話らしい会話は発生しない。そのことに気付いて、レムは少しの居い心地ごこちの悪さを味わい、自分の消極性を大いに忌いま々いましく思った。

　生来、レムは受け身の性格である。その自覚はあった。積極性という意味ではラムはもちろん、活動力に溢あふれたスバルになど遠く及ばない。

　一方でエミリアも、そんなレムと距離感を計りかねているのだろう。この沈黙はその表れであり、そうさせる自分がレムは不ふ甲が斐いなかった。

　やはり、エミリアの言葉に甘えるべきではなかったのでは──、

「……たまにはこうやって、静かにお茶を飲むのも素敵よね」

「────」

「いつもはスバルがたくさんお話してくれたり、ラムが勉強のことで色々助言してくれたりするんだけど、レムと一緒だとすごーく落ち着く」

　薄く微笑ほほえみ、そう言ったエミリアにレムは驚かされる。その横顔を窺うかがえば、エミリアの表情に噓うその気配はまるでない。つまり、今のは彼女の本心だ。

　沈黙を悪と思い、不ふ甲が斐いないと俯うつむいていた見当違いぶりがなんとも恥はずかしい。

「……勉強の、進み具合はいかがですか？」

「悪くはないといいなって思ってる。私の場合、元々の出発地点が他の人たちよりも遅れてるから、もっと頑張らなくちゃだけど」

　話題を求めて執務机に目を向け、そう問いかけたレムにエミリアが眉まゆ尻じりを下げる。

　次代の王候補、王選参加者であるエミリアに求められるものは多い。王として王国を背負って立つ才気はもちろん、それを支える知性や教養など、様々だ。

　今のエミリアはそれを学ぶ段階にあり、現状、お世辞にも水準に足りているとは言い難がたい。それでも遠からず、王選は始まる。

「その前に、少しでもできるようになっておきたいの」

「お気持ちはわかります。レムや姉様も、ロズワール様に拾っていただいた直後は、まず学ばせていただくことばかりでしたから」

　里を離れたばかりの当時、ラムはともかく、レムは外の世界に無知そのものだった。

　屋敷で学んだことはなにも、使用人としての仕事や心得ばかりではない。最低限の読み書き以外、知らなかったことは全すべてここで教わった。それこそ、エミリアが懸命に励はげんでいる勉学も、レムには身に覚えのあることだった。

「ラムとレムも、最初は勉強ばっかりだった？」

「はい。特にレムは、姉様よりも出来が悪かったので、とても大変でした」

「二人でもそうなんだ。やっぱり、近道なんてないのよね。少しだけ、焦る気持ちもあったんだけど……コツコツ、続けないとダメね」

「エミリア様でも、焦ったりするんですか？」

　語尾の弱くなるエミリアに、レムは意外なものを感じて目を丸くした。そのレムの反応にエミリアは「当たり前じゃない」と頰ほおを膨ふくらませ、

「他の候補者の人たちって、みんなすごーく立派なの。私、ただでさえハーフエルフってことで問題視されてるし、そうじゃなくてもずーっと森にいたんだから」

　エリオール大森林、それがエミリアの生まれ育った森と聞いている。それ以上、レムはエミリアの出生について詳しくは知らされていない。

　──思えば、レムはこれまでエミリアと深く関かかわることを避さけていた。

　それはレムの、排他的で保守的な考えが原因だ。レムにとって大事なのは、掛け替えのない姉の存在と、その姉に付随する周囲の世界だけだった。

　良くも悪くも、レムはエミリアに興味がなかったのだ。だから彼女の動向に、ロズワールに命じられた以上の関与も支援もしようとしてこなかった。

　そして、常に前向きで努力家なエミリアに、レムの助力など必要ないとも思っていた。

　レムはレムのままに、エミリアはエミリアのままに、各々、最低限の関わり合いの中で過ごしていくのが得策と、そう思っていただけの希薄な関係。

　しかし──、

「エミリア様は、歌うのがとても残念ですよね」

「ええ!?　やだ、急にどうしたの!?」

　穏やかな表情が一転、レムの発言にエミリアが泣きそうな顔で声を上げる。その表情の変化を目に留め、レムはしれっとした顔のまま、

「意外と手先が不器用ですし、少し素直すぎて騙だまされやすいところもあります。あと、周りの影響を受けやすくて……バケツを被ったりもなさいます」

「バケツはスバルが被せたの！　それに、必要なことだったじゃない」

「はい、そうですね。……全部、この一ヶ月でレムが知ったことです」

　深く関かかわろうとしてこなかったエミリアを、今、レムはこれだけ知っている。今、語った以上のことも、まだまだ語ることができる。

　そのレムの呟つぶやきを受け、拗すねた顔でいたエミリアが「あ」と口に手を当て、それから悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「なら、私も仕返し。レムって、実はすごーく頑固で意地っ張り。あと、絵本とか詩歌が好きで、マヨネーズはちょっと苦手。それに、スバルととっても仲良し！」

「さすがはエミリア様、反論の余地がありません。特に最後は納得です」

「ふふっ、そうでしょ？　でも、いきなりどうしたの？」

　自慢げに胸を張ったあとで、エミリアは不思議そうに小首を傾かしげる。そのエミリアの疑問に、レムは「いえ」と首を横に振った。

「大きな意味はありません。ただ、確かめたくなったんです。エミリア様と出会って半年になるのに、それまでより、この一ヶ月の方がずっと色々あったと」

「……ん、そうね。スバルがきてから、すごーく慌あわただしかったもの。レムやラムとも、前よりずっと話すことが増えたし」

「だから、ええと……その、ですね」

　うまく内心が説明できず、レムは言葉を探して考え込む。エミリアはそんなレムを紫し紺こんの瞳ひとみに映し、続く言葉をただただ静かに待っていた。

　その姿勢に、決断する。正直な話、以前のレムはエミリアの進退に無関心だった。ロズワールが描いた絵図通りになってもならなくても、構わないとさえ。

　でも、今はそのときとは違った気持ちを抱けているから。

「レムも、エミリア様を応援しています。来きたる王選に際して、レムの力なんてとても小さいとは思いますが……この微力で、できる限り」

「────」

「エミリア様を知って、レムはそう思いました。さっきお話ししたことは、そう思ったことの根拠みたいなものです。レムが知った、エミリア様のこと」

「……変なところばっかりじゃなかった？」

「そんなことは……あったかもしれませんね」

　問いかけに悪戯っぽくレムが笑い返すと、エミリアが「もう」と膨ふくれて、それからすぐに笑い出す。そのまま二人、テーブルを挟はさんで笑みを交換し合い、

「ありがと。レムがそう言ってくれて、すごーく嬉うれしい。これも、スバルのおかげね」

「……はい。スバルくんは素敵ですから」

「そうよね。スバル、すごーくいい子だから」

　微妙に異なった見解を共有して、レムとエミリアは揃そろってカップに口を付けた。

　一日の真ん中、お茶の時間、それは思ったのと違った時間になったけれど──。

「レム、さっそく、お願いしてもいい？」

「はい、なんでしょうか」

「お茶のお代わり、ちょうだい。今はなんだか、レムのお茶が飲みたいの」




　──そのエミリアのお願いに、レムは心からの親愛を以もつてお茶の準備に手を付けた。
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　呼び鈴の音にレムが駆け付ければ、そこでは意外な取り合わせが彼女を待っていた。

「お呼びですか、ロズワール様。……それに、大精霊様も」

　夜のロズワール邸、最上階のテラス──そこでレムを出迎えたのは、椅い子すに腰掛けたロズワールと、彼の前のテーブルに落ち着いた精霊、パックの二人だった。












　道どう化けの化粧を施した魔術師と、灰色の小猫の姿をした大精霊。この屋敷には人知を超えた存在が複数いるが、その中でも突出した二人にレムは恐縮する。

「ホントに、呼べばすぐきてくれるんだね。でも、そんなに小さくならなくても大丈夫だよ。まぁ、ボクより小さくなるのは難しいと思うけどさ」

「申し訳ありません。大精霊様のご期待に応こたえられる技能は持っていなくて……」

「真に受けることなーぁいよ、レム。今のは大精霊様の冗談だから」

「そうそう、精霊ジョーク。あんまり精霊にもウケが良くないんだけどね」

　やけに長い尻尾しつぽを体に巻き付け、パックは吞のん気きな調子でふにゃふにゃ笑う。そのパックの足下、つまりラウンドテーブルの上には琥こ珀はく色いろの液体の注がれたグラスがある。

　対になるグラスはロズワールの手にあり、二人が揃そろってしていたことは──、

「大精霊様と、息抜きがてらに晩酌をね。せっかく、スバルくんが見つけ出してくれた一族秘蔵の酒蔵だ。子孫として、先祖の功績を確かめなーぁきゃならない。そしたら、ちょうど酒の肴さかなを切らしてしまってねーぇ」

「女将おかみを呼べーってなったんだよ。それで、君を呼んだんだ。ごめんね」

「オカミ……カララギの、偉い女性の呼び方ですよね？」

「レム、言ったばかりだーぁよ。大精霊様の言葉は真に受けないよーぉうに」

　重ねて主に命じられ、レムは恭うやうやしく一礼した。その言われようにパックは「ぶーぶー」と不満げだが、その大精霊の態度にロズワールは涼しい顔だった。

　ともあれ、レムは自分が呼ばれた理由にすぐ納得した。

「わかりました。すぐにご用意いたします。何か、ご要望はおありですか？」

「いーぃや、任せるよ」

「ボクはマヨネーズ！　マヨネーズがいいな！」

　主にパックの要請を受け、レムは足早に厨ちゆう房ぼうへ。頭の中で、残っているはずの食材と相談。酒の肴、マヨネーズ。このところ、後者の調味料は屋敷の食事の鉄板だ。

　スバルの考案したマヨネーズは、屋敷の顔ぶれに概おおむね好意的に受け入れられている。

　レムは少し、その酸味の強い味が苦手なのだが、皆が──特にスバルが喜ぶので、欠かせない一味として重宝していた。彼以外にもエミリアとパック、それにベアトリスにも好評なので、新しい料理への活用にも力が入る。

　もっとも、肴にそこまでの力作は求められていまい。レムは魔石を利用した低温貯蔵庫から魚を取り出し、ささっと切り身を焼いて、マヨネーズを添えた。

「うーん、ボクの本能を揺さぶるいい匂においだね」

　酒の肴を持って戻ったレムに、顔を洗いながらパックがそんな風に言う。

　外見は小猫でも、実態は精霊のはずのパックだが、仕草も嗜し好こうも猫そっくりだ。その姿に苦笑する気持ちを隠しつつ、レムはテーブルの上に皿を置いた。

「皿とグラスはそのままにしていただければ、レムが片付けておきます。他に何もなければ、レムは下がっていますが……」

「ご苦労様。そうだねーぇ。このまま今夜は休んでもらって……と言いたいところだーぁけど、ちょっと付き合ってもらおうか」

「──？　はい、わかりました。あの、レムはお酒は」

「飲めないのは知ってるとーぉも。匂においも危ない。ちょっと離しておこうか」

　テラスに残るように言われ、レムは微かすかに頰ほおを硬くして応じる。その言葉にロズワールは薄く笑い、手にしていたグラスをテーブルの端、レムの対面に遠ざけて置いた。

　鬼族として情けないことだが、レムには全く酒に対する耐性がない。

　鬼は酒好きの酒豪揃ぞろい──それは有名な噂うわさ話だが、レムも里にいた頃は大人たちが浴びるように酒盛りする姿を何度も目にしていた。それにレムと違い、ラムはいくら酒を飲んでもけろっとしている本物の酒豪、まさに真の鬼である。

「君たち姉妹は極端だーぁからね。顔色も変わらないラムにも驚くが、レムにも別の意味で驚かされる。料理酒なんかは大丈夫だろーぉにね」

「料理中は必要なものと割り切っているのと、集中力の差でしょうか。宴席ではどうしても、緊張感が保てなくて……」

「前の宴会のとき、リアと二人でフワフワしてたもんね。あれはあれで可愛かわいかったから、ボクは節度だけ弁わきまえてたらいいかなって思ってるんだけど」

　俯うつむくレムの反省に、肴さかなに組み付くパックが髭ひげにマヨネーズを付けてそう言った。

　宴会、それは先日に行われたロズワール邸の『星見会』のことである。屋敷に隠されていた酒蔵が発見され、その蔵の酒を使った宴席が設けられた。

　その場面でレムは、なんとも情けない醜しゆう態たいを晒さらしてしまったわけで。

「その節は大変みっともないところを……」

「真っ赤な顔でリアと抱き合ってるぐらいなら可愛いもんだよ。お酒で酔うなんて経験、ボクやベティーは望んでも得られない……ベティーは違うかな。あの子はまた、ボクとはちょっと境遇が違うから」

　しみじみとしたパックの語り口に、レムはなんと応じればいいのかがわからない。

「困ったとき、困った顔をするようになったね。いいことだと思うよ」

「────」

　その沈黙したレムに、パックはそう言って頷うなずいている。もっとも、彼の言葉に驚くレムが頰に手を当てたときには、パックの興味は皿の上に戻っていたが。

「冗談もそうだけど、移り気な性格も摑つかみ所がないからねーぇ。あんまり気にせず、適度な距離感を保つのが付き合うコツだーぁよ」

「難しいですけれど、努力してみます。……それで、ロズワール様」

　肩透かしを食らったレムは、ロズワールの助言に頷きつつ、彼に向き直る。察しのいいロズワールは、それだけでレムの意図するところを理解し、

「酒気の漂ただよう場所に長居させるのも可哀かわい想そうだ。だーぁから、手っ取り早く本題に入るんだけど……スバルくんの体のことだよ」

「スバルくんの。お聞きします」

「彼の体だが、森で酷使したゲートの調子が殊ことの外ほかよくない」

　深刻というほど重苦しくないが、それでも真剣な響きを持たせてロズワールは言った。

　屋敷周辺の森を発端とした魔獣騒動──その最中、スバルは心身共に激しく消耗し、少なくない負債を背負うこととなった。特に、魔法の行使に必要な器官、ゲートの損耗は著いちじるしく、経過を見守っていたところだったのだが。

「私やラムはもちろん、エミリア様や大精霊様、それにベアトリスすらも治癒魔法の適性は高くないからねーぇ。唯一、正しく適性があるのが君だが、それも外傷に作用するもので、内側の問題は専門外だ」

「とことん、乱暴な使い方しかしないんだから困っちゃうよね」

　他ひ人と事ごとのようなパックの茶々だが、それが否定できないのが度どし難がたい。ともあれ、ロズワールの前置きには意味がある。身内に治療の当てがないのならば──、

「内側を診るのが専門の方に、スバルくんを？」

「先日の一件、村や屋敷に被害が波及しなかったことに彼の功績は大きい。となれば最大限、それに報いる義務が私にはあるからねーぇ。そんなわけで、色々と大精霊様と一緒に悪わる巧だくみしてたんだーぁよ」

　両手を広げておどけるロズワール、しかしその言葉の真しん摯しさにレムは安あん堵どした。

　ロズワールがこうした言い方をしたということは、すでに解決の目め処どは立っているということだ。それはこの十年、彼に仕えてきたレムにはわかっている。

　問題はその解決法と、それにパックがどう関かかわってくるのかだ。

「功績もある。せっかくの機会でもある。だーぁから、彼には王国最高の治癒術師を当ててあげようと思ってねーぇ。そのための手て土産みやげを、大精霊様にお願いしてたわけ」

「ボクの許可なんて別にいらないのにね。心情的な部分はともかく、あの土地の権利はロズワールが持ってるんでしょ？　ボクはもちろん、リアも『同族』が無事なら、何にも口出ししないはずだからさ」

「とはいえ、ご機嫌を損ねてまた大きくなられては困りますので」

「滅多にやらないってばー。まったく、根に持つんだからー」

　上機嫌に笑い合う二人だが、その会話の実態が物騒なことがレムにはわかる。

　王選のため、ロズワールがエミリアを森に迎えにいった結果、それに反対したパックと激突し、地図と地形が変わったという話は聞かされていたのだから。

　ただ、レムはそれらの事情を些さ事じと切り捨て、自分に割り当てられる役割に注目する。それがわざわざ、ロズワールがレムをこの場に呼びつけた理由なのだ。

「言わずともやる気満々の顔だけど、あえてはっきりと命じておこう。レム、君にスバルくんの監視……もとい、彼が無む茶ちやしないように見守る役目を与える」

「それはつまり、ロズワール様はレムにくださるということですか？　大義名分を」

「ものすごい自分の都合に捻ねじ曲げたねーぇ。でも、嫌いじゃないよ」

「スバルくんの影を踏まないように、スバルくんの吐いた息をなるべく吸わないように、日々を過ごしているレムに、四六時中、スバルくんを見守れと命じるんですね」

「そんな風に自分を縛ってたんだ。知らなかったなぁ」

　レムが自発的に日常に設けた複数の制限、それを知ったパックが目を丸くする。だが驚くなかれ、それらはほんの序の口だ。レムが歯止めの利かなくなることを恐れ、自分に課した制限は数も質も、その程度ではない。

「ですが、今はまだ全すべてを語るべきときではありません……」

「んー？」

「とにかく！　しっかり拝命しました。レムはこれより、ロズワール様のご命令を受け、スバルくんに付きまといます。ロズワール様の命令で、仕方なくです」

　訝いぶかしげに首を傾かしげるパックに取り合わず、レムはロズワールに背筋を正して敬礼。それから滑なめらかな動きでテラスの入口に戻り、そこで流りゆう麗れいなカーテシーを披露した。

「それでは、失礼します。ロズワール様、大精霊様、よい夢を──」

　普段より詩的な響きを挨あい拶さつに交え、レムは颯さつ爽そうとテラスから去っていった。

　その勢いを見送って、ロズワールとパックはお互いに顔を見合わせる。そして、パックは尾っぽの先端をテーブルへ、ロズワールのグラスを指し示して、

「たぶん、風下にいたね、あの子」

「……さすがに今のは、わーぁたしも狙ねらってませんからね？」

　と、道どう化けと小猫は互いのグラスに口を付け、まぁいいかと晩酌を再開した。
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「──ノックしました。失礼します」

　扉を撫なでるようなノックをして、レムは滑すべり込むように部屋の中に侵入する。

　すでに照明を落とした部屋の中、薄うす闇やみに浮かび上がるのは妖あやしげな光を灯ともした薄青の光点──早い話が、酒気に吞のまれたレムの双そう眸ぼうの光だけだ。

「ちゃんと、ノックはしました」

　二度、そのことを念押しして予防線を張り、レムは足音を殺して部屋の奥へ向かう。『毎夜毎朝』足あし繁しげく通っている場所だ。目をつむっていても目的の場所に辿たどり着ける。

　ただ、目をつむっていては肝心の目的が果たせないので、むしろ見開いておく。

「スバルくん、可愛かわいい……」

　見開いた視界に、ベッドで横たわる黒髪の少年の寝顔が映り込んだ。途端、レムはだらしなく顔を弛し緩かんさせ、微笑ほほえみというより薄笑いを浮かべてしまう。

　こうして深夜、レムが自室で床につく前にスバルの寝顔を堪たん能のうするのは日課だ。朝には朝の、夜には夜のスバルの良さがある、とスバルにはうるさいレムは思う。

　そして普段は欲望と罪悪感の狭間はざまで揺れる心が、今日は晴れやかなのだ。何な故ぜなら今夜はレムの私欲ではなく、ロズワールに命じられての役目なのだから。

「触れられる距離で見守れ、と命じられてしまいました。なので、仕方ないんです」

　主人の命令を微妙に拡大解釈しながら、レムは寝台に寄り添い、床に膝ひざをつく。視線の高さを眠るスバルと合わせれば、互いの顔の距離は一気に縮ちぢまった。

　それこそ、吐と息いきが届くほどの距離に。

「……レムの前で、こんなに無防備でいいんですか、スバルくん」

　囁ささやくような語りかけに、スバルからの返事はない。

　レムの侵入を知らず、眠り続けるスバルは意外と寝相がいい。起きているときの賑にぎやかさと裏腹に、その寝息さえも静かなものだ。寝顔も、鋭い三さん白ぱく眼がんを閉じて安寧に身を委ゆだねている間は歳相応か、あるいはもっと幼くも見える気がした。

「────」

　つい、いつも以上にその寝顔に見み惚とれて、レムははしたなさに頰ほおを染める。

　厳しく自分を律してきたつもりなのに、自分はなんと浮ついた鬼なのだろうか。

　以前からレムは、姉であるラムがロズワールに対して心身を捧ささげても構わないと心酔する様子に、本心から賛同することができずにいた。

　それはレムがロズワールに抱く尊敬の念と、ラムがロズワールに抱く思慕の念との違いが原因だったが、その違いがレムにはわからず、劣等感にもなっていたのだ。

　だが、ここへきて唐突にナツキ・スバルだ。彼の存在が自分の中で大きくなり、ラムがロズワールを慕したうのと同じ気持ちがわかるようになった。

　その熱情が本当の意味で、歯止めの利かないものであるという事実も。

「────」

　床に膝立ちになって、レムはベッドに上半身を預ける。すぐ目の前にスバルの顔、寝姿があるのを見つめながら、

「指、男の子なのに細くて綺き麗れいです。寝顔、赤ん坊みたいに穏やかです。髪の毛、ちゃんと乾かわかさないで寝たら寝ね癖ぐせになります」

　指折り、スバルの気になる部分を口にする。ただ、どんなことも欠点にならない。これがレムのかかった熱病の恐ろしいところでもあった。

「唇くちびる……」

　無防備な寝顔の中でも、特に無防備な一点に視線が集中する。

　呼吸するためにわずかに開いた唇が、少しだけ顔を寄せれば届く距離にあった。寝息は感じる。これも、普段なら制限を破った状態にある。

「──ぁ」

　ただ、その制限を意識した途端、レムの世界が急速に日常を取り戻していく。

　酒気に吞のまれたとはいえ、量は少なく、嗅かいだ程度のものだ。酔いが覚めれば、そこには厳しく己を律し、想おもい人に触れることを自制できる少女が舞い戻っていた。

「……レムは、なんて馬鹿なんでしょう」

　酒気を帯びた思考が晴れれば、後悔と羞しゆう恥ちが一挙に押し寄せてくる。その恥辱に頰ほおを熱くしながら、レムは不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみして立ち上がった。

　ロズワールの命令は、あくまで節度を守った距離感での監視だ。それはこれまでと変わらない。それを拡大解釈して大義名分などと、不ふ遜そん不ふ敬けいもいいところである。

「それもこれも、スバルくんがレムを惑わすのがいけないんです」

　眠ったまま、身に覚えのない罪を着せられるスバルにレムは微笑ほほえみかける。普段通り、このまま何もせずに撤収だ。今夜のことはこっそり、明日スバルに謝ろう。

　そう決めて、最後にほんの悪戯いたずら心で、レムはスバルの唇くちびるに白い指でそっと触れ──、

「──あ」

　唇に指が触れた瞬間、口寂さびしさに動くスバルの口内に指が吞のみ込まれた。熱く、ざらつく感触に指をねぶられ、レムの思考が白熱、混乱状態に陥おちいる。

　そのねぶりは長くは続かず、レムの指はすぐに解放されたのだが──、

「────」

　呆ぼう然ぜんと、右手の人差し指を見つめて、レムはその場から動けなくなる。暗がりでもはっきりわかるほどに、その指はぬらぬらと唾だ液えきに濡ぬれ、妖あやしげな光を纏まとっていた。

「……これは、かろうじて許されるのでは」

　早々に、手て拭ぬぐいか前掛けで拭うという選択肢は頭から消失する。レムの中で、この指に対する選択肢は二つ──やるか、諦あきらめるかだ。

　スバルに相対する上であらゆる制限を設けているレムだが、さすがに今回のことは完全に予想外、これに対抗する措置を考えたことはない。ならば即座に新たな問題として咀そ嚼しやくし、結論を下せるかといえばこれも難しい。

　これは明らかに一期一会、この機を逃せば訪れない、奇跡の一瞬だからだ。

「ですが……」

　レムの中で、善なるレムと悪なるレムがぶつかり合い、戦乱が渦巻き始める。

　誇り高き鬼族の生き残りが、降って湧わいた幸運に与あずかるなど。しかし、この場に意識があるのはレムだけ、誰も見ていない。ラムが知ればどう思う。あの完かん璧ぺきな姉に、胸を張れる行いだろうか。正直、ねぶられた瞬間の記憶が吹き飛んだことが恨めしい。

　頭の中で二つの意見が火花を散らし、レムの呼気が荒く、激しいものになる。額に汗が浮かび、全身を緊張に硬くしながら、悩み、足あ搔がき、そして──。

「でき、ません……っ」

　額に白い角を生やし、苦心の末にレムは唾液に濡れた指を前掛けに押し付け、拭った。瞬間、空虚感が胸に込み上げたが、それを無視する。これでよかったのだと。

「ですよね、スバルく──」

　苦難の時間を乗り越え、レムは弱々しい笑みをスバルの寝顔に向けようとした。が、その言葉は中断し、レムは驚きに息を吞んだ。

　ベッドに両手を突いて、荒い息をついていたレム。そのレムの上半身に腕が回り、身を硬くする彼女の体は男の腕力に強引に引き倒されてしまった。

「──ゃ」

　突然のことに、再び頭が真っ白になった。

　カーッと顔に熱が上がり、赤面するレムは自分の状態を理解する。ベッドに仰あお向むけに寝かされ、抱き寄せられた。乱暴な動作に制服が皺しわくちゃになり、スカートもめくれてしまっている気がする。──ひどく、破は廉れん恥ちな格かつ好こうになっている。

「──っ！」

　その事実に気付くレムを、意外とたくましい腕がさらに深く抱き寄せた。胸の中に体ごと抱き入れられ、レムの心臓が爆発しそうなほどに跳ねる。

　これはどうなのか、再び善なるレムと悪なるレムの戦いが始まる。レムの方からではなく、相手の方から積極的に──。

「むにゃ……」

　混迷する頭に、その人騒がせな寝言が聞こえて、レムは一気に脱力した。

　ぐいぐいと頭を動かしてみれば、スバルはなおも深く寝入ったまま、人間大の抱き枕まくらをぎゅーっとしていることに気付いてもいない。

「そうですよね。スバルくんは、そんな人じゃありませんから」

　呟つぶやきにあったのは安あん堵どと、幾許いくばくかの落胆だ。意識のある彼の行動でなかったことに、複雑な思いを抱く。だから、迷惑料代わりに彼の体温と匂においを全身で堪たん能のうした。

　そして──、

「仕方ありません。レムは必死に抵抗をしたのですが、スバルくんが起きてくださらないので動けないんです。なので、このままスバルくんが目覚めるまで抵抗を続けます」

　建前だけの言葉を残し、レムはそのままスバルの胸に鼻と額を擦こすり付け、ぬくぬくと感触を味わい続けることにした。

　──大義名分もあるのだ。たまには、こんな一日があってもいい。

　そんな風に自分を納得させて、レムも少しずつ、意識を微睡まどろみへと委ゆだねていく。




　その翌日、仲良くこの状態のまま寝坊したレムとスバルの姿を、スバルを起こしにきたラムが発見、問答無用でスバルが激しく折せつ檻かんされる事態が発生するのだが。




　──それもこれも、レムにとっては極々平凡で、幸せな一日の光景なのだった。





『カララギガール・ミーツ・キャッツ』
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『荒れ地のホーシン』といえば、世界中で知らぬもののいない伝説の人物の名前だ。

　ホーシンの伝説、その始まりは世界の西部が荒れに荒れ、いくつもの小国が覇を競い合っていた四百年前へと遡さかのぼる。

　お世辞にも恵まれた立地とは言えず、他国の陰に埋もれかけていた小国──かのホーシンが最初に旗を立てたのが、その『カララギ』という名のみすぼらしい地だった。

　伝説は語る。ホーシンとは決して、武勇に恵まれた人物ではなかったと。

　伝説は語る。ホーシンは対話に優れ、人心を導く術すべを知る、類たぐい稀まれなる知恵者だったと。

　伝説は語る。ホーシンはカララギの統治者と懇意になり、国の差配を裏から牛耳ると、瞬く間に他国と友好を結び、時に策さく謀ぼう、時に友ゆう誼ぎ、そして時に商才で輪を広げたと。

　西国に覇を唱えんと、小国の暗あん躍やくを見逃していた国々が気付いたときにはすでに遅い。

　取るに足らない小国の大半を傘下に加え、大連合の旗はた頭がしらと化したホーシンの神算鬼謀、これを止められるものはどこにもいなかった。

　かくして、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代は終わりを告げ、『荒れ地のホーシン』の名の下に、カララギ都市国家群は誕生するのである。




「はぁー。何べん聞いても、ホーシンの伝説は痺しびれるわぁ」

　その語りを聞き終えて、少女はうっとりとした顔で熱い感嘆の息を漏らした。

　愛らしく、可か憐れんな顔立ちの幼い少女だ。年齢は十一、二歳で、背せ丈たけは同年代の平均よりやや小さく、しかし容姿は同年代の平均をはるかに上回るほど整ととのっている。

　柔やわらかい髪質の紫髪に、好奇心に輝く浅あさ葱ぎ色いろの丸い瞳ひとみ。色白のきめ細やかな肌といい、どこかいいところのお嬢様と聞かされれば誰もが納得する外見をしている。

　ところがどっこい、この少女──アナスタシアはそんなご立派な家の出ではない。

「ん、なんやの？　人の顔じろじろ見て、失礼やないの」

　ふと、怪け訝げんな目つきで相手を値踏みするアナスタシア。そこには箱入り娘の可愛かわいげなどなく、年齢に見合わない狡こう猾かつさと警戒心が垣かい間ま見みえる。

　出自が出自だけに、その鋭さで正解と、男は大口を開け、牙きばを剝むいて笑った。

「何でもないわ。ただ、あの路地裏で拾った薄汚れのチビッ子が、ずいぶんとええ顔するようになったなって思うとっただけやぞ。感心、感心」

「まぁた、そないに古臭い話して。オッチャン、しつこいってよう言われん？」

「それ言い出したら、おんなじ話を何べんもせがむアナ坊の方がよっぽどしつこいっちゅー話やな！　あと何年かは、ワイに昔話掘り起こされるんは覚悟せいよ」

　拗すねて唇くちびるを尖とがらせるアナスタシアの頭を、硬く大きな掌てのひらが乱暴に撫なでる。その腕をアナスタシアは拒まなかったが、不服そうな目と顔は健在で、掌の主は思わず苦笑した。

　勝ち気負けん気大いに結構。そうでなければ、自分がこうしている甲か斐いもない。

「もうええよ。お年寄りは何べんもおんなじ話するもんやし、ウチが我慢したげる」

「お、言うやないか。どこでそないなこと習うんや」

「酒場の女将おかみさんと、常連さんに聞いたんよ。酔い潰つぶれたオッチャンから弱よわ味みが聞き出せんかったんが、あそこを辞める前のウチの心残りやね」

　軽口を叩たたいて舌を出し、アナスタシアは頭を撫でる手から逃れ、扉へ向かった。途中、軽く髪型とキモノを丁寧に直し、

「休憩終わり。オッチャンも、サボってばっかりやとチュデンさんにクビにされるよ」

「そら怖い。ワイの図ずう体たい養うんには、アナ坊の稼ぎやとカツカツやろしな」

「なんでウチがオッチャンの衣食住の面倒見なあかんのよ！」

「決まっとるやないか。ワイを買こうて、アナ坊のモノにしてくれるんやろ？」

　鋭い犬歯を見せて笑い、太い指で己の首に触れる。そこには冷たく武骨な金属、かつての奴ど隷れい時代の名な残ごりである首輪がある。戒いましめのためのそれは、今では約束の証あかしだ。

　その約束を思い出させるような仕草に、アナスタシアは息を詰め、すぐ頷うなずいた。

「……うん、そう。そうやけど、そうやから、オッチャンにはウチの軍資金が貯たまる前に野の垂たれ死にされたら困るんよ。自己管理、きちんとしといて！」












　早口で言い返して、舌を出すアナスタシアが部屋を飛び出していく。パタパタと足音が遠ざかるのを聞きながら、頰ほおを緩ゆるめて窓の方に目をやった。

　窓の外は曇くもり空、そして微かすかに曇った窓には自分の姿が映り込んでいる。

　部屋の窓では映し切れない巨きよ軀くと、アナスタシアとは似ても似つかない獣の面めん貌ぼう。焦げ茶の体毛が剝むき出しの肌を覆おおい、人と異なる獣人の威容を惜おしげもなくさらけ出す。

　リカード・ウェルキン──犬人族の中でも異色の巨漢にして、今はチュデン商会に身を置く雇やとわれ用心棒。そして、アナスタシアの後ろ盾兼保護者のようなものだ。

　もっとも、保護者の部分に関しては、アナスタシアは絶対素直に認めてくれないが。
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　チュデン商会の本拠地は、カララギ都市国家第二都市『バナン』に置かれている。

　カララギには一から十まで、番号を与えられた十の大都市があり、それぞれの都市が都市長と都市法の下、小国のように機能し、一種の連合国として成り立っている。

　そんな都市バナンにあって、チュデン商会は中堅規模の組織と言えよう。カララギ有数の大商会、リグレット商会を親商会として、その傘下に属している。

　商う品を限定しないが、主に交易品の取り扱いが盛んで、バナンに出入りする交易商の多くはチュデン商会に足を運ぶのが通例だ。

　それだけに、都市正門が開かれ、行商人が一斉に都市入りする時間には商会前に行列ができ、商会員や小間使いはてんてこ舞いになるのが日常茶飯事だった。

「──アナスタシア！　渡し銭が切れる！　すぐに銅箱と銀箱！」

「はいな！」

「それだけやないぞ！　あと……」

「麻あさ袋ぶくろですね！　わかってます！」

　怒鳴りつけるような指示を浴びながら、アナスタシアは細腕で木箱を運び出す。中にぎっしりと支払い用の硬貨が詰まった箱だ。銅箱は銅貨、銀箱には銀貨がそれぞれ収められており、どちらも少女には過酷な重量。だが、ぶちまけるわけにはいかない。

　アナスタシアの立場は、実際に商いを担当する商会員──ではなく、彼らの補佐にあちこち駆けずり回る小間使い、通称『オコマ』と呼ばれる役回りだ。

　指示通り、アナスタシアはコツに従い、重い代金箱を商会員の足下に次々放ほうり込む。

　チュデン商会の交易場は、都市外からの商人が直接犬車──大犬、ライガーに引かせた荷車だ。それを乗り付け、その場で取引きを行うための空間だ。交易場には長机がいくつも並び、商会員と行商人が机を挟はさんで商談し、交易品と代金とを引き換える。

　商会員ごとにそれぞれ担当する品目が違い、この日、アナスタシアが付く商会員の担当は服飾や織おり物もの。動く金額の幅はばが大きく、目利きの作業もめまぐるしい。

「次や！　居並んどるお客を分けてこい！　余計な手間と時間はかけんなや！」

「ホーシン語録、『時間とお金は等価値』！」

　返事に商会員が頷うなずくのを見る暇ひまも惜おしい。

　アナスタシアは長机の下を潜くぐって行列に回り込み、荷台に乗った商品と目録を見比べながら待機列を振り分ける。行列は複数あり、アナスタシア以外にもオコマの少年が何人かいる。が、いずれもアナスタシアより仕事は遅い。

　自分より年上のオコマの倍の仕事をこなし、アナスタシアはそれを誇らない。周りがそれをやっかんでいようと、眼中にないのだから当然だ。

　そうして自分のところの待機列を消化し、他の列の仕事に取り掛かろうかと、アナスタシアはざっと辺りを見回して──、

「──！　そこのアンタ、何してるん！」

　仕事に手間取るオコマの待機列で、アナスタシアの怒声に一人の男が飛び跳ねる。それは目録を取る素振りで、積み荷に手を付けようとした瘦やせぎすの人物だ。

　見覚えのないその男は、アナスタシアの声に盗みが失敗したと悟ると、すぐさま走って逃げ出そうとする。止めようとしたオコマを突き飛ばし、一気に交易場の外へ。

「いかせへん！」

「どけや、このチビぃ！」

　しかし、男が飛び出すより早く、アナスタシアが両手を広げて立ち塞ふさがる。そのオコマの抵抗に男は唾つばを飛ばし、拳こぶしを振りかぶった。殴なぐられる、その直前だ。

「そらちょっと虫が良すぎるやろ、なぁ！」

　男の腕と拳、その倍はあろうかという豪腕が振られ、哀れ男は天高く吹っ飛んだ。そのまま男は交易場の床に頭から落ち、ぐったりと倒れて轟ごう沈ちんする。

　その苦鳴に、おそるおそる閉じた目を開け、アナスタシアはパッと表情を変えた。

「オッチャン！」

「よう気付いたぞ、アナ坊。せやけど、無む謀ぼうはあかんわ。こないなことで怪け我がしてみぃ。間抜けの大損もいいとこや。わりに合わんのはいっちゃん好かんはずやろ？」

　飛びついたアナスタシアにそう言って、男を殴り飛ばしたリカードは呵か々かと笑う。それから彼は男の首根っこを摑つかみ上げ、そのまま外へ引っ張っていった。

「そら、こっちや。ワイのおる場所でええ度胸やったな。腕の一本は覚悟せえよ」

「……この、チビが余計なことしくさりおってぇ」

　リカードの恫どう喝かつも聞く耳持たず、怒り狂った形相で男はアナスタシアを睨にらみつける。そのまま嚙かみついてきそうな男に、アナスタシアはゆっくり近付き、平手を見舞った。

　空気の破裂する小気味いい音が響いて、男も周囲も啞あ然ぜんとなる。

「馬鹿なことして自分の価値下げて、そんで逆さか恨うらみなんて最悪や。小娘に真正面から平手打ちされて、アンタの値打ちはどこにあるんよ。なっさけない！」

　幼い少女の辛しん辣らつな言葉に、男は「ぐ」と喉のどを詰まらせる。そんなアナスタシアを、リカードは目を細めて見ていた。──が、すぐに歓声が交易場を沸かせる。

「よう言うた！」「スカッとしたわ！」「盗ぬすっ人とはええ気味やぞ！」

「どもどもー」

　囃はやし立てる声に愛想を振りまき、アナスタシアは年頃の少女に戻る。その変わり身にますます周囲は盛り上がり、その間にリカードは盗っ人を外に連れ出した。

「ほんまは利き腕もいで、町の外に捨ててくるぐらいせなあかんのやろけどな」

　交易場の裏に回り、リカードは男を土の上に投げ捨てる。地べたに這はいつくばる男は、その脅おどし文句に青い顔になる。しかし、リカードは自分の髭ひげを指で弾はじいて、

「──今日は見逃したる。さっきのチビの、あの一発よりキツイ一発はワイにはでけんからな。お前もちょっとは思うところあるやろ。もう二度と、顔見せんようにしぃ」

　しっしっ、と手振りすると、男は大おお慌あわてでリカードの前から逃げ出していく。その背中が消えるのを見届け、リカードは欠伸あくびしながら交易場の見張りに戻ろうとする。

「今の盗人ぬすつと、本当に改心すると思われはりますか？」

「……なんや、チュデンかい。見とったんか」

　と、声をかけられ、振り返ったリカードの前に狐きつね目をした小太りの男が立っている。仕立てのいい藍あい色いろのキモノを着た男──チュデン・アグリ、この商会の代表だ。

　そのチュデンはキモノの裾すそを払い、男が逃げていった方角へすっと狐目を向け、

「盗っ人は利き腕を切り落として、都市の外に追い出すんが習わし……まぁさか、商会の番犬役のリカード殿が知らんとは思いませんけど」

「アナ坊のせいで未遂やしな。それに事によると、腕なくすよりおっかない一発をもらったんや。ワイやったらあっちの方がよっぽど怖いわな」

「人間、誰でも機会があれば踏み外した道から戻れる、そんなことはあらしませんよ」

「それぐらいワイかてわかっとるわい。──人相は覚えた。次に近くで悪さしよったら、利き腕と、利き腕やない方の腕ももらう。それでええやろ」

　リカードが低い声で唸うなると、チュデンはしばし沈黙し、それから首肯した。

「それは重ちよう畳じよう。まさか、『猟犬』リカードが日ひ和よったんかと不安に駆られましたわ」

「やめや、恥はずかしい。今のワイは商会の首輪付き、立派な飼い犬やろ？　わうわう」

「さて、ほんに心から私らの飼い犬なら安心やけど……まぁ、ええとしましょう」

「引っかかる言い方しよんのぉ……」

　鼻を鳴らし、リカードはしかめ面でチュデンに応じる。それを受け、チュデンはやれやれと首を横に振ると、「ところで」と言葉を続けた。

「……なんや」

「折り入ってお話が。少々、厄やつ介かい事ごとでして。詳しくは私の部屋の方で」

　不穏なチュデンの話に、リカードは顔の皺しわをより深くした。




　──経験上、この手の始まり方をした話が、『少々』で片付いた例ためしがなかったからだ。
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「近頃、バナン近郊で隊商が襲われる被害が頻ひん発ぱつしてるんはご存ぞん知じです？」

　会長室に招かれ、居い心地ごこち悪げにしていたリカードにチュデンはそう切り出した。

　その話題に、リカードは顔をしかめ、「まぁな」と応じる。バナン近郊の隊商被害、その報告はリカードの大きな耳にも入ってきてはいた。

「ただ、小耳に挟はさんだ程度やな。都市の外の話となると、商会の用心棒の範はん疇ちゆうに収まらんやろ。そもそも、被害に遭あうんは外の商人……埒らち外がいの話やぞ」

「ごもっとも。せやけど、その外からくる商人は私ら商会の大事な取引き相手です。もっと言えば、積み荷は後々、うちの商品になるもんでもある。それが野盗に掠かすめ盗とられて、おまけに行商人の足がバナンから遠のくとなれば、被害は甚大ってなもんでして」

「……で、その野盗だか盗賊を、ワイに何とかせいっちゅーんやないやろな」

　それなりに鳴らした過去を持つリカードだが、それであまり期待されても困る。

　隊商を獲え物ものにする盗賊団となれば、規模は最低でも五十名は下るまい。場合によっては百人規模もありえる。一人で相手にするなど馬鹿のやることだ。

「敵が数揃そろえとるんなら、いくらワイでも無理無理の無理や。一人でできるかい」

「ああ、それやったら安心してください」

　そんなリカードの懸け念ねんに、チュデンは食わせ者そのものの顔で笑い、

「今回の件、バナンの都市議会も問題視しとりまして……うちの商会を始め、商業連盟が金を出して人を集めます。で、リカード殿にはその集まった人ら率いて、問題の盗賊団を見っけて全滅させてほしい。ま、こういう話でして」

「……十分、それも無理難題やからな」

　ぼやくリカードだが、退路は塞ふさがれつつあると内心で理解していた。

　カララギは国家の成り立ちからして、都市における商人の発言力がかなり大きい。

　都市運営に関かかわる議会の関係者、その大半は有力な商人や商会主だ。チュデンもまたその一人であり、彼がこうして話す以上、すでに議案は提出され、あとは当事者であるリカードが首を縦に振るだけ、というところまで詰められているのだろう。

「犬人のワイが烏う合ごうの衆の纏まとめ役かい。何を考えとるんや、まったく」

「能力の高いもんが、その能力を発揮するんに相応ふさわしい立場を得る。当然の理ことわりですわ」

　いけしゃあしゃあとチュデンが答えて、彼は机の上に地図を広げる。バナン周辺の見取り図で、複数の商路に赤い印が付けられているのがわかった。

「周辺の商路と、隊商が襲われた場所になります。襲われた隊商に生き残りはゼロ。積み荷と犬も奪われて、盗賊団にしてはやり口が徹底しとりますわ」

「これだけ近場で仕事しとるんなら、根城もこの辺りにあるはずやろ」

　地図を眺ながめながら、リカードは襲撃地点の近辺──樹林と岩場に当たりを付ける。適当な規模の盗賊団が潜ひそむとすれば、この辺りを根城にする可能性が高い。

　と、そうして地図を睨にらみながら二人がやり取りしていると──、

「失礼しまーす。お茶を持ってきましたー」

　そう言って、湯気の立つお盆を抱えたアナスタシアが部屋に入ってきた。アナスタシアはリカードとチュデン、二人の前にリョクチャの入った湯ゆ吞のみを置く。

「なんや、アナ坊、給仕かい。オコマの仕事はどないしたんや」

「忙しい時間は落ち着いたし、二人にお茶持ってったら休憩してええって。それより、二人してなんで地図なんて眺ながめてるん？」

　ちゃっかり、自分の分のお茶も運んできたアナスタシアが、リョクチャに息を吹きかけながら首を傾かしげる。その質問にリカードは地図を指差して、

「この赤丸の辺りでな、人が仰ぎよう山さん死んどるいう話や。ワイが解決せいて、今、チュデンに無む茶ちや振りされとったとこでなぁ」

「え、オッチャンが？　大丈夫なん？」

「お、心配してくれるんか」

　頰ほおを歪ゆがめ、嬉うれしげにしたリカードにアナスタシアは「ううん」と首を横に振り、

「そうやなくて、犯人捜さがしやなんて頭使うお仕事やん。オッチャンに務まるん？」

「心配あらしません。私がリカード殿にお願いしたんは、見つけた犯人の頭をかち割ることやさかい。それなら、彼の得意分野でしょう？」

「あ、それなら安心やね。ウチもホッとしたわぁ」

　意気投合する二人にリカードは嘆息する。その暴風のようなため息を浴びせられ、アナスタシアが「オッチャン！」とご立腹。その顔にリカードは指を突き付けた。

「あんな、お遊びの話と違うんや。これから大事な大人の話し合いするんやから、お子様はお外で蝶ちよう々ちようでも追っかけとったらええねん」

「蝶々なんて、一銭にもならんのに追っかけ回さんよ。それより、ウチにも詳しく聞かせたって。ほら、なんも知らんと危ないかもしれんやん？」

「街の外の盗賊の話、なんで中のオコマが知らな危ない話になんねん」

「まぁ、ええやないですか。しばらく、リカード殿もこの話にかかりきりになるかもわからんのですし、アナスタシアには聞いといてもらいましょ」

　渋るリカードと違い、チュデンはアナスタシアの興味に好意的だ。元々、彼はアナスタシアの将来性に惚ほれ込んでいる部分があるため、こうしたところで甘さが出る。

　リカードとしてはあまり、血生臭い世界の話をアナスタシアに聞かせたくはない。これも周囲には、アナスタシアへの過保護と笑われるところではあるのだが。

「──ふーん。なんや、街の外も色々と大変なんやねえ」

　リカードが聞いたものと同じ説明を受け、アナスタシアがそんな淡白な感想を漏らす。何も知らない子ども同然の答えに、そりゃそうだろうとしか答えようがない。

　ただ、そのリカードの納得に反して、アナスタシアがふいに「ところで」と言った。

「その、襲われた人たちの積み荷ってなんやったの？」

「積み荷ですか？　報告やと、バナンにくる前に宝石やら骨こつ董とう品ひんを積んで出発したって話のようですわ。魔石細工と魔鉱石、武具やなんかの隊商も被害に遭あっとるんかな」

「へえ、そうなん。──変なの」

　アナスタシアが首を傾かしげて、口の中だけでそう呟つぶやく。

「そら、もうええやろ。チュデンも、こんなチビッ子に変な話ばっか聞かせんとけや」

　その呟きにリカードは気付いていたが、会話より追い払う方をこの場は優先する。そのことにアナスタシアは渋い顔だが、チュデンは仕方なしにと退室を命じた。

「もう、なんやの！　オッチャンのいけず！」

　飲みかけの湯ゆ吞のみを持ったまま、舌を出すアナスタシアが部屋から追い出される。それを見送り、扉を閉めてリカードは肩をすくめた。

「ほんまに、アナスタシアには過保護ですねえ」

「もう言いたいだけ言うたらええわ。そやな、過保護過保護。せやから、アナ坊のおるこの街に教育に悪い奴やつは近付けん。その仕事も、とっとと片付けたるわ」

　からかわれるのは御免だと、牙きばを剝むくリカードが地図を睨にらみつける。その巨きよ軀くから放たれる鬼気を間近に浴び、チュデンは微かすかに頰ほおを硬くして吐と息いきした。

「『猟犬』の面めん目もく躍やく如じよ、でっか。怖いんと同時に、味方でよかったてつくづく思いますわ」
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　──そんな、チュデン商会での一幕があった数日後。

　バナンの西端にある酒場で、一人の少女がカウンターにもたれかかり、店の女店主相手に延々とくだを巻いていた。

「それで、ウチを置いてってしもたんよ。邪魔者扱いして、オッチャンひどいわぁ」

「なるほどねえ。何日もあの犬面を見ないと思ったら、そういうこと。……だから、アナちゃん、こうしてうちで飲んだくれてるってわけなのね」

「そう。ウチ、傷心やの。女将おかみさん、慰なぐさめたって。あと、ミルクお代わり」

　アナちゃんと呼ばれ、ミルクのお代わりをせがむのはご存ぞん知じ、アナスタシアだ。そんなアナスタシアに、開店前の店で絡まれる女将の対応は優しく、柔やわらかなものだった。

　女将にとって、アナスタシアは三ヶ月前まで自分の店で働かせていた可愛かわいい従業員だ。リカードほどではないが、女将もアナスタシアを大切に思っている。

　だから、準備中の店にきても大目に見るし、愚痴を聞くのも吝やぶさかではない。

「でも、ちょっと意外。てっきり、二人の関係ってリカードの片かた想おもいだと思ってたのに。アナちゃんがあの人の留守でそんなに寂さびしがるなんて」

「だって、オッチャンはウチのモノやもん。ウチが首輪の予約してるんやから、ウチの手の届かないとこいったらあかんの。わかってへんのやから、もぉ」

　リカードの太い首には、今も錠の壊れた首輪が嵌はめられたままになっている。

　それは奴ど隷れい時代、彼の行動を縛っていた首輪で、今では何の効力もない飾り物だ。しかし、奴隷身分を捨ててなお、リカードは戒いましめとしてそれを付けたままにしている。

　それが、アナスタシアにはいたくお気に召さないのだった。

　いつか必ず、リカードに相応の値段を付けて買う。そして、あの首輪はこの手で外して投げ捨ててやるのだ。それが、アナスタシアの数多くの夢の一つである。

「オッチャンと女将おかみさんのおかげで、ウチの夢は実現に大きく近付けた。やから、ウチはもっともっともーっと、頑張らなあかんの」

「アナちゃんの夢？　それってどんなの？　聞いてもいい？」

「ウチの夢はな、でっかくホーシンさんみたいになることやね！　そのために、今は力と知恵とお金を貯ためる雌し伏ふくのときなんよ」

　むふー、と鼻息荒く夢を語る少女に、女将は思わず笑いそうになってしまう。

『荒れ地のホーシン』の伝説に憧あこがれる商人は多い。カララギに生まれた男児であれば、一度はその立身出世の物語を夢見ることだろう。

　ただ、それを身近な少女が夢に見るとすれば、また話は特別だった。

「もう！　女将さんまで笑って！　そういうとこ、オッチャンとおんなじなんやから」

「ごめんってば。でも、あながち夢で終わらないかもって私は思うなぁ。実際、アナちゃんは大きい商会のチュデンさんにもらわれていって……このまま、チュデンさんの奥さんにでもなったら、少なくとも都市のお偉いさんにはなれるでしょ？」

「ウチがチュデンさんのお嫁さん？　それはちょっとないって。ないない」

　けらけらとあどけなく笑う少女は、どうやら自分の容姿の端麗さに自覚がないらしい。今も十分に愛らしいアナスタシアは、いずれは美しい女性へと成長するだろう。

　そうなったとき、女将の今の発言も笑い話ではなくなるはずだ。

「あのね、アナちゃん。今は信じられないかもしれないけど、ちゃんと覚えておいて。アナちゃんは普通の子より可愛かわいいから、よからぬことを考える人がいるかもしれない。それを感じたらすぐ、リカードやチュデンさんに相談すること」

「えー、でも、女将さん、そんなん……」

「いいから、覚えておく」

　真剣な顔で諭さとされ、アナスタシアは「はーい」と女将の言葉に頷うなずいた。そのまま、お説教が続きそうな流れを察して、アナスタシアはお代わりのミルクを一気に飲み干す。

「ごっそさんでした。ウチ、今日はまだお仕事あるから帰るわ」

　ミルク代に銅貨を三枚置いて、アナスタシアはカウンター席から飛び降りる。女将は一瞬、残念そうにしたが、すぐに店の外へ向かう小さな背中に手を振り、

「アナちゃん、また次のお休みに顔出してな？」

　滅多に出ない女将のカララギ弁、それを最後にアナスタシアは酒場を出た。

「んー、まだまだ時間あるけど……オッチャンもおらんし、どないしよ」

　店の外で背伸びして、時間を持て余したアナスタシアはどうしたものかと思い悩む。

　今日は休日、週に一度の完全休養日だ。女将おかみにはああ言ったが、予定は何もない。かといって、交易場に手伝いにいっても嫌な顔をされるのは目に見えていて。

「また、ええ顔しぃなんて言われても困るし……よし、食べ歩きでもしよかな」

　平らな胸を張り、アナスタシアは人通りの雑多な街並みに歩き出す。こうして、自分の財布を持ち歩けるようになってからは、食べ歩きするのが密ひそかな趣味だ。

　路地裏生活だった頃、露店で売っている食べ物は空腹の敵だった。今ではそれらを楽しめるのだから、いい身分になったものだと思う。

「ん……」

　そうして、買ったデコ焼きを頰ほお張ばりながら歩いていると、ふと視線を感じる。

　ちらとそちらを見れば、アナスタシアの手元を見つめる小汚い少年と目が合った。すぐに素性に想像はつく。都市の裏、極ごく貧ひん街がいで暮らしている『ハイエナ』だ。

　家がなく、食べるものもない。ごみ溜ためを漁あさり、日々の糧を必死になって得る存在のことを『ハイエナ』と呼ぶ。それは、ホーシンの時代からあるとされる呼び名だった。

　そして、アナスタシアも以前はその『ハイエナ』だった身だ。明日をも知れぬ我が身は決して他ひ人と事ごとではなく、少年の視線にも思うところはある。ただし──、

「──アホらし」

　残ったデコ焼きを一気に頰張り、アナスタシアは空の器を少年に見せつける。その勢いに気け圧おされ、少年は慌あわてて路地へ逃げ帰っていった。覇気のない。

　施されることを期待して、口を開けて餌えさを待つ雛ひな鳥どりのような態度、それが一番、アナスタシアにとって癇かんに障さわった。──実際、施されたことで今の立場を得たのが自分だ。

　それがわかるだけに、アナスタシアの心には自じ縄じよう自じ縛ばくの痛みがある。

　自分にはリカードがいてくれた。だが、リカードはひょっとしたら──、

「あ──っ!?」

　考え事をしていた隙すきを突かれ、背後から懐ふところをまさぐられた。とっさに腕を振り払うが、遅い。アナスタシアの懐から財布を抜いた小さな影が、跳ねるようにして路地へ飛び込んでいく背中が見える。盗とられた。──それも、こんなにあっさりと。

　盗まれる方が間抜け。その考えは元『ハイエナ』のアナスタシアは百も承知。いつもなら仕方ないと諦あきらめたかもしれないが、このときはそんな気になれなかった。

「待ちぃや！」

　逃げる影を追いかけ、アナスタシアも路地に飛び込む。路地裏の悪路も久々だが、物心ついてから何年も駆けずり回った場所だ。体が走り方を覚えている。

　すぐに追いついて、アナスタシアは足音と声で相手を誘導する。そのまま行き止まりへと追い込むと、まんまと罠わなにかかった影が悔しげにアナスタシアを振り向いた。

「そら、財布返し。ウチとあんたじゃ年季が違うんよ」

「な、何が年季や……そんな綺き麗れいな服着て、お前みたいな奴やつに……！」

　以前は同じ立場だった、と言っても信じまい。それに、言う意味もない。

　自分を睨にらむ少年、『ハイエナ』に詰め寄り、アナスタシアは財布を奪い返そうとする。栄養状態、それに商会で習った護身術もある。取り返すのは容易たやすい。しかし──、

「──そうだ。お前みたいなチビに、わかったような口叩たたかれてたまるかよ」

「──っ!?」

　後ろから聞こえた男の声に、アナスタシアは慌あわてて振り返ろうとした。

　だが、それより早く、硬く鋭い衝しよう撃げきに頭を殴なぐられ、その場に倒れ込んでしまう。手足に力が入らず、意識がすぐに遠ざかり始める。

「へっ、よくやってくれたぜ。そら、その財布持ってとっとと消えろ！」

　言い合う声、それでぼんやりと、罠わなにかけられたのだとわかった。誰かの罠、誰に。乱暴な声に、聞き覚えがある気がした。

　──この男の、呪のろうような声を、交易場で聞いたばかりのような気がした。
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　一方その頃──リカードを頭目に据えた傭よう兵へい団、その盗賊退治は難なん航こうしていた。

　地図上で当たりを付けた地点、都市周辺の樹林で野盗を発見したものの、件くだんの隊商襲撃を実行するには規模が小さすぎた。野盗は数十人からなるリカードたちに見つかると、すぐに潰かい走そうして散り散りに逃げ、今後も悪さを働くことはあるまい。

　ただ、それ以外の成果は挙がらず、問題の隊商襲撃犯は影も形も見つからなかった。

「森で見つけた洞どう窟くつも外れと。入口の狭さで元々期待薄やったけどなぁ……」

　空振りの報告が相あい次ついで、地図に×印を付けるリカードの表情も明るくない。

　急造の傭兵団の連携が拙いのもあるが、出すべき結果を出せていないのは自分の不ふ甲が斐いなさだ。とはいえ、それ以上に事態の不可解さが気にかかるのもある。

「狙ねらう河か岸しを変えた可能性もある、か？　ワイらが盗賊退治に乗り出したんと、時機が被るんが気になるが……」

　都市運営を担になう議会も一枚岩ではない。現議員の失脚を望んで、盗賊に肩入れするものがないとも限らない。そうなると、事態は複雑化の一途を辿たどってしまう。

　しかし、リカードにはそれ以上に、もっと別の思惑が絡んでいる気がしてならない。

「リカード、バナンから出発する隊商だ。一応、立ち会ってくれ」

「わかったわ」

　野や営えい地ちのテントの中、唸うなるリカードを副長が呼んだ。天てん幕まくから外に出れば、夕刻の街道をぞろぞろと進むのは、十数台の犬車を引き連れる隊商だ。

　屈くつ強きような護衛を幾人もつけており、結構な規模の大隊商と言える。

「こないな時間から遠出かい。ずいぶんと忙せわしないんやな」

「お天てん道とさんに気ぃ遣つこて、商機逃したらコトやからな。お空のホーシンに鼻で笑われることになるわ。そら御免やで」

「ま、そうやな。……にしても、物々しい護衛がついとるもんやな」

「近頃、ここいらが物騒なんは話に聞いとる。旦だん那ならも無関係と違うやろ？」

　隊商を率いる大柄な男が、仰々しく肩をすくめる。その男の言葉に答える口をリカードは持たない。代わりに隊商の犬車に歩み寄り、荷台の幌ほろをめくった。

　荷台には鉄の檻おりが置かれ、その中には商品──複数の、人間が押し込まれていた。

「……奴ど隷れい商売か」

「旦那はお気に召さんか？　その首輪、元奴隷の証あかしやもんな」

　男がリカードの首を指差し、宝珠の外れた穴を見てそう言った。この宝珠の有無が、首輪付きの奴隷身分の是非を示す。リカードのそれは、解放奴隷の証明だ。

「奴隷商も立派な商売や。協定が守られてるなら、ワイが口出すんは筋違いやろ」

　死んだ目をした奴隷たちに鼻を鳴らして、リカードは犬車から離れた。そして、隊商の代表に「いってええで」と声をかける。

「足止めして悪かった。道中、ワイらも気ぃ張っとるけど気ぃ付けや。噂うわさの盗賊に襲われたら、身ぐるみどころか骨から肉もひっぺがされんぞ」

「そらおっかない。せいぜい、気ぃ付けるわ」

　怖い怖いと笑って、男が隊商を出発させる。リカードも犬車の群れを離れ、傭よう兵へいたちに命じて動き出す集団の見送りをさせる。

「──狼おおかみさん、いい顔してるねえ」

　と、犬車の列の最後尾につく護衛の男が、リカードに粘ねばっこい声でそう言った。

　屈くつ強きような大男だ。二メートルを超すリカードより上背があり、身み幅はばの厚さではこちらに劣るものの、刀傷だらけの戦場経験では引けを取るまい。

　そして、男の体で何より目立つのが、肩から伸びる四本の腕──多た腕わん族の証だ。

「多腕族が、帝国やなしにカララギにおるんは珍しいな」

「うふふ、そうだねえ。大抵の多腕族はヴォラキアに流れていったみたいだけど、僕のご先祖様はカララギで血を繫つないできたのさぁ。その末まつ裔えいが僕ってわけだねえ」

　ぎょろりと大きい目と、四本の腕がそれぞれ握にぎる得物──鉞まさかりを見せつけ、陰いん惨さんに笑ってみせる男。気に入らない笑い方だと思うが、もっと気に入らないのはその装よそおいだ。

　強者の佇たたずまいと、急所だけを守った革かわ鎧よろいの軽装。その頭からすっぽりと毛皮を被っているのだが、その毛皮のセンスが気に食わない。それは明らかに──、

「気になる？　気になるよねえ。うふふ、そうだよねえ。だってこれ、君の同族のウルフィン族の毛皮だから。殺した相手の皮を綺き麗れいに剝はぐの、大変だったんだよねえ」

「勘かん違ちがいしとるようやが、ワイはただの犬人……コボルト族や。ちょいとばかし、飯の食いすぎで図ずう体たいがでっかく育ってしもうただけのな」

「うふふふ！　知ってるよ。君たちウルフィン族は滅ほろぶ寸前だから、そう話すように躾しつけられてるんだよねえ。血を残すために一族総出で噓うそがつけるあたり、滅んだ鬼族とかに比べたら立派なんじゃない？　ねえ？」

　挑発的に、男は腰を屈かがめて下から覗のぞき込んでくる。が、リカードはその挑発に乗ってやらない。腕を組んだまま、顎あごをしゃくって遠ざかる犬車の尻を示す。

「置いてかれとるぞ、護衛やろ。余計な色気出さんと、仕事しぃや」

「……残念。ああ、残念だねえ。うふふふ、残念、残念」

　粘ねばっこく言って、四本の鉞まさかりを男は背中に背負い直す。それから彼はぎょろりとした目で、リカードを上から下まで眺ながめ回した。そして、

「僕、ディドリー。またどっかで会えたら、この皮の話がしたいねえ」

「さよか、ディドリー。ワイは御免や。次に見たら、その首叩たたき落としたなるからな」

「うふふふふふ！」

　リカードの答えに我が意を得たりと、ディドリーは首をカクカク縦に振った。その後は軽い足取りで犬車を追い、集団に追いつくと大人しく遠ざかっていく。

　それを最後まで油断なく見送って、リカードは首の骨を大きく鳴らした。

「薄気味悪い連中だったな」

「人買いなんてあんなもんやろ……と、割り切りたないぐらい濃いのがおったな。ディドリーとか言うとったが、知っとるか？」

「俺は知らないが、誰か知ってるかもしれないな。聞いておくか」

「盗賊退治には関係ないやろけど……まぁ、興味本位やな。あの手の勘かん違ちがいした馬鹿は子どもの教育にも悪いし、仕事のない日に見かけたら殺しとくわ」

　リカードが忌いま々いましげに呟つぶやくと、傍かたわらの副長が目を丸くする。そして噴き出した。

「なんや、その笑い」

「変わったと思ってな。最近、傭よう兵へい仲間の間じゃ有名だぞ。あの『猟犬』が年とし端はもいかない小娘に骨抜きにされたってな」

「どいつもこいつも……ほんまに暇ひまな連中やな」

　馬鹿を言う副長を小突いて、リカードはのしのしと足音を立てて天てん幕まくに戻る。

　改めて、盗賊たちのねぐらの洗い出しだ。これだけ成果が挙がらないと、そろそろチュデンあたりから嫌味ついでにせっつかれてもおかしくない。

「それにアナ坊も、あんまり放ほうっておくとへそを曲げるやろしな」

　そう口にしてすぐ、今しがた副長に笑われたことを思い出して憮ぶ然ぜんとなる。

　これでは噂うわさになっても仕方がない。骨抜きにされたというのは誤解だが、常に気にかけているのは自分でも認めるところだ。だからこそ──、

「何事もなく、平和にしといてくれたらええんやけどな」

　天幕の入口を潜くぐる前に、沈む夕焼けの方角を眺めてリカードは呟く。

　宵よい闇やみと夕焼けの混じる空は淡い紫色で、それはリカードが思い浮かべた少女の髪の色と同じ、美しい色をしていた。





　　　　　６






　──そんなリカードの願いも空むなしく、アナスタシアは人生最大の窮きゆう地ちを迎えていた。




「んー、んーっ」

　口にきつく猿さる轡ぐつわを嵌はめられ、手足はしっかり縛られている。体を起こすことすら満足にできず、お手本のような監禁状態だった。

　マズい、これはマズい、とアナスタシアは懸命に身をよじりながら声を上げる。

　目覚めてすぐ、自分が異常な状態にあることは気付いた。状況判断は一瞬で、意識をなくす前のことも鮮明に覚えている。このあたり、アナスタシアは捕まった人間としては異例の冷静さを保てていた。もっとも、それが打開策に繫つながるかは別の話だ。

　──意識をなくす前、自分を殴なぐりつけた人物のことが思い出される。

　数日前、交易場で盗みを働こうとした男の声だった。アナスタシアに盗みを見破られ、リカードにぶちのめされた人物だ。その後、恨み節を並べる頰ほおに平手打ちをしてやり、喝かつ采さいを浴びたことは記憶に鮮あざやか──その逆さか恨うらみで、こんな目に遭あわされたのか。

「ほえやっはら、おっひゃんのおひろやないの……」

　盗ぬすっ人とには厳罰、それがカララギ流だ。その流儀に則のつとれば、当然あの男も利き腕をなくすぐらいの罰を受けたはず。それでもアナスタシアに復ふく讐しゆうしようとしているなら、その執念こそ天あつ晴ぱれ、もっと別のことに意欲を燃やせと言いたいところだが。

「────」

　リカードの責任を追及したところで、アナスタシアは落ち着きを取り戻す。

　ひとまず、このまま騒ぎ続けても無駄だろう。部屋には窓も見当たらず、声が外に届くとは思えない。そもそも、騒ぐ声が外に届くような場所に監禁などするまい。

　響いた声の感覚から、さほど部屋は広くない。寝転んだ床は硬く冷たい石造り──石材を敷いたのではなく、岩場に直接小屋が建てられているのだ。地べたは整地されているとは思えず、あらゆる意味で雑な仕事だった。

　──自分を捕まえた男の目的はなんだろうか。

　軽く部屋の見分を終えて、アナスタシアは相手の目的に思いを馳はせる。

　あの盗っ人ならば、動機は復讐だろう。問題は復讐の内容だ。ここまでやって、怖がらせて解放とはなるまい。痛めつけて殺す、も短たん慮りよな人間ならありえる話だが。

「まふぁ、奴ど隷れいやろはぁ」

　人買いに売り飛ばす、という選択肢が最も可能性として高いと思われる。

　元々、奴隷商売はバナンばかりかカララギ都市国家では珍しくない。人足は労働力として貴重な資産であり、召使いや街道の整備と需要も多岐にわたる。

　アナスタシアも、極ごく貧ひん街がいにいた頃は何度も奴隷商に捕まりかけたものだ。バナンの都市法でも、極貧街の『ハイエナ』の奴隷化は見過ごされる。故ゆえに、身なりを整ととのえた子どもには手を出さないのが、奴ど隷れい商の暗黙の了解なのだが。

「らってしもうははらなぁ」

　やってしまっては、もはや言い訳が立たない。

　アナスタシアの身み許もとはチュデン商会が保証しているし、そもそもリカードがいる。自分が奴隷商に売り物にされたと聞けば、それをした男へリカードは牙きばを剝むくだろう。

　それは自惚うぬぼれではなく、客観的な事実。──多少、自惚れもあるが。

「だから本当なんだよ！　上玉だ。あんたらだって見りゃ納得するさ！」

　ちょうど、アナスタシアがそう結論付けたとき、にわかに人の声が近付いてきた。

　荒っぽい声を裏返らせ、暗がりの部屋に入ってきたのは瘦やせぎすの男だ。アナスタシアには覚えのある顔と声、まさしくあの盗ぬすっ人とである。

　その男に続いて、さらに二人の男が部屋に入ってくる。どちらも大柄で、瘦せっぽっちの男と比べると、まるで枯かれ枝と大樹の幹のような違いがあった。

「お前さんのこと疑うわけやない。たぁだ、追い詰められた人間は下手こくさかいな」

「じょ、冗談じゃねえ。そんな命知らずな真ま似ねするかよ。ほ、ほら、そいつだ……」

　大男の片割れに威い圧あつされ、盗っ人はしどろもどろな有様だ。彼が震える指で自分を指差すのが見えて、アナスタシアはとっさに気絶したままのふりをする。

　そんなアナスタシアを、ゆっくりと覗のぞき込む気配。そして、

「なんや、ほんまに上玉やんけ。こら別べつ嬪ぴんさんで、超別嬪さんに育つで。当たりも当たりの大当たりってヤツや」

「──ぅ」

　寝ていた頭を摑つかまれ、無理やり上体を起こされて微かすかに呻うめく。ただ、男はアナスタシアが起きていることには気付かず、そのままぐいぐいと乱暴に検品を続けた。

　話の流れからして、この男が奴隷商。上玉と言われて、酒場で女将おかみに言われた言葉が思い出される。聞き流してしまい、悪いことをしてしまった。

　できれば、また会って直接謝る機会が欲しいところだが。

「そ、それじゃ……交渉は成立、だよな？　な？」

「手て土産みやげ持参で、うちの商会に入りたいって話やったな。せやなぁ、こんだけの上玉が持ってこれるんや。こっちとしても大助かりっちゅうもんやな」

「なら！」

「たーぁだし、それはこん娘がどっこの縄もついてへん野良犬だったらの話や」

「──ぇ」

　息を抜くような声が漏れた直後、暴力的な音がして何かが壁に激突する。すぐに苦鳴とのた打ち回る音が聞こえて、アナスタシアは盗っ人が殴なぐられたのだと理解した。

　人買いの守る暗黙の了解、それを素人が勝手に踏み越えたことへの罰だ。

「ああ！　あああ！　痛ぇ……痛えええ！　ぐえっ！」

「ぎゃーすか騒ぐんやない。寝とる子どもが起きて怖がるやろがい」

　アナスタシアから手を放し、人買いが振り返る気配。薄目で状況を確認すれば、地べたに倒れる盗ぬすっ人とを人買いが見下ろしている。踵かかとで腹を踏みつけ、苦鳴を上げさせた。

「ええか？　ワシら人買いにも決まりがあるんや。都市法の目こぼしで、どうにか商売させてもらっとる。それがわからん奴やつが、うちで働けるか？　ええ、どないや？」

「が、ふ……す、すんませ、すんません……っ」

　体重をかけられ、骨の軋きしむような音がアナスタシアの耳にも届いた。血ち反へ吐どをこぼし、必死に命いのち乞ごいする盗っ人。その脇にしゃがんで、人買いが顔を近付ける。

「お勉強になったなぁ。よかったやないか。これからもっとみっちり、そのあたりのこと実地で教え込んだるから安心しぃや」

「あ、ありが……」

　許された、と礼を言おうとした盗っ人だったが、それは中断せざるを得なかった。

　かちり、と金属的な音と、盗っ人の「え？」という疑問符が重なる。震える盗っ人の指が自分の首に触れて、その冷たく硬い感触に絶望的な顔をした。

「なん、で……俺に、奴ど隷れいの首輪……？」

「実地で教えたるって言ったやろ？　奴隷の決まりは奴隷になるんが手っ取り早いわ。根性なしやけど、若さはある。運がよけりゃ生き残れるわ」

「そんな、話が違ぶげっ！」

　横っ面を蹴けり飛ばされ、盗っ人は白目を剝むいて昏こん倒とうした。それを確かめると、人買いはさらに手て枷かせを盗っ人に嵌はめ、床に投げ出した。

「ったく、素人のすることはこれだから怖いわ。あー、せやけど、上玉が手に入ったんはついとったなぁ。規則破りは奴隷落ちしたし、誰も損せんでよかったわぁ」

「奴隷になった二人はいい迷惑だと思うけどねえ」

　人買いの感想に、それまで黙っていたもう一人が粘ねばっこく応じる。その答えに人買いは「あー」と首をひねり、視線をアナスタシアへ向けた。そして、

「悪いけど、ワシ、奴隷を人とは思ってへんから。これは商品、肉やら魚と一緒やな」

　それだけ言って、人買いは一緒にいた大男を連れて小屋を出ていってしまう。再び、扉は外から施せ錠じようされ、気配は遠ざかっていく。

　闇やみと無音が戻ってきた小屋の中、アナスタシアは我慢していた息を思い切り吐いた。拍動は速く、冷や汗も多い。それに気付かれなければいいが。

「ほえにひても……」

　人買いらしい人買いに目を付けられてしまったものだ。

　盗っ人も商品になったようだが、それをいい気味だとはとても思えない。

　報復の早い遅いなど、アナスタシアには何の意味もないのだから。




　──それから数時間が経過し、感覚的に夜になったとアナスタシアは判断する。

　その間、冷たい床に寝かされ続け、アナスタシアは寝返りを打ちたい衝しよう動どうに何度も苦しめられたが、そのたび、それを我慢しなくてはならなかった。何な故ぜなら、

「どうして俺がこんな目に……ちくしょう、ちくしょう……」

　意識の戻った盗ぬすっ人とが、現実を受け入れられずに延々と泣き言を呟つぶやいているのだ。

　これでアナスタシアが起きていると気付けば、罵ば声せいの嵐あらしを浴びせられることは間違いない。なので、余計な雑音を避さけるために寝返りを我慢せざるを得なかった。

　それにしても、硬い地面の寝心地に不満を抱くなど、以前は考えられなかったことだ。それを、ぬるま湯の生活で弱くなったのだと、そんな風にアナスタシアは思わない。悪いことなど何もない。むしろ、ちょっと誇らしいぐらいだ。

　人間らしい生活をしていれば、当然、非人間的な生活には耐えられなくなる。底辺で大人しくしている可愛かわいげなど、誰しも持つべきではない。夢は大きく高く、だ。

「おい、お前、実は起きてんだろ？　なあ、起きてんだよな？」

　独り言も尽きたのか、盗っ人が這はいずってアナスタシアの方へ近付いてくる。その声色と恨み骨こつ髄ずい、男がアナスタシアに危害を加えようとしているのは明らかだ。

　人買いはそこまで馬鹿ではないと考えたようだが、アナスタシアはそうは思わない。その男の手がアナスタシアの猿さる轡ぐつわにかかり、乱暴に布が外される。

「……起きとるよ。さっきからうるさいわ」

「お、お、お、起きてる、起きてるじゃねえか。お前、お前ぇぇぇ、よくも……」

「言うとくけど、ウチに痛いことするんはオススメせんよ。ウチの商品価値はアンタもわかってるやろ？　今度こそ、さっきの人買いに処分されかねんよ」

「う、ぐ、ふぐっ」

　処分の一言に、それまでの激情を引っ込める盗っ人。殴なぐられ、蹴けられた痛みがぶり返し、すっかり塞ふさぎ込んで、男は頭を抱えてしまった。

「ここ、どこなん？」

「────」

「なんや、役立ちそうなもんとか持ってないん？」

「────」

　ダメだ、埒らちが明かない。

　気力をなくした男に話すだけ無駄と、アナスタシアはゆっくりと体を起こす。寝苦しさで凝こった体をひねりながら、どうにか小屋の扉の方へと這いずっていく。

「無駄だ」

　盗っ人の後ろ向きな発言を無視し、アナスタシアはどうにか壁に寄りかかって立ち上がった。それから、扉の取っ手らしきものを弄いじるが、開く気配はまるでない。ならば、地面に擦こすりつけて手首の縄を外してやろうか、そう思ったときだ。

「こそこそ……んー、中にだれかいそーな感じ？」

「──!?」

　悪わる足あ搔がきを始める直前に、扉の向こう側からそんな声が聞こえた。あけすけで能天気な声こわ音ねだが、それだけに人買いと無縁に思える、そんな声が。

「いるよ！　中におる！　捕まってるんや！」

「おー、いた！　すごー！　ヘータローの言ったとーり！　わかったー！」

　そう言って、扉の外の気配がわずかに遠ざかる。何をするのか、とアナスタシアは疑問に思ったが、すぐに理由に思い至って慌あわてて扉の横に倒れ込んだ。直後、

「おりゃー！　ミミどかーん！」

　掛け声と同時に、青白い光を伴った体当たりが小屋の扉を外から中へ吹っ飛ばした。蝶ちよう番つがいが弾はじけ、けたたましい音を立てて木の扉が小屋の中で跳ね返る。

「よーし、せーこー！　ミミすごー！　ふんっ！　ふんっ！」

「────」

　あまりに乱暴な手際に声もない。が、そんなアナスタシアの感想を余よ所そに、扉のなくなった入口に立つ影は、楽しそうな小躍りを繰り広げていた。

　小柄すぎる人影だ。身長は、同年代でも小さいアナスタシアの半分ほどしかなく、月明かりに照らされるその容よう貌ぼうは人ですらない。その姿は猫そのもので、二足歩行する猫顔の種族といえば、猫人に他ならない。

「おー、しばられてるしばられてる。ちょとまってねー！」

　猫人の少女は悪気なく笑うと、縛られて動けないアナスタシアの拘束を外す。「しゃきーん」と爪つめを見せると、それであっさりと手足の拘束が切断された。












「えっと……ありがとな？」

「うん、お礼だいじー！　それがいえるととってもえらいのです。ミミもよく、ヘータローとティビーに忘れないようにいわれるー。いい子だねー、いい子いい子」

「や、やめぇや、くすぐったい。それより、アンタはなんなん？」

　橙だいだい色いろの毛色をした猫娘は、アナスタシアの頭を遠慮なくぐいぐい撫なでる。それを遠ざけて質問すると、彼女は大きな瞳ひとみをぱちくりさせて、

「ふふー、よく聞いてくれましたー。えっとねー、ミミはギゾン！　ギゾン！」

「ギゾン……？」

　腰に手を当てて、自慢げに口にされた言葉に心当たりがない。名前だろうか。いや、だとしたらミミという自称はなんなのか。

「お姉ちゃん、ギゾンじゃなくて義ぎ賊ぞくだよ」

　しかし、アナスタシアの疑問の答えは別の方向から明かされた。大人しめの声が聞こえたのは、少女と同じく小屋の入口からだ。そこから新たに顔を覗のぞかせたのは、やはり小さな猫人だった。種族の差を加味しても、少女と瓜うり二ふたつである。

「混乱させてごめんなさい。ボクはヘータロー、こっちはミミお姉ちゃんです。今はとにかく、ボクたちについてきてください」

　ぺこりと頭を下げる弟──ヘータローはミミと違い、ずいぶん理性的だ。ミミは変わらず自慢げに、ヘータローの横で胸を張っている。

　あまり素性ははっきりしない二人だが、悪意のない相手なのはわかった。ならば、

「ホーシン語録『決断力は最強の剣』！　ええよ、ついていくわ」

　──女は度胸、男は愛あい嬌きようだ。

　突然の闖ちん入にゆう者しや、驚きよう愕がくの義賊宣言だが、アナスタシアはそれを信じることにした。アナスタシアの短い人生で培った人を見る目が、二人を悪人と判断しなかったのも大きい。

「さあ、そっちのお兄さんも一緒にいきましょう！」

　逃げる意思を見せたアナスタシアだけでなく、ヘータローは盗ぬすっ人とも連れ出そうとする。しかし、盗っ人はミミたちに怯おびえた目を向けた。

「ば、馬鹿なこと言うなよ！　お前らと逃げて……見つかったら、殺される！　お、俺は御免だ。死ぬ、死ぬのだけは絶対に……！」

「そんな……」

「無駄や。言うてもどうにもならんよ。──真まっ直すぐ生きられるんは、自分の人生を歩こって覚悟した人だけなんやから」

　食い下がろうとするヘータローを引き止め、アナスタシアは小屋の外に向かう。それでも最後までヘータローは迷ったが、同じようにミミがその肩を叩たたいた。

「んー、ガッカリでんなー！　でもしかたない。ミミたちがたすけられるのは、たすかりたいって手をのばせる人だけなんだぜー」

　意外にも、ミミはアナスタシアと同じ判断を下し、迷った弟の手を引こうとする。その姉の言葉に促され、ヘータローもついに盗ぬすっ人とを諦あきらめた。

「ここ、都市のどこなん？」

「隅すみっこの投げ捨て山です。あの人買いたちはいつも、ここを利用していて」

「それをミミたちがつきとめたー！　セーギの時間だぜー！」

　投げ捨て山とは俗称で、土砂や廃材を埋め立てるための処分場がそう呼ばれている。人が長居せず、あまり近寄らない場所だけに、人買いの隠れ家に最適というわけだ。

　月を見上げ、アナスタシアは軽く息をついて、街へ戻るための道筋を探る。

　ここからだと、人がいる極ごく貧ひん街がいにも結構な距離だ。足にはそこそこ自信があったつもりだが、ミミたちと比べるととても追いつけない。大声で助けを求めても、人買いを呼び寄せるだけだろう。このまま、静かに逃げ続けるのが得策──、

「だーぁめじゃないねえ。おいたして、ちょこまか逃げ出したりしちゃぁさ」

　しかし、願い空むなしくその声は真上から降ってきた。

「──っ！」

　とっさのことにアナスタシアが足を止めると、その目の前に重々しい音を立てて巨漢が着地する。そして、その異い形ぎようにアナスタシアは息を詰まらせた。

　巨漢は獣の皮を頭からかぶり、肩から四本の腕を生やした多た腕わん族だったのだ。

　ぎょろりとした目をしたその男の声は、先ほどの小屋で聞いた粘ねばつき声。人買いの後ろに立っていた、もう一人の男だ。

「奴ど隷れいになるんだから元気なのはいいよ。元気なのは最高さぁ。だけど、元気があり余りすぎてるのはよくないねえ。頭、冷やそう？」

「ひ……っ」

　そう言って、顔を近付ける男にアナスタシアは悲鳴を上げそうになった。

　厳密には男にではない。男が手にしている、その異物を目にしてしまったからだ。

「あ、これ？　ビックリしちゃったよねえ。ごめんごめん。でもさ、ほらねえ。こいつ、君らが逃げるの見送ったんでしょ？　同室の奴隷が逃げるのを見送るとか、本当になんにも流儀がわかってない奴やつだったよねえ」

　笑いながら、男は手にしたもの──盗っ人の頭をぶらぶらと揺する。恐怖の形相で首を切られた盗っ人は、最期まで自分が死ぬ理由がわからなかったのだろうか。

　そのまま血の滴したたる盗っ人の頭を、男は乱暴に放ほうり投げる。それからその血ち塗まみれの手が、アナスタシアの首にゆっくりと伸びて──、

「センセーコーゲキ!!」

「おっと」

　アナスタシアが捕まる寸前、ミミが男に向かって光る蹴けりをぶち込んだ。男はそれを下の左腕で軽々と受け止め、さらに上の左腕でミミの体を摑つかむ。

「むむ!?　あれ？　手がいっぱいない？　ずっこー！」

「そう、ずっこいんだよ。ごめんねえ。手がいっぱいある方が強い。当たり前だよねえ」

「お姉ちゃんを放して！」

　捕まってもどこか能天気なミミに代わり、ヘータローが素早く男の背後に回り込む。

　しかし、男はそれすら後ろに目があるようにあっさり躱かわし、逃げ場をなくしたヘータローもまた、男の二本の右腕から逃れられなかった。

「ずっこー！　ずっこー！」

「むー！　ごめん、お姉ちゃん、ごめんね……」

　ジタバタもがくミミと、力の差を痛感しているヘータロー。その二人を四本の腕で拘束する男が、愉たのしむような目をアナスタシアへ向けてくる。

　今ならば腕が塞ふさがっているから逃げられるかもしれないよ、とでも言いたげに。

「そないにおいしい話、信じるんはさっきの死んだ人ぐらいやろ」

「そうだよねえ。賢いっていうのは時に残ざん酷こくなことさぁ。馬鹿と入れ替わりで、使えそうな猫人が二人手に入った。上々ってもんだねえ」

　男が粘ねばっこく笑い、アナスタシアは後ろから人買いが近付いてくるのを感じる。再び拘束されて、今度こそ商品にされる。

　だから猿さる轡ぐつわを嵌はめられる、その前に。

「一つだけ、覚えておいて」

「んん？」

「ウチに手ぇ出すと、怖い怖い狼おおかみがくるんよ。──ウチも、可愛かわいげないで」

　そのアナスタシアの宣戦布告に、男は「うふふふ！」と嬉うれしそうに肩を震わせた。

「いいね、いいねえ。──じゃあ、それを楽しみにしておこうかぁ」

　単なる負け惜おしみ、そう男は受け取らなかった。ならばこれで、勝負は成立だ。

　──始まる前から負けの決まった勝負はしない。

　乱暴に人買いに肩を摑つかまれ、その口に猿轡を嵌められて引きずられても、アナスタシアの瞳ひとみから闘志が消えることはなかった。
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『荒れ地のホーシン』の伝説の中に、砦とりでの無血開放の物語がある。

　曰いわく、ホーシンは単身で敵の砦に乗り込み、砦の主をその弁べん舌ぜつだけで恭きよう順じゆんさせ、堅固な門を開放させて仲間に迎え入れたのだと。

　砦への乗り込み方には複数の説がある。

　正面から堂々と門を叩たたいたであったり、運び込まれる積み荷の中に潜ひそんだであったり、中には死体のふりをして意表を突いたという説も。

　だが、入り方は諸説あろうと、出方の結びはどの説であっても共通している。

　──ホーシンは砦を無血で開放し、小国カララギを救い、伝説は始まったのだと。

　以降、ホーシンはこれを足掛かりに、覇を競い合う国同士の戦いに飛び込んでゆくことになる。そして、カララギ都市国家誕生の歴史を築くことになるのだ。




　そんな逸いつ話わを思い出し、やはり伝説の英雄は別格だとアナスタシアは感心する。

　単身で敵地に乗り込むなど、どれだけ勇気と勝算があればできるのか。ホーシンは武芸に疎うとく、舌以外の武器を持たなかったとは有名で、そんなところは自分とおんなじだ。

　違っているのはおそらく、ホーシンはへまをして、自分の首に奴ど隷れい用の首輪を嵌はめられた経験はないだろう、ということか。

「────」

　冷たく硬い首輪の感触に、自分と英雄の器の違いを感じてアナスタシアは嘆息する。

　リカードとお揃そろい、と軽口を叩たたく余裕こそないが、この首輪の存在がアナスタシアに一定の安心感を与えてくれていた。相手が真っ当な奴隷商と、そうわかったからだ。

　奴隷商売に真っ当も不当もあるのかという話だが、これが大きく違うのである。

　その違いは、奴隷用の首輪の有無でおおよそ区別がつく。この首輪は『ミーティア』と呼ばれる道具の一種で、首輪の宝珠を通して所有者のゲートと繫つながっているのだ。そのため、所有者は念じるだけで奴隷に罰として苦痛を与えることができ、多くの場合、奴隷商はこれを用いて奴隷を管理、維持している。

　これがなければ、奴隷商は暴力で奴隷を躾しつけるしかない。その場合、奴隷を傷物にする危険は避さけられないため、真っ当な奴隷商ほど奴隷を大切に扱うのだ。

　なので、首輪の有無は良識ある奴隷商の証あかし──少なくとも、命を奪われる心配はない。それがアナスタシアの安心感の原因であり、思考をやめずにいられる根拠であった。

「ん～っ、んん～っ！」

　そして、アナスタシアの精神を支えてくれている根拠がもう一つ、いや二つある。

　アナスタシアと同じ小屋に閉じ込められ、首輪を嵌められた二人の子猫人の存在だ。

「んっん～！　んんっん～！」

　底無しの体力で、ミミはもう何時間も延々と拘束を外そうともがき続けている。その隣で静かに寝転ぶヘータローも、諦あきらめて蹲うずくまっているわけではない。

「────」

　沈黙は悲観ではなく、状況の打開に頭を巡らせているからだ。アナスタシアと同じく、機会を待つ眼まな差ざし、そこには一切の諦めも妥だ協きようもない。

　ヘータローは虎こ視し眈たん々たんと、ミミは元気いっぱいに、諦めてなどいない。

　ならばアナスタシアにも希望がある。それも、大きく毛むくじゃらの希望が。

「らんとかひて、おっひゃんに……」

　リカードに、自分の存在と窮きゆう地ちを伝えなくてはならない。

　それこそがアナスタシアにできる、この奴隷商の砦とりでを開放させるための方法なのだ。

「──ほう」

　そうして、脱出の方法を懸命に探る三人の下に、再び奴隷商が顔を見せる。

「ディドリーから聞いとったが、アホと引き換えに猫人二匹は上等な交換やのぅ」

　扉を開け、中を見回して鼻を鳴らしたのは、身なりのいい大男だ。

　昨晩も見かけた大男は、おそらく奴ど隷れい商の頭目だろう。昨日は正面から見られなかった顔だが、今日は装そう飾しよく品ひんをジャラジャラ付けた服装ごとしっかりと見られる。

　頭目は護衛を複数引き連れ、その中にはあの四本腕の男も含まれていた。彼はアナスタシアの視線に気づくと、陰いん惨さんに笑って手を振ってみせる。

　頭目と護衛が三人に狂戦士が一人、商品の検品にしてはずいぶんと大げさなものだ。

「なに、昨日の夜はおいたしてたって聞いたからなぁ。ワシ、小心者なんよ。おかげでこのシノギもうまぁくやれとる。……おい」

　ご丁寧に、アナスタシアの疑問に頭目が答える。彼が顎あごをしゃくると、護衛が壁に繫つながっていたアナスタシアたちの鎖くさりを外した。解放される、わけではない。

「箱の詰め替えや。バナンのシノギも、そろそろ河か岸しの変えどきっちゅぅことやな」

　頭目が乱暴にアナスタシアの鎖を引き、出荷されることを遠回しに告げる。そのまま部屋の外へ出され、外に付けられていた犬車の荷台に乗せられそうになる。

　だが、その途中だ。

「もががーっ！」

「おぁ！　待て！」

　同じく、小屋から連れ出されたところで暴れるミミが護衛の腕を振り払った。子猫はぴょんと跳ね、頭目に飛びかかろうとする。集団の頭を狙ねらったのは、作戦ではなく本能か。その選択自体は正解で、頭目は一瞬、頰ほおを強こわ張ばらせた。

「だからぁ、おいたはダメだってばぁ」

　しかし、ミミの逆襲は途中で頓とん挫ざする。割って入った四本腕の巨漢が、その腕の二本でミミを殴なぐりつける。地面に叩たたきつけられ、受け身も取れずに少女の体が弾んだ。

「ぎゃんっ！」──ッ」

「あ、おい、ディドリー！　やりすぎんなや！　傷物になったら困るやろ！」

　ぺったりと地面に横たわるミミを見て、頭目が巨漢の背を叩いた。巨漢──ディドリーと呼ばれた男はその言葉に、常人の倍の肩をすくめて引き下がる。

「悪かったなぁ、チビちゃん。せやけど、あかんぞ？　ワシらもわざわざ商品を傷付けたくなんぞないんや。大人しゅうしとったら、悪いようにはせんわ」

「おー、だまされないぞー、ワルモノめー！」

　しゃがみ、気色悪い猫撫なで声で話しかけてくる頭目に、ミミがめげずに反論する。殴られた衝しよう撃げきで猿さる轡ぐつわが外れ、自由になった口でミミは負けん気を発揮した。

「アクギョーはダメな目にあう！　たとえミミたちが捕まろーと、ヘータローやティビーが立ちふさがるであろー！」

「殴られて元気な嬢ちゃんやな。……躾しつけの甲か斐いがあるわ」

「なん……みぎゃーっ！」

　言葉の途中で、ミミが全身の毛を逆立てて絶叫する。目を見開き、悲鳴を上げる少女。その原因は奴ど隷れい用の首輪だ。頭目の男がそれに命じて、ミミを痛めつけている。

「──ッ！」

　痛がる姉の様子に、弟のヘータローも同じ痛みを味わうように顔をしかめていた。やがて、ミミからくったりと力が抜けると、頭目は猿さる轡ぐつわを嵌はめ直して立ち上がる。

「何をまんまと逃げられかけとるんじゃ、ボケ。気合いが抜けとるようやったら、おどれも首飾りで遊んだろか？　抜けた気合いもすぅぐ膨ふくらむわ」

「す、すんません！　二度と！　──ッ」

　へまをした護衛の横っ面に平手が入り、殴なぐられた男はしっかりとミミを抱え直す。一連の流れを黙って見ていたアナスタシアは、心底厄やつ介かいな連中に捕まったと自覚していた。

　統率が取れていて、意識が高くて、実力も高い。嫌になる。

「まぁ、逃げようとしたら今みたいに痛い痛い思いすることになるわ。勉強になったやろし……ほな、お出かけしよか。故郷にお別れした方がええで」

　小馬鹿にした頭目の言葉に、アナスタシアは軽く周りを眺ながめる。見回しても見回しても廃材だらけ、まさしく投げ捨て山。何の感かん慨がいも湧わいてこない。

「お別れは十分って顔やな。そんならいこか……って、おいおい」

　下を向くアナスタシアの背を押して、頭目が竜車へ押し込もうとする。その勢いに押されて、アナスタシアは体勢を崩くずして倒れ込んだ。

「なんや、そんな強ぅ叩たたいてないやんけ。あかんぞー、強く生きななぁ」

　前のめりに転んだアナスタシアを、護衛が引っ張り起こす。立ち上がらされたアナスタシアは頭を振って、彼らの視界から、握にぎった手をそっと隠した。

　そのまま何食わぬ顔で、犬車へ足を進めようとして──。

「……ッ」

　ゾッと寒気がして、アナスタシアは顔を上げた。立ち上がったアナスタシアを正面から見下ろすのは、ぎょろりとした目を剝むくディドリーだ。

　その瞳ひとみに覗のぞき込まれ、アナスタシアの背筋を冷たいものが駆け抜ける。見られた、という戦せん慄りつに首輪を嵌めた肌がピリピリと怯おびえた。

　ミミと同じように、首輪の罰を与えられる。──だが、そんな予感は、

「──うふふふ」

　唇くちびるを緩ゆるめ、低く笑ったディドリーの態度に否定された。

　彼はアナスタシアの行動に言及せず、他の護衛と同じように周囲の警戒に戻る。そのことに啞あ然ぜんとなるアナスタシアだが、再び背を押され、すごすごと犬車の荷台へ。

　犬車の荷台は中で仕切られ、外から内側が見通せないように細工されていた。おそらく、奴隷商売の協定に則した奴隷と、違法な奴隷とを分ける工夫だ。当然、アナスタシアたちは協定に違反した立場の奴隷であり、見つかればタダでは済まない。

「────」

　小屋と違い、犬車の荷台には窓があった。細工の分だけ荷台は手て狭ぜまで、アナスタシアたちの空間はほとんど『箱詰め』といっていいほど密着する形だ。

「ほんなら中で大人しゅうしときや。子どもをいじめるなんて心が痛むんやからな」

　自分の首を指差し、首輪の脅おどしをかけて頭目が荷台に幌ほろを下ろす。奴ど隷れい商の姿が見えなくなる寸前、最後にちらりとディドリーの笑みが見えた。

　見透かされているようでおぞましいが、何を考えているのかわからない男だ。

「お姉ちゃん、お姉ちゃん……」

「むきゅーぅ」

　閉ざされた箱の中で、気絶したミミをヘータローが心配している。ミミの意識は復帰しないが、命に別状はない。首輪の効力はそういうものなのだ。それよりも──、

「くひの、はずひはん……？」

　ヘータローの猿さる轡ぐつわが外れている。そのことにアナスタシアが首を傾かしげると、それに気付いたヘータローが自分の鋭い前歯を見せて、カチカチと歯を鳴らした。

「ボクたちの歯は人より丈夫ですから。お姉ちゃんにも、起きたら教えて……ええと」

　ヘータローが躊躇ためらったのは、口が自由になった途端に騒ぎ出すミミを想像したからか。大声で喚わめき散らし、また首輪で気絶させられるのが目に浮かぶ。

　手足の自由を封じられ、首輪もある。ヘータローの課題もそれらへの対処だろう。しかし、そっちにはアナスタシアの方で色々と打開策がある。

「まふは……ぷは。ウチらの情報の擦り合わせやね」

「──どうやって」

　頭に手を回し、猿轡を外したアナスタシアにヘータローが驚く。そのヘータローに見えるよう、アナスタシアは手て枷かせの嵌はまったままの掌てのひらを開いた。そこには、犬車に乗せられる前に転んだとき、こっそり拾っていた鉄片がある。

「わざと転んで拾ったとこ、見られたと思ってヒヤッとしたんやけど……」

　それを見逃したディドリーの真意はわからない。ただ、その気き紛まぐれには救われた。

　条件は厳しいが、揃そろってはいる。ミミたちと、自分と、荷台から見える外の景色。奴隷商の頭目に格かつ好こう、記憶に鮮明な都市の周辺地図、そしてリカード──。

　──全部を繫つなぐことができれば、『砦とりでを開放する』ことができるはずだ。

「な、聞きたいんやけど……そのほっぺの傷、痛くないん？」

　アナスタシアの問いかけに、ヘータローの表情が強こわ張ばった。

　その反応に、アナスタシアは確かな手て応ごたえを感じて、愛らしく狡こう猾かつに微笑ほほえんだ。
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「リカード、聞いて回ってわかったが、あのディドリーって奴やつは相当なキワモノだぞ」

　天てん幕まくで地図を睨にらみつけるリカードに、戻ってきた副長がそう報告した。巨きよ軀くには小さすぎる椅い子すに座るリカードは、その報告にイラついた顔で牙きばを鳴らす。

「そないなこと、あの『皮被り』を一目見たら誰でもわかるやろ」

「おいおい、『皮被り』とは言ったもんだな。ただまぁ、悪くない呼び名だ。実際、あいつは殺した相手の皮を剝はぐってんで悪名が立ってるらしいからな」

「そういう類たぐいの悪趣味やとは思うたけどなぁ……」

　四本腕の異い形ぎようを思い浮かべ、リカードは嫌そうに鼻面に皺しわを寄せる。

　獣の皮を被るだけならまだしも、奴やつが被っていたのは殺した亜人から剝いだ皮だ。あの手の蒐しゆう集しゆう品ひんが、一つ二つで済むとは思えない。おそらくは無数に、気分と天気で着せ替えする程度には持っているだろう。

「出身はもっと北らしいが、最近は売り出し中とかでこっちに出張ってるそうだ。今はさっきの……ラズクルー商会だったか？　そこと専属契約中だと」

「売り出し中なんて可愛かわいい面構えかい。にしても、ずいぶんと詳しい奴がおるんやな」

「酒場で一度、揉もめたんだと。耳が片方、千切られたんだそうだ。運がいい」

　肩をすくめる副長だが、リカードもそれに同意見だ。耳だけで済んだなら幸運だ。

　ディドリーから漂ただよう濃密な血臭は、そこらの傭よう兵へいに太た刀ち打うちできるものではない。腕の一本でひねり殺される。腕が四本もあるのだから、その差は歴然だろう。

「怖い顔だな、『猟犬』。殺気立ったところで、俺たちの仕事とは無関係だろう？」

「わーぁっとるわい。クソ、ちょっと出とるぞ」

　苛いら立だちを抱えたまま、副長を残して天てん幕まくを出る。夜の野や営えい地ちの空を見上げ、リカードは手持ち無ぶ沙さ汰たに自分の首輪を指で弄いじっていた。

　標的の盗賊団の行方は摑つかめず、自分の嗅きゆう覚かくの衰おとろえに落胆が隠せない。おまけにささくれた心境を、気に入らない奴に逆さか撫なでされたとあればなおさらだ。

　同族の毛皮を剝ぎ、それを頭から被る男ディドリー。真正面からリカードを『狼おおかみさん』などと呼んだことに、粘ねばつく悪意を感じずにはいられない。リカードの自称を鵜う吞のみにせず、狼などと呼ぶのはディドリーを除けば、アナスタシアだけで──。

「なんや、髭ひげが震えよる。……と？」

　髭を撫で付け、胸騒ぎを覚えるリカードが眉まゆを上げた。少し離れた方角から、言い争うような声が聞こえたのだ。思わず、そちらへ足を向ける。

「あんな、チビ。ここは危ないんや。とっとと街に戻っとき」

「ですから、責任者の方にお話があるです。通してほしいです」

　荒くれの呆あきれ声に、やけにかしこまった幼い声が重なる。見れば、草原で見張りの傭兵と言い合うのは、小さな小さな猫人の少年だった。

「何を騒いでんねや。大の男が子ども相手にみっともない」

「あ、リカードさん……いや、このチビが帰れ言うのに聞きよりませんで……」

　割って入るリカードに、見張りがへこへこと頭を下げる。それに鼻を鳴らし、リカードは少年を見やる。利発そうな顔つきの、子猫人だ。

「坊主、ワイがここの代表や。なんぞ、話があるんなら聞いたるぞ」

「あなたが責任者さんですか？」

　ボロを纏まとった少年が、リカードの態度に目を丸くした。それからすぐ、彼はぺこりと丁寧にお辞儀し、その場に膝ひざをついて頭を垂れた。

「お願いがあるです。僕の姉と兄を、助け出してほしいのです」

「坊主の、兄ちゃん姉ちゃんを？　何の話なんや」

「奴ど隷れい商なのです。二人は奴隷商に捕まって……それを助けてほしいのです」

「……ああ、そういうことなんか。そら気の毒なんやけどな」

　少年の懇こん願がんに、リカードは不ふ憫びんなものを感じながら頭を搔かく。

　彼の兄と姉、おそらく猫人だが、まだ幼い姉弟きようだいであるなら奴隷商の格かつ好こうの獲え物ものだ。そして少年の纏ったボロ──極ごく貧ひん街がいの『ハイエナ』だろう彼らを奴隷商が捕まえるのは、バナンの都市法に違反してはいない。リカードたちに頼むのは筋違いだ。

　せめて仕事中でなければ、と仏心が芽生えかけるリカード。だが、

「これを見てくださいです」

　リカードの拒きよ絶ぜつを遮さえぎり、少年が自分の纏ったボロ切れを脱いだ。その貧相な胸から腹にかけてを目にして、リカードが微かすかに呻うめく。

　──そこには赤黒く鬱うつ血けつした肌があり、その内出血が絵を描いていたのだ。

　その絵は、よくよく見れば地図の形をしており、それがつい直近まで睨にらみつけていた、バナン周辺の地図と同じであるとリカードは理解する。

「坊主、この傷……いや、この地図はなんや？」

「誰かが、僕の姉か兄の体に傷を付けているです。加護で……『三分の加護』の力で、僕たちは三人の傷や疲れを分割できて……その傷が、これです」

「傷で地図を……大した話や。なるほど、それで自分の居場所を……待てや」

　奴隷商に捕まった姉弟が、体に傷を刻んで位置を報しらせてきている。その発想には舌を巻くが、それでもリカードを動かすには足りない。ただ、そこまで考えたところでリカードの眉まゆが顰ひそめられた。──この地図は、それだけではない。

「この地図……」

　都市バナンの周辺地図、それはリカードの所有する地図と同じだが、同じすぎるのだ。少年の体の地図には、リカードたちの追っている盗賊団が隊商を襲った地点や、その潜せん伏ぷく場所と睨んでいた地点にまで印が入れられている。

　この地図を描くには、リカードの持つ地図を見ていなければ不可能だ。そしてリカードの地図との相違点、バナンの近くの野や営えい地ち──つまり、この傭よう兵へい団の現在地に印が入っていることと、都市から伸びる街道を辿たどるように印が刻まれていること。

「ここの場所と、街道と、それから盗賊の仕事場……それを繫つなげて……」

「リカードさん？　……って、うわ！」

　少年の体の地図を凝視し、考え込むリカードに見張りが声をかける。その見張りの肩を摑つかんで、リカードはぐわっと牙きばを剝むくと、叫んだ。

「今すぐ、顔役集めて天てん幕まくにこい！　チビ共が大戦果を挙げよったぞ！」
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　少年はティビーと名乗り、全員の前で自分の体に刻まれた赤黒い地図を見せた。机の上に立つ少年の肩を支えて、リカードは傭よう兵へいたちに血の地図を示す。

「全員、ええか？　この坊主の腹の地図、これは今、捕まった坊主の兄弟の体に誰かが刻んでるもんや。けったいな代物やが、こいつからわかることがある」

「坊主の兄弟を捕まえた奴ど隷れい商の居所だろ？　そりゃすごいが、俺たちには……」

　関係ない、と言葉を濁すのは副長だ。だが、それは全員の共通認識でもある。

　奴隷商売への好悪と無関係に、この傭兵団の目的は盗賊団の討とう伐ばつだ。ティビーに同情はしても、目的は違たがえられない。そんな傭兵たちに「ちゃう」とリカードは首を振った。

「重要なんはな、この地図にぎょうさんある印の方や。ここには隊商が襲われた場所も、ワイらの空振りした盗賊の拠点にも印がある。おかしないか？」

「それは、確かに腑ふに落ちないが……何の意味がある？」

「ええか？　隊商の襲撃地点と、ワイらが空振りした潜せん伏ぷく場所の辺りに×印や。その代わり、今も動く奴隷商に丸印……この地図の書き手が何を言いたいか、わかるやろ」

「──。おいおい、リカード。お前、まさか」

　リカードの凶暴な笑み、その意味を理解した副長が目を見開く。傭兵団にはまだ答えに辿たどり着いていないものも多い。その全員に聞こえるようにリカードは言った。

「ワイらの探しとる標的は盗賊やない。盗賊紛まがいの商売しとる奴隷商……いや、行商する隊商を装よそおって他の隊商を襲う、『強盗商会』や」

　潜伏する盗賊団を探し回って空振りするのも当然だ。盗賊団などどこにもいない。犯行は行商人を装い、行きずりの相手を襲う武装集団によるものだったのだから。

　犬車や荷物を根こそぎ奪い、人員は奴隷にしてしまう。そのまま余よ所その都市で収穫と奴隷を売り払い、国中を回って商売をするのが『強盗商会』の手口だ。

「そんで、この『強盗商会』やが……バナンを出て、この時間に街道のこの辺りをうろついとる。犬車の荷運びの速さから考えて、候補は一つだけや」

「──ラズクルー商会か！」

　数時間前に野や営えい地ちの前を通過し、話題に上がったばかりの一団に副長が舌打ちする。このままでは逃げられる、という彼の焦りだが、リカードは首を横に振った。

「慌あわてるこたないぞ。言うたやろ。この地図は延々、連中の進む道を教えてくれてるんや。そう遠くないうちに、野営のために奴やつらの足が止まる」

　その場所がわかれば、あとは『猟犬』の面めん目もく躍やく如じよとさせてもらおう。

「天幕を畳め！　今すぐ、ラズクルー……いや、『強盗商会』を追うぞ！」

　副長が声を上げ、にわかに活気づく傭よう兵へい団が一斉に散らばっていった。それを見送り、リカードは最後まで役目を果たしたティビーの肩を力強く叩たたく。

「坊主、よう最後まで頑張った。立派やったぞ」

「お姉ちゃんとお兄ちゃんのためなら、当然の……こと、です……」

　そう答えて、ティビーの体から力が抜ける。とっさに支えた小さな体は熱を持ち、息も荒い。当然だ。これだけの傷、痛みも尋常ではないはず。分け与えられてこれならば、実際に味わっているティビーの姉弟きようだいの苦しみも筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたいほどであるはずだ。

　だからこそ、全力を注がなくてはならない。

「アナ坊、お前の伝言、きっちり聞き届けたったからな」

　ティビーを抱き上げ、リカードはこの場にいない少女の名前を呼んだ。

　一いち瞥べつしただけの地図を正確に描き、盗賊団と奴ど隷れい商の存在を結び付け、野や営えい地ちに刻んだ『オッチャン』へとそれを届けさせる。──その大戦果の立役者たる少女を。

「無事に見つけ出して、なんで奴隷商なんぞに捕まっとるんかみっちり聞き出したらなあかんからなぁ……！」

　都市にいるはずの少女が何な故ぜ、そんな危き急きゆうの事態に陥おちいっているのか。

　それが、自分が見逃した男の仕業であるなどと、リカードは考えてもいなかったが。
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　──『猟犬』率いる傭兵団と、ラズクルー『強盗商会』の激突は深夜に始まった。




　都市間を結ぶ街道沿いにある無人の廃村は、真っ当な隊商が行商の途中に立ち寄り、大犬と己の足を休める野営地として利用されることの多い場所だ。

　かつては農村だった野営地には、その頃の名な残ごりで放棄された民家がちらほらと残されている。屋根のある家々の存在は、野営地として十分以上に魅力的だ。

　それだけに、その地を真っ当ではない『強盗商会』の連中がのうのうと利用していることは、『猟犬』の一団の怒りを強く強く買うこととなった。

「────」

　宵よい闇やみに沈む廃村を、『猟犬』と傭兵団の荒くれ四十名が静かに囲い込んだ。

　野営地に焚たかれた見張りの火と、酒盛りしている下げ卑びた声。繫つながれた犬車には目的の商会の証あかし、屋号が刻印されており、見間違えようがない。

　ティビーに刻まれた地図は完かん璧ぺきだった。作戦前に天てん幕まくに残してきた少年、その嘆たん願がんする声を脳裏に反はん芻すうし、『猟犬』は副長に指示し、小隊を村の各所に配置した。

　確認が取れて、副長が『猟犬』に頷うなずく。その合図に空を仰ぎ、『猟犬』は口を開け、

「ォォォォン──！」

　夜天に広がる丸い月、そこへ届かんばかりに獣の遠とお吠ぼえが放たれた。

　次の瞬間、『猟犬』の手足が持ち場へ向かって飛びかかり──戦闘が始まる。




「うおおお──！」

「じゃかしぃわ、ボケぇ！」

　狂乱し、飛びかかってくる男をリカードは大おお鉈なたの一撃で返り討ちにする。

　分厚い鉄の塊が男の頭部に突き刺さり、頭ず蓋がいが果物のように爆はぜる。血と脳のう漿しようをばらまきながら倒れる死体を見て、後続の男たちが軒並み喉のどを引きつらせた。

「ひ……」

「足ぃ止めんな、アホンダラぁ！」

　派手に散らばった仲間の死体に仰ぎよう天てんし、足と思考を止めるなど三流以下だ。

　一人の胴体を撫なで斬ぎり、別の男の首を殴なぐってへし折る。三人目の胴体を思い切り蹴けりつけて壁へ押しつけ、喘あえぐ男の頭頂部を鉈の柄尻で砕いて轟ごう沈ちんさせた。

　まともな商会に偽装し、道中で別の隊商を襲って略奪を繰り返す『強盗商会』。その大層な肩書きも、自分たちが奪われる側に回った途端に呆あつ気けないものだ。

「リカード！　そっちはどうだ！」

　死体を足あし蹴げにするリカードの下へ、血で汚れた剣を振るう副長が駆け寄ってくる。彼は『猟犬』の暴れた惨状を見やると、額に手を当てて嘆いた。

「心配しちゃいなかったが、やりすぎだ。皆殺しにでもする気か？」

「こんな連中に手加減する価値なんざあるかい。全員まとめて手足ぶった切って、煮えた油の中にぶち込みたいぐらいやぞ」

「気持ちはわかるが、事後のことも考えてくれ。議会にも説明しなきゃならんのに、皆殺しにして総取りで済む話じゃないんだぞ」

「なんや、腹切って詫わびろ言うなら詫びたるわ！　ただし、それも全部まぁるく収まったあとでの話や。アナ坊と坊主の姉弟きようだい、見つけたらな話にならんぞ」

　都市議会の意向を気にする副長に、怒りに燃えるリカードはそう吠ほえたてる。

『強盗商会』の正体を突き止めたのは、アナスタシアの機転とティビーの姉弟の協力あってこそだ。あんな幼子が無理をしたのだ。それに報いる義務がある。

　そのリカードの言葉に、副長はますます嘆くような顔で空を仰いだ。

「あぁ、クソ！　これだからお前と組まされるのは嫌だったんだ。他の奴やつらもお前に感化されてるし、証言させるだけの数が残るかどうか……」

「せめて頭は狙ねらわんといたるわ。それで死なんのが残ったらええやろ。それより……」

「わかってる。『皮被り』野郎のことだろ」

『皮被り』のディドリー。あの多た腕わん族こそが、この『強盗商会』の主力に違いない。

　あればかりは奇襲も小細工も届くまい。そういう次元にない存在だ。

「あいつだけはワイやないとあかんやろ。他の連中に手ぇ出させんなや」

「無駄な犠ぎ牲せいが増えるばかりだろうからな。それこそ、そろそろ……」

　ディドリーの所在がわかれば、笛で合図するように傭よう兵へいたちには言い聞かせてある。ディドリーをリカードが討ち取れば、それで多勢は決するはずだ。

　故ゆえに笛の音が鳴るのを待って、リカードは尖とがった耳を立てていたのだが──、

「おぉぉぉぉぉい！　おぉかぁみさぁぁぁぁん！　出ぇておいでぇぇぇ！」

　粘ねばつく陰いん惨さんな声が、廃村の血生臭い大気を無む闇やみに陽気に揺るがした。
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『猟犬』の襲撃により、ラズクルー商会は一瞬で壊滅的な打撃を被った。

　泥でい酔すいし、あるいは眠りこけていた連中はあっさりと傭兵に殺され、人員が一挙に三分の一ほど削けずられる。だが、その初撃の死を免まぬがれたものたちこそが、『強盗商会』の本物の構成員たちだ。もっとも、それらもリカード相手であれば雑ざ魚こには違いない。

　ただし、それはあくまでリカードが相手であればの話だ。

「クソが！　なんじゃこいつら、舐め腐りおってぇ……！」

　側近が傭兵を返り討ちにし、ラズクルーはその死体を前に歯は軋ぎしりしていた。

　ラズクルーの寝所、廃村で一番まともに残った廃屋に侵入してきた傭兵は五人。それは全員、側近の剣技に切り倒されて死体になっている。だが、襲撃がこの五人だけの暴走でないことは、村中から聞こえてくる剣けん戟げきや悲鳴からも明らかだ。

「間抜けな盗賊の仕事やない。……街道におった、あのボンクラ共やな」

　バナンの都市議会が、隊商被害の対策に傭兵団を組織したことはラズクルーの耳にも入っていた。それだけに、バナンでの仕事を切り上げ、無駄な捜そう索さくを続ける傭兵団を尻目に河か岸しを変えようとしていたのだが、どこから嗅かぎつけられたのか──。

「頭目、他の連中はどうしますか」

「ディドリーがおるやろ。ワシらがなんもせんでも、身の程知らず共は勝手にしまいじゃ。それより、確かめなあかんことがある」

　多た腕わん族の狂戦士の名に、側近もすぐに口を噤つぐんだ。あの狂戦士ならば今頃、この戦場を大喜びで飛び回り、首を刎はねて回っていることだろう。

　それより今は、この乱らん痴ち気き騒ぎの原因究明が優先だ。いつも通りの仕事の中で、いつもと違う異変が起きたとすれば、それは『いつもと違う』部分に原因がある。

　ラズクルーは自分の手首に嵌はめた腕輪、奴ど隷れいの首輪の宝珠と連動するそれの感触を確かめながら、側近を連れて『商品』の安置所へ向かった。そして、

「あの娘がおるんは、この箱やったな」

　目的の箱の前に立つと、側近に命じて扉を開けさせる。扉が開くと、途端に漂ただよってくるのはむあっとした血臭、それにラズクルーは何事かと眉まゆを顰ひそめた。

「──っ」

　箱の奥、そこで誰かが息を吞のむ気配。中に入り、暗がりに目を凝こらすラズクルーは、その光景に合点がいったと顎あごを引いた。

「なるほどなぁ。そのチビどもがなんや加護持ちやったわけか……やるやないか」

　腹部を血ち塗まみれにした猫人の少女と、同じだけの傷を負った猫人の少年。その二人を庇かばうように立つ少女に、ラズクルーは素直に感心した。

　この容姿にしてこの器量、これまでに扱ってきた『商品』の中でもとびきりの逸品だ。

「手足繫つながれててようやったわ。傷は……投げ捨て山でガラスでも拾っとったか？」

「ずいぶん余裕みたいやね。こわぁい狼おおかみが、ウチを迎えにきてるのと違うん？」

「うちの狂犬がお相手しとる頃やろ。……それより、この損害は高くつくで？」

　強がる少女に、ラズクルーは左手の腕輪を見せつける。念じるだけで、首輪を付けた奴ど隷れいには激痛をくれてやれる。それは、すでに猫人の少女で実践済みの脅おどしだ。

　その痛みを想像して、さすがに少女も頰ほおを硬くする。そんな彼女に、ラズクルーは懐から歪いびつな形の短剣を抜いた。ラズクルー愛用の、拷問道具の一つだ。

　無論、少女を傷付け、商品価値を落とすつもりはない。この短剣は後ろの猫人用だ。

「ええか、嬢ちゃん。嬢ちゃんのやらかしたこと、その責任を取るんは何も嬢ちゃん本人とは限らんのや。今回のことが、そのいいお勉強になるやろ」

　ラズクルーが顎をしゃくり、側近が少女を取り押さえようと腕を伸ばす。そのまま少女の前で、適当に猫人をいたぶって今回のことを反省させる。ディドリーが周囲の傭よう兵へいを一掃すれば、このどんちゃん騒ぎもそれで終わりだ。

「やらかしたことの、責任な……」

「ん？」

　すでに後片付けに意識を割いていたラズクルーに、微かすかな少女の声が届いた。振り向くと、少女は真まっ直すぐにラズクルーを睨にらみつけている。

　その浅あさ葱ぎ色いろの瞳ひとみには、どこか吸い込まれるような力があって──、

「そしたら……アンタのやったことの責任は、アンタが自分で取るんやね！」

　少女が強い口調で言い放った。

　瞬間、目の前で猫人が元気よく飛び起きて、にやりと笑い、

「この世にアクはさかえなーい！」

　そう叫んだ猫人の足裏が、ラズクルーの顔面をしたたかに直撃していた。
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　──その一秒の間に、箱の中の状況はめまぐるしく動いていた。

「────」

　アナスタシアの掛け声にミミが飛び起き、血塗れの痛ましい姿でラズクルーを蹴けり飛ばす。その刹せつ那な、ラズクルーは腕輪でミミを罰したはずだ。

　ゲートを通じて放たれる罰に、ミミの小さな体が弾むように震える。だが、それはミミのセーギを止める力を持たない。何な故ぜなら『罰』はヘータローが引き受けたからだ。

　ミミたちの『三分の加護』は、痛みなどの感覚を姉弟きようだいで分け合える加護である。その比率は普段は等分だが、意識的に偏かたよらせることもできる。地図を描くとき、あるいは姉が『罰』を受けるとき、その全部の苦痛を自分に十割で偏らせることも。

「ボクはお姉ちゃんみたいに強くないから……こんなことしかできなくて」

　そう言って、地図を体に刻むアナスタシアの提案を受け入れたヘータローの覚悟が眩まぶしい。出血と痛みに苦しむ今も、姉の受ける『罰』を引き受け、姉を守り通した。

「おー！　ちょやー！」

　その弟の意思を汲くみ取り、跳ね回るミミの戦闘力は想像以上に高い。

　倒れるラズクルーに動揺した側近たち──その一瞬の隙すき間まに飛び込み、ミミは二人の側近の片方を短い足で蹴けり飛ばし、壁に叩たたきつけて撃破する。

　ラズクルーが直接連れる護衛だ。弱いわけがないのだが、発奮する子猫人の戦闘力は本人の盛り上がりを反映して高まりを見せた。

「せい！」

　仲間を倒され、我に返る側近が腰の刀剣を抜き放つ。刀と呼ばれる片刃の刃やいばが一いつ閃せん、恐ろしく鋭い剣撃が放たれた。が、ミミはこれを鮮あざやかに搔かい潜くぐり、

「あいやいやー！」

　尻尾しつぽの打撃で相手をのけ反らせ、さらにその腹部に強烈な頭突きを入れる。そしてふらつく敵の喉のどを短い手足で連打し、最後には投げ飛ばして気絶させた。

「そら見たことかー！　ミミのだいしょーりー！」

　側近とラズクルーを揃そろって撃破し、ミミがその場で勝ち誇る。

　その大立ち回りを目の当たりにして、アナスタシアは目を丸くしていた。時間稼ぎのつもりが、まさか全滅させてくれるとまでは思っていなかった。

「とにかく、これでしめたもんや！」

　想像以上の戦果に驚きつつも、アナスタシアは倒れるラズクルーから腕輪を奪う。

　この場から逃げるにしても、手て枷かせ足あし枷かせのある間は難しい。それよりも、この場での安全確保を優先し、怖い狼おおかみが駆け付けてくれるのを待つのが最善だ。

「おー、首輪取れたー！　ヘータローのも取れましたー！」

「よし！　思った通り、これで外せるもんやね。あとは……」

　腕輪が鍵かぎになり、アナスタシアは自分たちの首輪を外した。それから、外した首輪をラズクルーと、側近二人にそれぞれ嵌はめ直してやる。

「こ、の……こがぁな真ま似ねして、ただで済むと思うんや……ぎあぁ！」

　意識を取り戻し、首輪に気付いたラズクルーが低い声で恫どう喝かつする。が、アナスタシアは腕輪で『罰』を与え、その意識を刈り取った。制御が難しく、ラズクルーだけでなく、倒れる側近たちも罰してしまったが、ひとまずこれで安全確保は完了だ。

「あとは、オッチャン……信じてるから、裏切らんといてよ……」

　ミミがヘータローの傷の手当てを始める横で、アナスタシアは腕輪を撫なでながら静かに呟つぶやき、次に箱を開くのが見知った顔であることを祈り続けた。

「ぎああ！」

「あ、しもた」

　うっかり、腕輪の制御を誤り、罰されたラズクルーの悲鳴が箱に木霊こだましていた。
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　激しく大きい自己主張に呼ばれて足を運べば、そこは血の海だった。

「あはぁ、きてくれたんだねえ、狼おおかみさん」

　興奮に息を荒げ、リカードに目を向ける狂戦士。その足下には大量の死体が散らばっており、どれも原形を留とどめていない酷ひどい有様だ。

　ただ、そんな生前の様子も曖あい昧まいな死体の山でも、一目でわかることがある。

「そっちとそっち、それからそこの。ワイらの仲間やなしに、お前の仲間やろ」

「あれえ、そうだったかなぁ？　目の前でちょろちょろされたもんだから、鬱うつ陶とうしくなってやっちゃったんだよねえ。そういうことって、あるじゃぁん？」

「普通にないやろ、一緒にすんな、どアホ」

　とぼけた返事をして、血ち濡ぬれの鉞まさかりを掲げるのは『皮被り』のディドリーだ。彼は四本の腕の一つで被る毛皮の位置を直し、ぎょろりとした目でリカードを睨にらむ。

「やっぱりねえ。あの子の狼さんって、君のことだったんだねえ」

「……アナ坊に好き勝手させたんはお前やな。酔すい狂きようっちゅーより、ただの馬鹿や。その結果が全滅寸前やなんて、体張って笑い取るにも限度があるやろ」

「そぉ？　僕としちゃぁ、狼さんと遊べればそれでいいかなぁってねえ」

　なるほど、完全に狂戦士の理屈だ。

　人格を考慮せず、腕だけでディドリーを雇やとった責任者の判断ミス──ここまで徹底して破は綻たんしているのは珍しいので、察しろという方が酷かもしれないが。

「リカード……」

　同行した副長に呼ばれて、リカードは大おお鉈なたでこことは別の戦場を示す。

「こいつをワイが押さえといたら、他の連中が押し負けることはないやろ」

「それは同じことが向こうにも言えるんだがな」

「うっさいわ。お前はとっとと他に回っとき。ワイが勝つように祈っとれ」

　不安げな副長を乱暴に追っ払い、リカードはディドリーと単独で向き合う。副長がいなくなるのを静かに待つディドリーに、意外さを感じて眉まゆを上げた。

「なんや、思うたより大人しいやんけ。狂犬やと思ったら躾しつけられとるんか」

「御ご馳ち走そうの前でお行儀悪くして、せっかくの味わいが鈍ったら損じゃない？　僕、ディドリー。おいしいものは最高の状態で味わいたい性格」

「さよか。ワイは殺し合いにうまいだのマズいだのの基準ないわ。──アナ坊に、なんぞ余計な真ま似ねはしとらんやろな」

「してた方が熱が入ったかぁい？」

「煮えた油にぶち込んだるところや、アホンダラ」

　互いの軽口が引き金になり、リカードは踏み込み一つでディドリーの懐ふところに飛び込む。迎え撃つディドリーは四本の鉞まさかりを、それぞれ異なる軌道から巨きよ軀くへ叩たたきつけてきた。

　風を巻き、リカードは低い姿勢で先行する鉞の一撃を回避、大おお鉈なたで後続二本の鉞を弾はじくと、最後の一発が届く前に前まえ蹴げりをお見舞い、『皮被り』を吹っ飛ばす。

「ごぉ、るぁぁぁ！」

　のけ反るディドリーの頭部へ、雄お叫たけびと共に大鉈の一撃が振り下ろされる。

　大岩さえ二つに割る鉄塊の一発を、ディドリーは頭上に掲げた二本の鉞で受け止めた。鋼はがねが嚙かみ合い、火花が飛び散る。そのまま力比べになるところへ、多た腕わん族の残る二本の腕が攻撃を放った。左右から迫る鉞を、リカードはとっさに胸当てで受け流す。

　胸骨が悲鳴を上げ、その下にある内臓まで衝しよう撃げきが抜ける。込み上げる血けつ塊かいを吐き、押し込んでくるディドリーの勢いを利用し、大きく後ろへ飛んだ。咳せき込こむ。

「かーっ、ぺっぺ！　クソ、おんどれやりよるやないかぁ！」

「狼おおかみさんこそさすがさすが。じゃぁ、そろそろ本気でやり合おっかぁ」

　血けつ痰たんと罵ば声せいを吐くリカードに、ディドリーは粘着質な満面の笑みで応答。その直後、その巨体が霞かすむように視界から消え、夜よ闇やみに四本腕の異い形ぎようが潜もぐった。

「あの図ずう体たいで、こうきよるんか！」

　予想外のディドリーの隠おん形ぎように、リカードは荒々しく言って闇に目を凝こらす。

　あの自己主張の激しい姿形で、こうまで見事に闇に潜るとは思わなかった。視界に狂戦士の姿はなく、濃密な血臭が嗅きゆう覚かくでもその足取りを追わせない。

　これを狙ねらって血の海にしたのだとしたら、思いの外、したたかな戦術眼だ。

「──っ」

　瞬間、風切り音に合わせて大鉈を振り上げ、快音、都合三発の衝撃を跳ね返した手て応ごたえが返る。巨大な鉞三本を一発で相そう殺さいしたのは、リカードの技量の賜たま物ものだ。

　だが、四発のいずれかが通れば、それはディドリーの戦術の方が上手なのだ。

「ぐぬ……っ」

　鉞の一撃が左肩に突き刺さり、針金めいた体毛と分厚い筋肉が断裂する。鮮血が噴き出し、痛みと怒りがリカードの喉のどの奥で爆発した。

「うはーぁ！　鉞一本じゃ斬きり飛ばせないねえ！」

　快かい哉さいを叫び、狂戦士は恐ろしく身軽に後方宙返りして夜闇へ戻っていく。草を踏む着地の音が聞こえず、夜へ潜る手際は野獣顔向けだ。

　その在り様、まさに悪夢のようだと言っていい。

　殺した相手の皮を被り、四本の腕で死をもたらす悪夢の化身、なかなか強烈だ。

「どぉ？　どぉどぉどぉ？　僕の踊り、堪たん能のうしてもらえてるかなぁ？」

　短く地面を蹴ける音と、粘ねばつくような声の発信源が一致しない。

　声と足音が独立する奇妙な歩法、隠おん形ぎようで目を、声で耳を、血で鼻を誤ご魔ま化かされ、リカードは闇やみに潜もぐる巨体を追跡する手段がない。

　遠ざかり、近付く。這はい回り、跳ね回る。右へ左へ、上へ下へ、次から次へと繰り出される変幻自在の鉞まさかり殺法に、リカードは徐々に負う傷を増やしていった。

　一撃の瞬間、殺気を頼りに攻撃を弾はじけても三発が限度、残る一本に体を削けずられ、首を刎はねられるのも時間の問題だ。

「クソ、だらぁ！　──ええやろ。お前の踊り、殺して中断させたるわ！」

　窮きゆう地ちを思わせぬ雄お叫たけびを上げ、リカードは大おお鉈なたを担かついで大きく飛びずさった。そのまま『猟犬』は廃屋を背にし、真まっ直すぐ正面を見据えて得物を構える。

　背後を壁とすれば、攻める方向は正面から真横までに限定できる。『いつ』『どこから』がわからないディドリーの、『どこから』だけは封じることが可能だ。

　そのリカードの戦闘判断に、しかし狂戦士は愉たのしげに喉のどを震わせた。

「うふふふふ！　だよねえ、そうくるよねえ！　でもねえ！」

「──っ！」

　次の瞬間、ディドリーの姿がリカードの正面に現れる。だが、出現した位置は互いの間合いのはるか外──ディドリーの狙ねらいは接近戦ではない。

　投じられた鉞が放物線を描き、死の円盤となってリカードへと押し寄せる。

　隠形を捉とらえ切れず、苦肉の策を選んだ敵を必殺するのがこの鉞の投とう擲てき──四方向から迫る同時攻撃に対応するには、それこそ四本の腕がなければ届かない。

「君を殺して、その毛皮をあの子に見せてあげるさぁ。どんな顔すると思うねえ？」

「────」

　陰いん惨さんに笑い、殺したあとの悪趣味な展望を語ったディドリー。その形相と内容に堪忍袋の緒が引き千切れ、リカードは口を開けた。

　──敵の必殺をねじ伏せるために、リカードもまた奥の手を切る。

「が──ぁぁぁ!!」

　牙きばの並ぶ大口を開けて、リカードは破壊の咆ほう哮こうを正面へと放った。

　大気が鳴動し、地面が音の震動にめくれ上がる。迫る鉞が凄すさまじい衝しよう撃げき波に吞のまれて吹き飛ばされ、音の衝撃波はディドリーを直撃、その巨体を鮮血で染める。

「あ、れえ？」

　予期せぬ攻撃に目を丸くし、ディドリーは血ち塗まみれの顔で首を傾かしげた。

「おお、あぁ!!」

　そこへリカードが一いつ気き呵か成せいに飛びかかり、肩に担ぐ大鉈が容よう赦しやなく振るわれる。

　一撃、それは狂戦士の太い首に突き刺さり、被った毛皮ごとディドリーの巨体を豪ごう快かいに吹き飛ばし、血の華が咲く。

「──ぉぁ」

　肉と骨のひしゃげる音が重なり、吹き飛ぶ狂戦士は地面に墜落する。

「さすがぁ……しび、れたねえ」

　へし折れた首で、ディドリーが笑みと共にこぼし、笑う息遣づかいを最後に沈黙する。




　──それが都市バナンに蔓延はびこった邪悪、『強盗商会』の最後だった。
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　事変の翌日、チュデン商会の商会長室にリカードたちの姿はあった。

　ソファに腰掛け、リョクチャを啜すするリカードは仕事の報告を終え、一息つく。

「ってなわけで、悪さしとった連中は根こそぎにしたった。アナ坊も回収して、こっちの損害は……まぁ、大したことないわ」

「そのようですわ。色々と、不測の事態は重なったようやったけど……」

　事の顚てん末まつを聞き終え、リカードの対面に座ったチュデンが深々と頷うなずく。その、イマイチ歯切れの悪い返答を受け、リカードは「なんや」と鼻面に皺しわを寄せた。

「濁した言い方するやないか。なんぞ、ワイに文句でも……」

「あるに決まっとるやないの！　オッチャンのせいで、ウチがどれだけ怖い思いしたと思うてるん？　減給や、減給！　チュデンさん、厳しくしたって！」

「ぐぬ……わ、悪かった言うとるやないか、アナ坊……」

　すぐ隣できゃんきゃん喚わめくアナスタシアに、リカードの表情が苦しげに曇くもる。チュデンも呆あきれた風に肩をすくめており、今回ばかりは素直に反省だった。

　アナスタシアの機転のおかげで、『強盗商会』の壊滅には見事に成功した。

　だが、その切っ掛け、アナスタシアが奴ど隷れい商に捕まった経緯──その内実を聞かされたリカードは、すっかり彼女に頭が上がらない状態になっていた。

　まさか、仏心を出した結果が仇あだになるとは思わなかった。今回のアナスタシアの窮きゆう地ちは全すべて、リカードの身から出た錆さびである。

「とはいえ、そのおかげでラズクルー商会は潰つぶせたわけやが……」

「反省！」

「はい、スンマセン！　二度と、こないなことがないよう努つとめます……」

　ぷりぷりと怒るアナスタシアに、リカードは耳をぺたりと折り曲げて謝罪する。と、そのやり取りを見ていたチュデンがたまらず噴き出した。

「あなた方はまったく……いやいや、わかりました。今回のこと、アナスタシアの大手柄としますわ。リカード殿に関しては、まぁ、手柄と失敗のとんとんってところで」

「ホント、甘いわぁ、チュデンさん。オッチャンがつけ上がってまうよ？」

「その分、アナスタシアが厳しく躾しつけてもらったらええですわ」

「あー、うん、わかりました。ウチ、厳しく躾しつけます！」

　チュデンから御免状をもらったような顔で、アナスタシアがリカードを横目にする。

　先々のことが不安になる目つきだが、同時にそれは『砦とりでを開放した』娘の目でもあるのだ。自分の見立ては正しかったと、リカードは誇らしくもあった。

「それにしても、アナスタシア、よぅ奴ど隷れい商と野盗を結び付けたもんでしたね。どこでそないなこと気付けたんですか。ぽろっと奴やつらがこぼすんを聞いたとか？」

「あー、えーと、そんな大したことやないですよ。あの人らのてっぺんの人がおったやないですか。あの人の、ジャラジャラしてた光り物に見覚えがあって」

「装そう飾しよく品ひんに、見覚えが？」

「オコマの最中に見た覚えがあるなぁって。で、それ商ってたお客さんって、確かオッチャンたちの話してた盗賊に襲われたって話やったと思うて。そしたら……オッチャンの探してる盗賊団が見つからんのは、そういうことなんかなぁって。元々、野盗にしては狙ねらうもんが売り逃げしにくくておかしないかなぁって思ってましたし」

「────」

　運が良かった、ぐらいの感覚で語るアナスタシアに、チュデンが息を吞のんだ。

　リカードも隣で、その突とつ飛ぴな発想の繫つなげ方に言葉もない。何より恐ろしいのは、その突飛な発想で正解を引いたこと以上に、その答えをリカードへ届けた方法だ。

「一緒に捕まったミミたち……あ、猫人の姉弟きようだいやったんですけど、お姉ちゃんが叩たたかれたときに、なんでか弟の方までほっぺた赤ぁなってて。たぶん、加護で繫がってるんやろなぁって。そしたら二人の他にもう一人、外にいるって話はしてたんよ」

「……その、もう一人の体に地図が浮かぶよう、一緒にいた子の体に傷の地図を？」

「ここでちらっと、地図が見れててよかったです。おかげでちゃんと描けましたから」

　一いち瞥べつしただけの地図を、あれだけ精確に描き写せたことはアナスタシアにとって大したことではない。運ばれる犬車の窓から空を見て、太陽の位置と高度、車輪の回転する回数から移動距離と位置を計測し、傷の地図に付け足していったことすらも。

　夜の野や営えい地ちに潜せん伏ぷく場所を特定した時点で、ディドリーという不確定要素を除けば傭よう兵へい団の勝利は確定していた。その全すべての立役者が、このアナスタシアなのだ。

「しかし、囚とらわれの犬車の中でよくもまぁ……」

「荷台でも、日が当たるところは壁が温かくなってたし、それにお昼の鐘が鳴ってからはずっと時間を数えててん。それなら地図の位置もばっちりやん？」

「お、おお、せやな……」

　リカードはおずおずと頷うなずく。確かに、一つずつなら大したことはないかもしれない。

　ただ、時間の計測に秒数を数えたり、太陽の位置と日差しの角度で方位を確かめたり、脱出の作戦を練り、記憶の中の地図を鮮明に人体に刻んだり、そういったことを同時並行では普通はできないのだ。それを全部、一人でやるのだから何というのか。

「やれやれ……本当にあなたは、想像以上や」

「──？」

　無邪気に首を傾かしげるアナスタシアに、チュデンはひどく満足げだ。少女の才覚に目をつけ、酒場の看板娘から商会に引き入れたのはこの男だ。投資した分を取り戻す働きと、自分の目が間違っていなかった確信に頰ほおが緩ゆるむのも仕方あるまい。

　ただ、リカードはチュデンの期待が危ういものではないかと危き惧ぐしてもいる。

　だから、殊こと更さらに大きい声を上げ、アナスタシアの頭を乱暴に撫なでた。

「ま、確かに想像以上は想像以上やったな。まさかアナ坊が、ワイが助けにいく前に敵の大将ぶっ潰つぶして、奴ど隷れい扱いとは恐れ入ったわ！」

「あ、あれは仕方なかったんよ！　外は危ない思うたから、中の安全確保せなあかんて思って……それに、奴隷商なんやから自業自得やんか。……もう！　髪が乱みだれる！」

　リカードが迎えにいったとき、アナスタシアは敵の頭目に奴隷用の首輪を嵌はめ、自分がやられたことを見事にやり返していた。奴隷商が奴隷の首輪を嵌められるなど、意趣返しにしてもこれ以上のことはない。

「ワイの首輪ぁの扱いは任すやなんて約束しとるが、早まったかもしれんわなぁ」

「馬鹿にせんといて。口約束でも死んでも守りますぅ。ホントなんてこと言うん！」

　顔を赤くして怒鳴るアナスタシアに、リカードは牙きばを見せて笑う。

　報告では省いたが、この分だと、迎えにきたリカードを見た途端、アナスタシアが大泣きして飛びついてきたことは内緒にした方がよさそうだ。

　そんな二人のやり取りに、チュデンはすっかり毒気の抜かれた顔だ。話の焦点がアナスタシアの功績から逸それた以上、ひとまず話は一区切りとすべきだろう。

「時に、その捕り物に協力してくれたいう子猫人の姉弟きようだいですが……どちらに？」

　最後に、これまで話題に上がっていたものの、姿形の見えない功労者のことをチュデンが尋ねてくる。これにリカードとアナスタシアは揃そろって難しい顔をした。

「それが、ようわからんのや。いっちゃん上のお姉ちゃんが治癒魔法で、弟二人の傷を治したのは間違いないんやけど……」

「セーギはみかえりをもとめないのだー！　なんて言うて、どっかにいってしもて」

「……なんです、それ？」

　チュデンの疑問はそのまま、リカードとアナスタシアも抱える疑問でもある。

『強盗商会』壊滅に多大な貢献をした三姉弟は、謝礼の品も言葉も求めず、姉が弟二人を抱えて颯さつ爽そうと朝日の中に消えていったのだ。いや、街の入口までは一緒に帰ってきたはずなので、おそらくバナンのどこかにいるはずだが。

「セーギの味方なんて……意味わかっとんのか、あのチビッ子らは」

「ちゃぁんとわかっとるよ、きっと。ウチがそのセーギとユーキに救われたんは本当のことやし……それにたぶん、またどっかで会えるわ」

　あれだけ騒がしい姉と弟たちだ。おそらく、探せば簡単に見つかるだろう。だが、アナスタシアが言いたいのはそういうことではないはずだ。

　リカードは腕を組み、はんなりと微笑ほほえむアナスタシアに「そうやな」とだけ応じた。

　それを見届け、アナスタシアはぐっと背伸びをする。そして、

「それじゃ、お休み余計に一日もらってもうたし、お仕事に戻ります」

「ちょ、待てや！　昨日の今日で、そんな元気……」

「ウチ、寝てただけやもん。オッチャンも、商会の用心棒ならきっちりお仕事！　もう今回みたいなポカ、したらあかんのやからね！」

　腕の毛を引っ張られ、リカードは小さな少女に尻を押されて部屋を追い出される。

　報告が済めば、酒でもかっくらって惰だ眠みんを貪むさぼる。そんなささやかな願いは、ひたすら元気な少女の耳にはちっとも届いてくれなくて。

「今回の大ポカでオッチャンの値段も下がったやろ？　これなら、ウチがオッチャンを買い取る日もきっとそう遠くないよ！」

　弾はじけるような笑顔で、堂々と人身売買を夢見る少女。

　その少女の笑顔に牙きばを抜かれた気分で、リカードは情けなく嘆息した。

　これが悪い気がしないのだから、日ひ和よったなどと言われるのも当然なのだろうなと。

　そんな感かん慨がいに、リカードは頭を搔かいて、アナスタシアの後ろへついていくのだった。





『陽光、水面みなもを照らして──』
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　それはとある日の昼下がり、突然の一言から始まった。




「──アル、妾わらわは退屈じゃ。何か面白いことを始めよ」

「おいおい、姫さんよ。そりゃ暴君もビックリな第一声だぜ。もうちっと、緩急つけてくんねぇとオレもついていけねぇよ。なんだって？」

「妾は退屈じゃ。何か面白いことを始めよ。できなくば、そっ首を叩たたき落とす」

「あれ!?　疑いの余地なく暴君じゃね？」

　くぐもった声で叫んで、両手を掲げて空を仰ぐ。

　バルコニーの鉄柵に背を預け、壮大な青空を眺ながめてみれば、風に流れる雲の速度が速い。明日の天気は崩くずれそうだなとぼんやり考え──直後、のけ反る顎あご先が強く押された。

「だっ！　わっ！　ぎゃー！」

　そのまま、支えるもののない体が鉄柵を支点に半回転。体が空に投げ出されかけて、とっさに右腕で何かを摑つかんだ。柔やわらかく、滑なめらかな感触を必死に手た繰ぐり寄せる。

「あぶ、あぶな、危ねぇ！　今、オレ、完全に生死の境さまよってた……」

「残念じゃが、その危機はまだ継続中……いいや、今の方が危ういぞ？」

「へ？」

　バルコニーの真下にある庭を眺ながめ、一息ついたところでそんな風に言われ、間抜けな声を上げながら視線を戻す。と、鉄柵を挟はさんで向こう側に、とっさに摑んだ白い腕──その腕の持ち主が、嗜し虐ぎやく的に微笑ほほえんでいるのが見えた。

　橙だいだい色いろの髪に、艶つやめいた肌を大胆に露出した紅あかのドレスを纏まとった少女だ。彼女は摑まれた左腕で軽々とこちらを支えたまま、その白しら魚うおのような指をこちらへ伸ばし、

「ひ、姫さん!?　姫さん！　もっと慈悲の心で一つどうか！」

「数秒とはいえ、妾わらわの玉のような肌に触れた光栄を抱いて、沈むがよい」

「ギャー！」

　無情な宣告と共に、右手の指が弾はじかれるように打ち出される。いわゆるデコピンと呼ばれる動作だが、その速度と威力が桁けた違ちがいだ。甲高い音が響き、衝しよう撃げきに弾かれる。

　真後ろに飛び、そのまま浮遊感に支配されて、上下逆さまになったまま──頭から水の中に叩たたき落とされ、水没する。

「い、い、い、今！　アル様がお池に落ちてきた気がしたであります！」

「おお、シュルト。良いところで顔を出した。ほれ、妾が紅茶を望んでおる。早々に準備せよ。貴様の仕事であるぞ。待たせるな」

「は、はい！　もちろんであります！　でも、アル様のことも困ったでありますー！」

　ごぼごぼと泡を立てながら、そこそこ深い水底に沈んでいく。遠く、少年の困ったような声と、それを肴さかなに高笑いする少女の笑声が聞こえて。

　──何やってんだかなぁ、オレは。

　そう思いながら、アルは水底を蹴けりつけて、力強く水面みなもに浮上していった。
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　親竜王国ルグニカ南西部、ここはライプ・バーリエル男だん爵しやくの治めるバーリエル男爵領だ。

　領主であるライプは、領民ことごとくに嫌われる圧政を布しいた人物であり、重税に過か剰じような労働を義務付け、一時、バーリエル領は王国の流る刑けい地ちとまで呼ばれていた。

　しかし、この数ヶ月、バーリエル領のそうした悪評は影を潜ひそめ、それどころか近年で最も領民と領主との関係が良好になったと噂うわさされている。

　それも全すべて、若く聡そう明めいで美しい女性を妻に娶めとったライプが心根を入れ替え、領民のために心を砕くようになった賜たま物もの──でないことは、領地の誰もが知っていた。

　変化があったのは領主の心根ではなく、領主そのもの。つまり、これまで領地の運営を行っていたライプが病やまいに倒れ、領主を代行する彼の妻の手腕のおかげだ。

　病床に臥ふしたライプに代わり、領地の命運は美しい女領主の手に委ゆだねられた。彼女の手腕はまさに神懸かり的なものであり、領民の心は一挙に彼女に奪われた。

　搾さく取しゆするばかりの前領主に代わって、領民に寄り添った治世を執とり行う女領主。その類たぐい稀まれなる高貴な美び貌ぼうに、領地を頻ひん繁ぱんに視察する気安さも手伝い、バーリエル領の領民たちは彼女の存在の虜とりことなった。

　それが『太陽姫』と、領民たちに声高に謳うたわれる慈悲深き女性の評判である。




「……その太陽姫が、従者を池に蹴けり落として溺でき死しさせようとしたなんて知れたら、領民連中がなんて思うかわかったもんじゃねぇな」

「人聞きの悪いことを口にするでない。そもそも、死人に口なし……貴様のような不審者同然のゴロツキと、美しい妾わらわの言い分、領民がどちらを信じると思う？」

「今の発言こそ最高に人聞き悪かったぜ、間違いなくな！」

　屋敷の庭園で、池のすぐ近くに胡坐あぐらを搔かきながら、アルは親指を立てて断言した。

　全身は池に浸つかってずぶ濡ぬれで、服どころか下着までびしょびしょだ。脱いだゾーリを日に当てながら、アルは上半身裸はだかになって、苦労しながら上着の水を絞る。

　顎あごに生地を挟はさみ、右手を使って強引に絞る。難なん儀ぎするのも当然、アルにはあるべき左腕がなく、隻せき腕わんなのだ。

「アル様、僕が絞るのであります！　任せてくださいであります！」

　苦心するアルを見かねて、そう声を上げたのはまだ幼い少年だ。十歳ほどの幼く愛らしい顔つきに、小さな執事服を着込んだ姿が背伸びしているようで微笑ほほえましい。

　ただし、そんな微笑ましさも──、

「やめよ、シュルト。水仕事などして、貴様の指が荒れでもしては困る。抱き心地が悪くなりでもしたら、即刻、妾の添い寝係から除名するぞ」

「わ、わ、わ！　プリシラ様、急に抱きしめられると驚くであります……っ」

　後ろから抱きしめられ、顔を赤くした少年──シュルトが途端に小さくなる。そうして恥はずかしげに抱かれる姿を見ると、先ほどまでの微笑ましい印象が一転、奇妙なほど背徳的な雰ふん囲い気きになるのだから不思議だ。

「なんじゃ、アル。間抜け面でボーっと見おって」

　そう言って、橙だいだい色いろの少女はシュルトを抱きしめたまま不敵に微笑む。

　それはまさに太陽──拝おがんだ人間の目が潰つぶされるほど、輝く美貌を持った人物だ。陽光に煌きらめく橙色の髪に、猛たけ々だけしく燃え盛る炎の瞳ひとみ。蠱こ惑わく的てきな魔性と、惜おし気げもなくさらされる嫣えん然ぜんとした肢し体たいは、見るものの心を男女問わず魅了する。

　紅あかのドレスが見映えに負けるほど、強烈な印象を誇る少女。彼女こそが、この領地を夫に代わって運営する太陽姫、プリシラ・バーリエルその人だ。

　そのプリシラの毒蛇のような眼光に、アルは嘆息を誤ご魔ま化かすように首を振った。

「あー、いや、おねショタっていいよねって再確認してただけ。ご馳ち走そう様です」

「またぞろ知らん言葉じゃな。それも、貴様の地元の大だい瀑ばく布ふ語とやらか」

「それな。あと、兜かぶとのあちこちが水没して前が見え難にくい。そんな感じよ」

　適当な理由を並べながら、アルは頭に手をやってカチカチと音を鳴らす。音の発生源は兜の継ぎ目、常に被ったままの黒い鉄てつ兜かぶとからだ。

　そのアルの仕草を見て、プリシラに抱かれたままのシュルトが目を見開く。

「兜！　アル様の兜が、このままでは錆さびてしまうであります！　兜がなくなったら、アル様は首なしになるであります！　怖いであります！　すぐ乾かわかすであります！」

「シュルトちゃんの誤解は可愛かわいいんだが、別にオレ、首から上が鉄製品になってるわけじゃねぇから首なしにはなんねぇよ？　それと、この兜、錆びる心配とかねぇし」

「え？　錆びないんでありますか？　首もある……ちょっと残念であります」

「シュルトちゃんの残念ポイントがわかんねぇなぁ」

　心なしか寂さびしげなシュルトに苦笑して、アルは兜を叩たたいて軽く水を落とす。

「この兜、特別製でな。結構、ちゃんとした所縁ゆかりのある代物なんだぜ？」

「ほう、それは初耳じゃな。どこで盗んだ？」

「なんで最初の選択肢が盗むなんだよ！　もっとオレを信じろよ！」

「それほどの代物、貴様の甲か斐い性しようで買えたとは思えん。どこで盗んだ？」

「昔いた剣けん奴どの闘技場ですー！　でも、別に盗んだわけじゃねぇから！　ただ、そっから逃げ出すときに、人の好いい兄ちゃんがくれたんだよ。闘技場に飾られてた兜だったんで、たぶん、そこそこちゃんとしたもんだと思うけどな」

　剣奴の単語が出た途端に、一瞬だけシュルトの横顔に痛ましげな色が過よぎる。ただ、同じ単語を聞いても顔色一つ変えないプリシラの態度が、アルには少し嬉うれしかった。

「ヴォラキアの剣奴だったはずじゃな。となれば、貴様の出所は剣奴孤島ギヌンハイブあたりか。その兜も、かの剣奴王所縁ゆかりの品、その複製品であろうよ」

「物知りな人間には隠し事もできねぇなぁ！　そうだよ、剣奴孤島でずーっと働かされてました。左手もぽろっと落っことしてきました。兜は退職金代わりだよ」

　つらつらと略歴を暴かれて、アルは半なかば拗すねながらそんな風に吐き捨てる。ともあれ、出所はともかく、兜が特別製なのは事実だ。外して乾かす必要はない。

「だから、そんな興味津々な顔しても無駄だぜ、シュルトちゃん」

「あ、その、別に気になってないであります！　男は顔じゃないであります！」

「フォローになってねぇな！　不必要に傷付いたわ！」

　慰なぐさめに失敗して、シュルトはがっくりと肩を落とした。その少年の頭を撫なでてやりながら、プリシラはアルを流し目にすると、

「なに、男の価値は顔だけで決まらんが、顔も価値基準の一つではある。シュルト、貴様もまず、容姿が愛らしいから妾わらわに気に入られたことを忘れるでないぞ。できる限り、成長するのは堪こらえるように。あと、ムダ毛が生えるのも許さん」

「せめて努力でどうにかなる範囲の命令にしてやってよ、姫さん」

「ど、努力するであります……！」

「ほら見ろ、シュルトちゃん素直だから信じちゃった」

　ぐっと拳こぶしを固めて宣言するシュルトに、アルは不ふ憫びんそうな目を向ける。が、プリシラのために励はげむのはシュルトの生いき甲が斐いのようなものだ。邪魔するのも野や暮ぼだろう。

　と、軽々しい発言で従者の努力の方向性を決めたプリシラは、そこで胸の谷間から扇子を抜く。いつ見ても大胆で眼福な隠し場所だが、彼女は扇子で口元を隠して、

「ふむ、せっかく紛まぎれた退屈が戻ってきたな。アル、そろそろ次の催もよおしをせよ。水で溺おぼれるのは楽しめた。次は……そうじゃな、火の上ででも踊るか？」

「おー、いいね。ちょうど服も乾かわかしたかったところって馬鹿！」

「一度は受け入れかけたくせに、何な故ぜ、急に正気に戻った。今のはなんじゃ」

「ノリ突っ込みだけど、説明させないで。心が削けずれる」

　寒々しさにアルが小さくなると、プリシラは途端に不機嫌に傾かたむき始める。猫のように気き紛まぐれだが、猫以上に残ざん酷こくなのがアルの主人のおっかないところだ。

　どうにか機嫌を取りたいところだが、何をしたものかとアルは首をひねる。

「貴様、妾わらわを楽しませる道どう化けとして、最低限の役目は常に意識しておけ。シュルトを見習うがよい。妾の言葉であれば、なんであれ遂行しようとする気構えがあるぞ」

「無む茶ちやぶりが過ぎる」

「そんなことはない。シュルト、妾の退屈の紛れる話をせよ。今、ここでじゃ」

「え!?　あ、はい、頑張るであります。えーと、えーと……」

　アルができない代わりに、プリシラに暴君されるシュルトが一生懸命に考え込む。さすがに良心が咎とがめ、アルはそれを止めようとしたが──、

「あ！　一個、思い出したであります！　さっき、女中さんが噂うわさしてたであります！」

　パッと顔を明るくして、シュルトは挙手しながら話しだした。

「なんでも、領地の南にある村で、最近、人が行方不明になる事件がたくさん起きてるらしいのであります！　村の近くに森があって、その泉に近付くと帰ってこられないらしいのであります！　『ラドリマの悪夢』の噂であります。ううー、怖いであります！」

「なんなの？　オレの首なし発言といい、シュルトちゃんはホロゥ話が好きなの？」

　少年の意外な趣味の発覚に、アルは苦笑しながら兜かぶとの隙すき間まの水を出す。そして、継ぎ目の金属を鳴らしながら、「なぁ、姫さん」とプリシラに振り返ると、

「南の村、『ラドリマの悪夢』、行方不明者の出る泉……とな」

　何やら物もの憂うげに呟つぶやくプリシラを見て、アルは嫌な予感を覚えた。

　そしてその予感は、アルがアクションを起こすより前に現実のものとなる。

「面白い」

　言って、扇子を閉じたプリシラはその先端をアルとシュルトの二人に向けて、

「退屈しのぎにはなろう。その事件とやら、妾の手で解決してくれようではないか！」

　と、厄やつ介かい事ごとに首を突っ込む気満々で、太陽のように晴れやかに笑ったのだった。
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　──バーリエル男だん爵しやく領南方の村、ラドリマはどこにでもある平凡な小村だ。

　王国の主要な街道から遠く、発展の兆きざしは今後も薄い。領内にいくつも点在する農村の一つに過ぎず、特産として花が少し有名な程度。村人たちは変化に乏とぼしい日々を望んで過ごしており、故ゆえに、この日のラドリマは滅多に起きない異変に騒然となっていた。

「……いや、だからオレは変装していこうぜって言ったじゃん」

「たわけたことを抜かすでない。何な故ぜ、妾わらわが変装などして人目を忍ぶ必要がある。妾に恥はじ入る理由など何一つない。この威光、凡俗共は存分に焼き付けるがいい」

「恥とかじゃなく、目立たないようにって話なんだけど……今さらすぎるわなぁ」

　うなじを指で搔かきながら、アルは周囲に浴びせられる視線に嘆息する。視線は突然の闖ちん入にゆう者しやに驚くラドリマの住人たちのもので、それも無理からぬ反応だろう。

　なにせ村に乗り付けた竜車がそもそも、金銀と宝飾を凝こらした成金趣味の塊なのだ。

　目にも鮮あざやかな黄金の竜車、おまけにそこから絶世の美少女が降り立ってくれば、何が起きるのかと村人が混乱するのも当然の話だった。

　なお、村人の驚きはアルの想像通り、大部分は竜車とプリシラに向いていたが、少なくない視線が奇き抜ばつな衣装の隻せき腕わん鉄てつ兜かぶとへ向けられていることに彼は気付いていなかった。

　目立つ、という意味では似たもの同士の主従だ。ともあれ、

「まず、捜査の基本は地道な聞き込みなんだが……」

「地道な捜査など妾には似合わん。早々に件くだんの泉とやらへ行くぞ」

「そう言い出すと思ったけど！　シュルトちゃん、姫さんの相手しててくんない？」

　地道、コツコツといった響きを非常に嫌う主人は、捜査の鉄則に従うつもりがまるでない。早くも待ちくたびれるプリシラを、アルは同行するシュルトに任せようとした。

　しかし、シュルトからの返事はない。振り返ると、少年執事は真剣な顔で大きな本に向かい、一心不乱に目を走らせていた。

「シュルトちゃん？」

「あう！　あ、ごめんなさいであります！　集中しすぎてしまったであります！」

「そりゃ職務怠たい慢まんだぜって責めるのは後回しにして、その本は？」

「プリシラ様がくださったのであります！　プリシラ様が退屈したとき、お話を覚えておくと役立つと……暗唱できるぐらい読み込むよう言われたであります」

　読み書きも覚えたばかりのシュルトは、大きな試練に頭から煙を噴いている。プリシラの気き紛まぐれと身勝手はいつものことだが、振り回されるシュルトは気の毒だ。

「姫さん、今度はシュルトちゃんに何を吹き込んでんだよ、可哀かわい想そうだろ」

「知識は人生を助ける。シュルトには学ぶべきことが多い。貴様の小さな物差しで勝手に測はかるでない。涙目で懸命なシュルトを愛めでたい気持ちは否定せんがな」

　扇子で口元を覆おおいながら、プリシラは集中するシュルトを横目にする。彼女の深しん謀ぼう、それを探り当てるのは至し難なんの業わざだ。本当にあるのかも含めて、の話だが。

「シュルトちゃんには強く生きてもらうとして、そろそろ村の連中の不安も限界だろ。いい加減、諸もろ々もろ、説明してやんねぇと」

「そのついでに地道な聞き込みか。まぁ、よかろう。シュルトの読書が終わるまでの間、特別に妾わらわが付き合ってやるぞ」

　怖々と切り出してみたアルに、プリシラは意外と素直に頷うなずいた。そのプリシラの気が変わる前に、アルはこちらを遠巻きにする人々に手を上げ、

「驚かせてすまねぇ。オレたちは怪しいもんじゃねぇんだ。そうは見えないかもしれねぇけど、調査団みたいなもんだと思ってくれや。最近、この村の近くで起きてる事件があるんだろ？　その調査にきたわけよ」

　たった三人の自分たちを示して、目的を説明するアルに村人たちは顔を見合わせた。

　正直、説得力は全くない。怪しくない発言も、女・子ども・鉄てつ兜かぶとの調査団も、疑問点が多すぎる。まず、聞き込みは難なん航こうするだろうとアルは構えていた。

　だが──、

「そちらの女性は……失礼かもしれませんが、太陽姫様ではありませんか？」

「お？」

　おずおずと前に出たのは、壮年に差し掛かる男だ。白髪まじりの短髪の男性は、村人の意見を代表するように、アルの隣のプリシラへ視線を向けている。

　その視線を受け、プリシラは「ふん」と小さく鼻を鳴らして、

「妾が自ら、そう名乗ったことは一度もない。だが、領内の凡俗らが妾をそう呼び慕したうのは事実よ。日輪の如ごとき高貴な美び貌ぼうを見れば、それも無理からぬことじゃがな」

「──おお、やはり！」

　いっそ気持ちのいい自意識過か剰じよう発言に、男は目を輝かせる。そして、男の驚きと感動は村の人間にも伝わり、彼らは一様にその場に膝ひざを突いた。

「わ、わざわざ、太陽姫様に足を運んでいただけるとは！　泉のことで、周囲の村には相談していたのですが……」

「巡り巡って妾の耳に届いた。こうして直々にきてやったのじゃ。よもや、すでに終わった話などと嘯うそぶいて、妾の足労を無駄にはすまいな？」

「は、ははぁ！」

　一瞬で村の総意を掌しよう握あくしたプリシラは、跪ひざまずく村人たちを満足げに眺ながめる。それから彼女は棒立ちのアルに振り返り、

「ほれ、何をしておるか、アル。地道な作業は貴様の仕事であろうに。妾はこうして妾の威光を振りかざす。その間に疾とく、己の役目を果たすがいい」

「いいんだけどよ。……なんか釈然としねぇわー」

　プリシラと行動していると、わりと真面目まじめに自分の方が間違っているのではないかと疑問に囚とらわれることがある。彼女の失敗、それを見たことがないからだろう。

「当然じゃな。なにせ、この世界は妾わらわにとって都合の良いようにできておる」

　お決まりの台詞せりふを言ってのけ、プリシラはアルの背中を高笑いで押した。

　その後、従順で協力的な村人たちのおかげで、聞き込みは実にスムーズに進んだ。

「村の傍そばに森があって、その中に泉がある。んで、この二ヶ月ばかり、泉に向かった人間が次々に行方不明になってると。最初は村の人間、次に探しにいった奴やつ、それから立ち寄った人間と、その後は……」

「妙な噂うわさが広がって、数日に一度、泉に近付いては行方知れずになるものが出る。──なんとも、珍ちん奇きで馬鹿げた話よの」

　村人から聞いた情報を端的にまとめて、その内容にプリシラが目を細める。ひどく退屈そうなプリシラの意見だが、アルもそれには同意見だ。

　まさしく、ミイラ取りがミイラになるを地で行く流れにしかなっていない。

「何度か村から捜そう索さく隊も出したんだが、結果は散々だったらしい。なんでも森の中に霧が出て、気付くと一人になってるんだと。どうにか帰ってくる奴もいるが、そのまま帰ってこない奴もいる。連続行方不明事件の完成ってわけだ」

「それだけで、こうも被害が連続する理由にはなるまいよ。危険な森に入る凡ぼん愚ぐは村の人間だけでなかろう。外の人間は何に釣られた？」

　さすがの目の付け所と、アルはプリシラの言葉に口笛を吹く。鳴らない。掠かすれた吐と息いきのような音に機嫌を損ねる前に、アルは「おほん」と咳せき払ばらいして、

「これが傑けつ作さくなんだよ。この泉だが、噂が広まる間に妙な尾おひれがついたらしい。泉に近付いて霧に吞のまれる。そして霧を抜けると……死者に会えるらしいとか」

「──ほう。死者に会える、か」

「死後の世界に繫つながってるやらって話もあるみてぇだが、どっちにせよくだらねぇ噂だ。ただ、思いの外、その噂に騙だまされる奴は尽きねぇらしい。今はまだ十数人って被害規模だが、もっとでかくなったら大事件になるかもな」

　諸悪の根源、噂の原因を早めに片付けなければ、国が動く事態になりかねない。そうなれば問題は解決しても、領主としてのプリシラの能力は疑われることになる。

　王選を控ひかえた身として、そんな事態は避さけたい。そういう側面から考えれば、この事件の噂を拾ってきたシュルトは大正解だ。おかげで手が打てる。

「どうするよ、姫さん。適当に調査団を編成して、問題を潰つぶすってのも手だが……」

「無論、このまま森に入り、その泉とやらの現物を確かめる。手の打てる問題であれば、妾の手ずから始末をつける。異論はあるまいな？」

「マジか？　森に入るって、姫さんが？　虫とか出るかもよ？」

「たわけ。それが手を引く理由になるか。第一、妾の威光は虫など寄せ付けぬ」

　噓うそとも言い切れない断言をしつつ、プリシラは森に入る気満々の様子だ。

　それは問題をいち早く解決するため、などと殊しゆ勝しような考えではあるまい。ただ、やけに問題解決に積極的だなとアルは思った。彼女らしくもなく、肩入れしている。

　しかし、アルの驚きの程度は、プリシラの方針を聞きつけた村人たちほどではない。

　まさか領主代行のプリシラが直接、森に乗り込むなどとは彼らにとっては天地がひっくり返るような驚きだ。大おお慌あわてし、泡を食って止めようとしてくる。

「た、太陽姫様にそんな危険なことは！　どうしてもいくとおっしゃられるのでしたら、我々もいきます！　村人総出でお手伝いを……」

「待て待て待て待て！　心配な気持ちはわかっけど、村人総出!?　馬鹿言え、そんな大勢でこられちゃ身動きできねぇよ！」

　いきり立つ村長にアルは慌てるが、どうやら彼一人の妄言ではなく、村人たちは本気でプリシラに付き従う面構えだ。村長は拳こぶしを握にぎり、声を震わせる。

「以前の、領主様の時代は地獄でした。その領主様に代わり、今、領地をまとめてくださっている太陽姫様へのご恩は言葉にできません。せめて、肉の盾に！」

「うむうむ、悪くない心掛けよ。貴様ら凡俗にしては上出来である。努ゆめ々ゆめ、今後も妾わらわに尽くす忠節を忘れるでないぞ」

「言ってる場合!?」

　プリシラは上機嫌だが、戦力にならない足手まといを山ほど連れていっても仕方ない。

　アルは何とか言葉を尽くし、村人たちに助力を辞退させようと苦心する。

「あんたらの気持ちはすげぇありがたいが、肉の盾の過か剰じよう積載に意味なんてない。ここは大人しく、吉報を待っててもらうのを太陽姫様もお望みだ」

「ずいぶんと都合いい曲解じゃな」

「太陽姫様はお前たち領民の無事をお望みだ！　うははーい、太陽姫バンザーイ！」

「ば、バンザーイ──!!」

　ヤケクソ気味にアルが万歳すると、村人たちもそれにつられて声を上げた。強引にも程がある展開だが、ひとまず村人の献けん身しんにはストップがかけられたはずだ。

　あとは彼らが正気に戻る前に、とっととこの場を立ち去るだけ。

「いこうぜ、姫さん。人生は有限、可能性は無限大。希望の明日へレッツゴーだ」

「む、れっつごーか。それも新しい大だい瀑ばく布ふ語じゃな。気に入った」

　プリシラの手を軽く引くと、彼女はそれに怒らず素直についてくる。その後ろに、いまだに本と格闘するシュルトがパンクしそうな顔でトコトコ続いた。

「では、早々にこの事態を収拾する。そら、れっつごーじゃ」

　上機嫌に、プリシラがさっそく覚えたての言葉を使って竜車を出発させる。

　そんな三人の乗り込む黄金の竜車を、村人たちは万ばん歳ざい三さん唱しようで見送っていたのだった。
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　問題の泉がある森は、どこか人の立ち入りを拒む独特の雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　これが泉の問題が発生してからのものなのか、この森独特の先天的なものなのか、いずれにせよ、何か悪いものが森に蔓まん延えんしていることは間違いないだろう。

「まぁ、それも無視して堂々と踏み入ってるわけだが」

　地面の草を踏み、生い茂る木々に目を凝こらしながら、アルは淡々とそうぼやいた。

　ラドリマを発たって数十分、一行は目的の森に到着し、すでに草を踏み荒らしながら調査を始めていた。無論、竜車は乗り入れられないため、中の調査は徒歩頼りだ。

　先頭を歩くアルが、得物である青せい龍りゆう刀とうで草木を払って道を作る。しっかりとゾーリで踏み固めた地面を、後続の二人が続く形の行軍だ。それにしても、

「シュルトちゃんは御ぎよ者しやと一緒に、竜車に残してきてもよかったんじゃね？」

　首だけで振り向き、アルは後続の二人──踵かかとの高い靴くつで躊ちゆう躇ちよなく森を進むプリシラと、彼女と腕を組みながらおっかなびっくりついてくるシュルトに声をかける。

　その言葉にシュルトは申し訳なさそうだが、プリシラは逆にアルを睨にらみつけて、

「たわけ。ここで竜車に残せば、何のためにシュルトを連れてきたのかわからん。暗がりで妾わらわと二人きりになりたいのはわかるが、下半身でモノを考えすぎじゃ」

「そんな邪よこしまな考えの提案じゃねぇよ！　もっと純粋な上半身の考え！」

「だ、大丈夫であります！　プリシラ様にもアル様にも、ご迷惑にならないように頑張るでありま……あ！　転ぶであります！　むん！　耐えたであります！」

「ふむ、偉いぞ、シュルト。褒ほめてつかわす」

　提案を無む下げにされるアルと違い、転びかけたシュルトはプリシラに褒められて嬉うれしそうな顔だ。羨うらやましくはない。たぶん、メイビー。

　そんなことより、遅々とした行軍と緊張感の方がアルにとっては大問題だ。泉の騒動があまり興味を引かないのに、こうもちまちまとしていてはストレスが溜たまる。

「いっそ、森に火でも放った方が泉も焼けて手っ取り早いんじゃねぇの？」

「いつにも増してたわけた発言が多いぞ、アル。第一、そのような手段で事を収めてなんとする。それは負けたも同然じゃ」

「勝ち負けの問題なのかよ」

「何事も、己がそうと思えばそうなる。それに気付かず負け続けるから、敗北者は戦う前から負け犬根性が染みついておるのよ」

　苛か烈れつに言い切り、プリシラは「そもそも」と腕を組んだ。

「妾も火は好きじゃ。物を燃やすのはてんしょんが上がる。じゃが、泉に人が近付くのを理由に森を焼くなど、炎の理由としては下げ賎せん極まる。馬鹿馬鹿しい」

「姫さんの拘こだわりの方がわかんねぇよ。……けど、了解しやしたぁ。続けまーす」

　逆らうだけ無駄と早々に割り切り、アルは青龍刀で道を作るのに専念する。道なき道を行く行こう程ていだ。行方不明者が多発するのも頷うなずける密林具合だが、これではかえって、泉と無関係に遭難者が出ているのではないかと疑問になる。

　さほど大きくない森、わざわざ入る理由もない場所だ。道ができる前提も満みたされていないのだから、それも当然という話だが。

「森の泉に誘われて、か。なんとも、陳ちん腐ぷな話よの」

　森を切り開くアルの背後で、プリシラが退屈を嚙かみ殺す声こわ音ねでそう言った。それを耳に入れながら、アルは「そうさな」と同意して、

「最初に行方不明になった奴やつは、森で綺き麗れいな光が踊るのを見たとかなんとか。それに誘われてふらふらと……で、今じゃ死人に会いたい奴らが次々に泉に吞のまれるわけだ」

「死者に会いたがる。──ますます、陳腐な話に成り下がる」

　そのプリシラの言葉にアルは違和感を覚えた。退屈、怒り、不服、上機嫌、喜き悦えつ、プリシラの気き紛まぐれさは捉とらえどころがないが、そのいずれとも今の呟つぶやきは違っていた。

　それはまるで、羨せん望ぼうや嫉しつ妬とに近いものだったように思えて。

「……姫さんは、会いたい死者とかいねぇの？」

「心当たりはないな。最近、妾わらわの身近で死んだのは愛する夫ぐらいのものじゃ」

「まだ死んでねぇよ。対外的には療りよう養よう中」

「シモの世話まで人任せじゃぞ。死んだも同然であろうに」

　嫌悪感を隠さないプリシラの態度に、先ほどまでの奇妙な兆きざしは見当たらない。アルはそれを無視して肩をすくめると、黙り込んだシュルトの方を見た。

　今の話題はひょっとすると、まだ幼い彼にはキツイものだったかもしれない。案の定、シュルトは話題に上がった人物、それを思い出したように青い顔をした。

「旦だん那な様さまは……悪いお人だったであります、よね？」

「正義の反対はまた別の正義である、なんて至言があっけど、お世辞にもライプの旦那は正義とは言えねぇわな。完全に悪人だよ。オレらが正義でもねぇけど」

　プリシラの夫であり、本来のバーリエル領の領主であったライプ・バーリエルは、プリシラを傀かい儡らいに王国の実権を握にぎろうと目もく論ろんでいた。もっとも、その狙ねらいはアルとシュルトによって砕かれ、その精神もすでに崩ほう壊かい、廃人になってしまったのだが。

「ああなって喜ぶ人間が多かった。それは姫さんの人気が証明してる。哀れだがね」

「でも、僕は……せめて、旦那様の魂たましいの安らぎを祈るであります」

「だから死んでねぇって……」

　そう言おうとしたが、真剣な顔で両手を重ねるシュルトの姿に声は中断する。誰か一人ぐらいは、真面目まじめにライプを悼いたんでもいい。来世、少しでもマシになるように。

「ええい、やめよやめよ。あんな老骨のために祈るなど、時間の無駄じゃ」

　しかし、アルは見逃したその祈りが、プリシラはお気に召さなかったらしい。彼女は不機嫌に目尻をつり上げると、腕に摑つかまるシュルトの頭を揺らして、

「そのような些さ事じにかまける暇ひまがあれば、先の本でもそらんじておれ」

「え、あ、はいであります。そらんじるであります！　ええと、最初は……」

「純朴な子をイジメてやんなよ……」

　大人げない態度に言及するが、シュルトは祈りをやめて暗唱に入った。ライプ哀れ、と内心で合掌しつつ、アルは正面、一際太い枝に剣を打ち込み、落とす。

「時に、アル。貴様、やけに死者との再会に否定的じゃな」

「あるわけねぇからな。死んだら終わりだ。死人には会えねぇ。会おうとするのもいけねぇ。それは、不幸になるだけだ。姫さんだって同意見だろ？」

　木々の間隔が狭い。枝に切れ目を入れ、蹴けり込む。一撃で折れない。二発目、硬い。

「結論は似通っても、妾わらわと貴様とでは過程が違う。死者に会えない、確かにそうじゃ」

「────」

　三発目、鈍い音がして木が倒れる。脛すねで持ち上げてどかし、道を作って──、

「それとも貴様──会いたくない死者でもいるのか？」

　耳じ朶だを打った言葉に歯は嚙がみして、力みすぎた足が倒木を撥はね飛ばす。乱雑に転がる倒木が枝葉を揺らし、アルは長く息を吐いた。

　本当にずけずけと容よう赦しやなく、他人の心を踏み荒らしてくれる少女だ。

「あのな、姫さん。そんなシリアスな話をオレがするとでも……」

　無理やり心臓を落ち着かせ、アルは飄ひよう々ひようとした態度を装よそおいながら振り返った。しかし、その言葉はプリシラには届かなかった。プリシラだけではない、シュルトにも。

「────」

　霧が出ていた。そして、アルはいつの間にか一人きりになっていた。





　　　　　５






　周囲を見回す。いつの間にか、視界は白く覆おおわれ、森かどうかも曖あい昧まいな世界だ。すぐ傍かたわらにいたはずの二人の気配が感じられず、アルは青せい龍りゆう刀とうで自分の肩を叩たたいた。

「マジかよ。聞いてた通りの展開じゃねぇか」

　半信半疑、眉まゆ唾つば同然に思っていた村人の証言、それが現実のものとなっていた。

　泉の森に入れば霧に捕まり、一人きりで取り残される。どうにか霧を抜けて戻ってくるものもいるが、運が悪ければ泉に引き込まれ──、

「死人に会える、ってか。残念ながら嬉うれしくねぇなぁ」

　人によってはそれこそ、行方不明になるリスクを冒おかす価値があるのかもしれないが、アルにとって死者との再会は薄気味悪いだけだ。

「んなことより、霧に紛まぎれて姫さんにラッキースケベできた方が嬉しいね」

　神秘より下心を優先して、アルは青龍刀を伸ばして霧を搔かく。剣先は何にも触れず、あれだけ密集していた木々はどこにも感じられない。不自然だ。

　遭難した場合のセオリーに従えば、できるだけ動かないのが得策だ。が、アルの同行者である二人は、それぞれ型破りと無知が理由でそれを守りそうにない。

「探しにいく、っきゃねぇかぁ……勘かん弁べんしてくれよ」

　能動的に動かざるを得ない事態に、アルは嘆息してゆっくりと霧に踏み出していく。

　霧が不吉の象しよう徴ちようとされるのは、この世界ではどこでも通用する概念だ。この霧は本来、凶兆とされる霧とは違うものだが、それでも不気味さは拭ぬぐえない。

　触れた感触すらある濃霧を搔かき、合流を求めて耳を澄すませる。こちらから呼びかけるのは躊躇ためらわれた。理由は勘だ。何か、嫌な予感がする。その予感は──、

「──誰だ？」

　霧の先から息遣づかいがして、アルは警戒に足を止めた。兜かぶとの内側、鼓こ膜まくを震わせたのは他者の息遣いだが、それはプリシラともシュルトとも思えない低いものだった。

　明らかに男のものだ。連れに該当者はいない。緊張が高まり、アルは身構える。

「────」

　正面、微かすかな足音が近付いてくる。こちらへ向かって迷いなく。

　よもや、本当に死者がこの場に──。

「──見つけたぞ、裏切り者めが」

「────」

　戦せん慄りつするアルの目の前、霧を破って現れたのはたくましい体格をした老齢の男だ。仕立てのいい服に、野心で濁った目つきをした白髪の老人。

　それはアルにとって見覚えのある人物だ。男は憎悪に滾たぎる瞳ひとみをアルに向け、

「貴様が……」

「だからまだ死んでねぇっつの!!」

　その怒りが吐き出される前に、アルの斬ざん撃げきが老人を斜めにぶった斬ぎる。

「────」

　突然の凶行に反応できず、老人は一撃をまともに浴びた。そして、そのまま背後に倒れる老人の体は文字通り霧む散さん、霧に溶けて跡形もなく消失する。

　それを見届け、アルは鼻息も荒く青せい龍りゆう刀とうを持ち上げた。刃に血けつ痕こんはどこにもない。

「やっぱり眉まゆ唾つばじゃねぇか！　せめて死人を持ってこい、死人を！」

　話題になったばかりの老人、しかも生者の出現に、アルは適当極まる超常現象への怒りを露あらわにする。いくらなんでも、即物的すぎる展開だ。

　そのアルの意見を酌くんだわけではないだろうが、怒鳴り散らす彼の周囲に、偽ライプの消失と入れ替わりに複数の影が浮かび上がる。

　全身甲かつ冑ちゆうの大男、長い刀剣を握にぎった黒装束、拳こぶしに刃やいばが一体化した半裸の小男、他にも複数、いずれもアルには見覚えのある顔ぶれだ。思わずため息が出る。

「剣けん奴ど仲間大集合はいいけど、なんなの？　お前らオレの知らない間に死んだの？」

「────」

　返事はない。代わりに、黒装束の得物が横一線に打ち込まれた。

　懐ふところに飛び込み、銀ぎん閃せんを屈かがんで避さける。幾千、幾万と挑いどんだ一撃だ。何がくるのかは体が覚えている。初撃に続く膝ひざに剣撃を合わせ、バランスを崩くずすところを串くし刺ざしにする。

　甲冑の大男は大技の前に腕を上げる癖くせがある。小男は死ぬ気で突っ込まれると被害を恐れて距離を置く。変わっていない。むしろ劣化している。

「再現度が低い──！」

　腕を上げた大男の胴体を薙なぎ、接近を嫌った小男が下がるところへ青せい龍りゆう刀とうを投げた。致ち命めい傷しようから血ではなく、霧を噴いて古ふる馴な染じみの偽にせ物ものが消える。

　次に現れたのは剣けん奴どではない。しかし見知った顔だ。感謝を込め、剣を振る。

「餞せん別べつの兜かぶと、ありがとやんした!!」

　闘技場から逃げるとき、餞はなむけに鉄てつ兜かぶとをくれた門兵の首を斬きり払う。下げ卑びた笑みが霧に溶けるのを見届けて、アルは第二陣を退しりぞけたことを確認する。

「後味悪いことさせやがって……そもそも、オレが逃げたときはまだ全員生きてたってんだよ。あ、ガジートだけはオレが殺してたか」

　再現したのとそっくりそのまま、腹を串くし刺ざしにして死なせていたはずだ。となれば、死者との再会に間違いなかったと言えるのだろうか。

「詐さ欺ぎ臭くせぇ……大体、会いたい相手が選べないんじゃ話にならねぇよ」

　手当たり次第に関係死者を呼ばれては、会いにきた側も困惑する一方だ。そもそも、死んでいない人間まで現れるのだから、前提条件が破は綻たんしている。

「しかし、順当に噂うわさを消化してんな、オレ。このままだと次は死後の世界か？」

　その場合、行方不明者のリストにアルも加わることが予想される。条件は今の霧に殺されていた場合か、あるいはまた別の異変が起こるのか。

「などと言ってる間に、第三陣……」

　うんざりしながら剣を構えると、アルの視界で霧が異様に蠢うごめいている。無音で渦巻く霧は次第に形を編み、徐々にその場に新しい存在を形成しつつあった。

　もういい加減、誰がきても驚きに値しない。──そう考えていた。だが、

「────」

　白い霧を編んで生まれたはずの存在は、しかし視界を埋め尽くすほどに黒かった。

　闇やみ色いろに覆おおわれる細い肢し体たい、渦巻く霧は猛然と膨ふくれ上がる漆しつ黒こくの影に吞のまれ、その原形を見失って世界があっさりと塗ぬり替えられる。

　──そこに再現されたのは、あってはならない禁きん忌きの存在そのものだ。

「──ぁ」

　掠かすれた息が漏れて、アルは自分がこれ以上ないほどに射い竦すくめられたことを自覚した。

　この霧が、死者やら生者やらを問わず、相手に所縁ゆかりのある人間を再現していたことには気付いていた。しかし、これはない。これは反則だ。

　これをやるのは、生死を超越して、ありとあらゆる全すべてに対する冒ぼう瀆とくだ。

「あ、あああああ──!!」

　どろりとした怒りが噴出し、アルは激情のままに声を上げる。

　その声が生み出す奮ふん起きに従って地面を蹴けり、持てる力の限りで目の前の影を叩たたき斬る。そうしなければならない。

　なのに、気迫を込めた叫びは裏返り、踏み込むはずの足は震え、影に叩たたきつけるはずの剣はほどけた指から地面に滑すべり落ちていた。

　動けない。動けていない。動くことなどできない。だって、無理だったから。

　幾千、幾万、幾億、無理だったから。──今だって、無理に決まっている。

「────」

　カタカタと歯が鳴り、アルの膝ひざは今にもその場に崩くずれ落ちそうだ。

　そんなアルを前に、影はゆっくりと前に進み出る。黒に覆おおわれた人影は、その闇やみ色いろと同じドレスを着ていた。ドレスの裾すそが影に揺らめき、細い腕が真まっ直すぐ持ち上がる。

　細くしなやかな指の一本一本が見えた。それは棒立ちのアルの首へ、静かに、優しく、愛いとおしむように迫ってくる。

　触れられれば、楽になる。楽にされる。だから──、

「────」

　ふいの恐怖に腰が抜けて、アルはその場に尻しり餅もちをついていた。ただ、無意識の硬直はそれで剝はがれる。どうにか後ずさり、距離を取ろうとした。

「や、めろ。オレ、は……オレは……！」

「────」

　声がひび割れ、叫びは形にならない。影はこちらの拒きよ絶ぜつを意に介さず、広がった分の距離を縮ちぢめて、なおも触れようと歩み寄る。












　そのまま、アルは絶望的な悲鳴を上げそうになって──、

「え？」

　次の瞬間、影の胸を背後から、紅あかに輝く宝剣が貫つらぬいていた。

　その光景にアルは呆あつ気けに取られ、直後に光が生まれる。赤と白の光が交互に膨ふくれ上がり、霧でできた影は瞬間的に燃え上がった。全身、余すところなく炎に包まれる。

「──他た愛あいない。所しよ詮せん、まやかしなどこの程度のものよ」

　紅に蒸発する霧、その向こう側から退屈そうな少女の声が届いた。アルと炎を挟はさんで立つのは、真紅の剣を片手に握にぎったプリシラだ。

　その宝剣の力が、霧が編んだ影の存在を焼き尽くした。アルの前で、あの影を。

「よ、くも……」

「────」

「なんてことしてくれんだ。オレの前で、よくも……だもれすくっ!?」

「やかましい。妾わらわに筋違いの怒りを向けるな、凡ぼん愚ぐが」

　歯は軋ぎしりし、怒りに震えるアルの横っ面を、プリシラは容よう赦しやなく剣で殴なぐりつけた。その一発にひっくり返り、アルは衝しよう撃げきに目を白黒させる。

「あ、か……ひ、姫さ……うお！　熱い！　ぎゃああ！　火、火がぁ！」

「無礼の仕置きじゃ。陽剣の火で、少し禿はげて反省せよ」

　無情なプリシラの罰を受け、アルの鉄てつ兜かぶとの一部が燃える。必死に地面を転がって消火しようと試こころみ、ようやく鎮ちん火かに至ってアルはだらしなくへたり込んだ。

　そのアルを見下ろし、陽剣を地に突き刺したプリシラは鼻を鳴らす。

「しがらみの多いものほど、この手の魔に魅み入いられる。興味がないなどと嘯うそぶくものほどこの様よ。実に無ぶ様ざま、実に滑こつ稽けいじゃな」

「ひ、姫さん、姫さんは本物？　偽にせ物ものじゃないよね？」

「いつものように踏まれれば、その快感で思い出すか？」

「再現度高ぇ！　本物の姫さんだ！」

　残ざん酷こくに首を傾かしげる美び貌ぼうを見上げ、アルは自分が正気の世界に戻ったと安あん堵どする。

　直前の出来事、再現された恐怖の影響は残っているが、霧に溶けた今となっては偽物だったのだと自分に言い聞かせられる。問題はない。ないはずだ。

　今はまず、合流できたこととお互いの無事を喜べばいい。

「姫さんはなんともねぇの？」

「こんな程度の低い魔に、妾が魅入られるはずなどあるまい。貴様はその場を余計に動くな。じきに霧は晴れる。シュルトが晴らすはずじゃ」

「シュルトちゃんが？　なんで？」

「解法は教えた。シュルトが底抜けに愚かでなければ問題はない」

　この場にいない少年執事をさして、迷いなく言い切ったプリシラにアルは困惑する。しかし、アルの困惑は言葉ではなく、結果によって解きほぐされた。

「────」

　ぐにゃり、そう形容するしかないほど明確に、アルの視界が大きく歪ゆがんだ。

　歪わい曲きよくする世界、歪んでいくのは景色だけで、腕を組むプリシラはそのままだ。彼女とアルを無事に残したまま、世界だけが大きく歪み、ねじれ、破られていく。そして、次第に霧は乱雑にちぎれてバラバラになり──、

「マジか」

　瞬まばたきの直後、あれだけ大量に存在した霧が綺き麗れいさっぱり消えてなくなり、アルたちの姿は森の中──それも、泉の畔ほとりにある草むらの上に移動していた。

　呆ぼう然ぜんとなるアルの目前に、さほど大きくない泉が広がっている。透き通った泉には無数の水草が浮いており、ちらほらと風に花弁が揺れているのがわかった。

　そして、その泉の真ん中に、腰まで水に浸つかった少年が両手を上げて立っている。

「シュルトちゃん!?　何やってんだ!?」

「シュルトが泉を取り巻く魔を払った。霧を生み、迷い込んだ人間を惑わせ、心を虜とりこにして泉に沈める。そんな醜悪な魔性の、な」

　驚くアルにそう言って、プリシラは不機嫌な顔で泉を睨にらみつけている。そんな二人の存在に気付いて、シュルトはパッと顔を明るくしてこちらへ向かってきた。

「ぷ、プリシラ様！　アル様！　ちゃんと見つけたであります！　水鏡、プリシラ様に教わった通りに水に沈んでいたであります！」

「姫さんが教えた通りって……」

「いただいた本、おとぎ話に書いてあった通りであります！」

　水を搔かいて渡ってくるシュルトの言葉に、アルは本のことを思い出して絶句する。シュルトに覚えるまで読ませ、森の中でも暗唱させていた本、その内容が──、

「泉に湖、水辺の近くではこの手の逸いつ話わに事欠かん。とかく、水の流れが溜たまる場所にはマナも溜まりやすい。自然、こうした現象を引き起こすことも稀まれにある」

「水辺の水すい妖よう、ホロゥに惑わされないための秘密が書かれていたであります！」

「面白おかしく、子どもに読み聞かせるためのおとぎ話よ」

　事もなげにプリシラは片目をつむるが、アルの衝しよう撃げきは冷めやらない。つまりプリシラは噂うわさの片へん鱗りんを聞いた時点で、泉の真相に気付いていたことになる。

「プリシラ様、水鏡であります。割って、霧が消えたのであります」

　泉を飛び出すシュルトが、濡ぬれた体のままプリシラの前に駆け寄った。少年は手にしていた、微かすかに白い透明の結晶を差し出す。それが水鏡なのだろう。

「よくやった。褒ほめてつかわす」

「ありがとうございますであります！　お役に立てて嬉うれしいのであります！」

　水鏡を受け取って、顎あごを引くプリシラにシュルトは満面の笑みだ。その二人のやり取りを後ろから眺ながめていたアルは、バツの悪い気分のままうなじを搔いた。

「んじゃ、これで一件落着ってこと？　事件は溜まったマナが悪さしてたと」

「──と、無能であれば決めつけて帰ったかもしれんな」

　酷こく薄はくな発言に殺気を感じて、アルとシュルトは揃そろって目を剝むく。直後、プリシラの手の中で水鏡が燃え上がった。透明なマナの塊が火に炙あぶられ、そして──、

『──ッッッ』

　水鏡が突然に形を変え、プリシラの手から飛び上がる。四枚の羽根、小さな青い体、ぎょろりとした複眼──それは人の体に、虫の羽根と頭を持った異い形ぎようの存在だ。

　異形は甲高い悲鳴を上げ、その場から逃げ去ろうとした。

　しかし──、

「──妾わらわが容易たやすく逃がすと思うか？　邪精が」

　翻ひるがえる陽剣の先端が小さな異形の羽を落とし、胴を串くし刺ざしにして地面に縫ぬい付ける。昆虫標本のように地に留められ、異形は手足をばたつかせて必死にもがいた。

『──ッッッ』

「ぴいぴいと囀さえずるな。見た目の醜悪さと相まって、貴様の存在に反へ吐どが出る」

　プリシラは忌いま々いましげに剣を捻ひねり、異形にさらなる悲鳴を上げさせる。その光景を目の当たりにして、シュルトは腰を抜かし、アルは大きく息を吞のんだ。

「姫さん、そいつは精霊……か？」

「見ての通りじゃ。大方、水鏡が自然に生まれたものと偽装して、妾たちをやり過ごそうとしたのであろう。その小こ癪しやくさも、妾を見くびったことも、万死に値する」

「邪精霊ってやつか。初めて見たぜ……」

　プリシラの陽剣に串刺しにされ、必死に喘あえぐ精霊──邪精霊にアルは顔をしかめる。

　邪精霊とは精霊の一種で、厳密な意味での違いはない。ただ、人や動物に害意を抱く精霊として、その呼び名が広まっただけの存在だ。元来、精霊はマナを依より代しろにした超自然的な生命であり、物質的な世界の善悪にはほとんど囚とらわれない。

　しかし、ごく稀まれにだが、この精霊のように明らかに悪意を持った存在が生まれる。それら人類への害敵、魔獣と同様の存在が邪精霊、そう呼ばれるのだ。

「水鏡の力で人間を呼び寄せ、泉に沈めてオドを吸い尽くす。その手口で力を蓄たくわえておったのじゃろうよ。まるで食虫花のような習性じゃな」

　繰り返し繰り返し、行方不明になる人々はここで邪精霊の毒どく牙がにかかったのか。

　死者に会いたいと望み、一いち縷るの願いを託した人々は霧の中、会いたい人間との再会を果たして死んだのであればまだいい。だが、願い空むなしく食い殺されたのなら──。

「プリシラ様、この邪精霊……？　どうするのでありますか？」

「当然、処分する。妾の領地でこの蛮ばん行こう、何度殺しても贖あがないにはならぬ。だが、妾は慈悲深く寛大よ。──万死に値するところ、一度で済ませてやるのだから」

　悲痛な苦鳴をこぼす邪精霊に、まだ幼いシュルトはわずかに同情気味だ。しかし、そんな同情をプリシラはばっさりと切り捨てる。

　ただ、そのシュルトの態度に希望を見たのか、邪精霊はもがく腕を止めると、シュルトに見えるように首をもたげ、何やら必死に訴えるように鳴き始めた。その仕草はまるで、助けてくれと、そのためなら何でもすると懇こん願がんするようにも見えて。

「──っ」

　その様子にシュルトが声を詰まらせ、涙目になった。声をなくして自分を見るシュルトに、プリシラの紅あかの瞳ひとみは微み塵じんも揺るがない。

　そして、彼女と少年の間に不要な軋あつ轢れきが生まれる前に、アルは口を挟はさんだ。

「仮に今、そいつが出来心だった。もう二度としない。心を入れ替える。そんな風に訴えてたとしても、だ」

「アル様……？」

「村で聞いたはずだぜ。最初の犠ぎ牲せい者しやは、森でちらちら揺れる光に誘われたんだって。つまりこいつは最初から、人間を標的にしてたってことだ」

　邪精霊は邪精霊、その性根は突然に歪ゆがむわけではない。奴やつらの悪意は理由もなく、ただ人類にとっての敵であるのだ。故ゆえに、同情も情けも必要ない。

「せいぜい、ゆっくりと焼け死ぬがいい。それを以もつて、妾わらわの領民の鎮ちん魂こんとする」

　アルの言葉にシュルトが黙ると、プリシラはそう宣言して陽剣に力を込めた。

　彼女の意思に従い、陽剣の刀身が赤々と光を放ち始める。そして、煌こう々こうと燃える炎が剣先を伝い、邪精霊の小さな体が焼き焦がされていく。

　甲高い悲鳴が上がった。しかし、声はやがて炎に吞のまれ、ゆっくりゆっくりと薄れて消えてゆき──ふいにぷつりと途切れ、二度と聞こえなくなっていた。

　それが連続行方不明事件、『ラドリマの悪夢』の終幕であった。





　　　　　６






「あの泉の底から、行方不明になった奴らの骨が次々に見つかったとよ。ほとんど骨になってたらしいけど、装そう飾しよく品ひんでなんとか区別できるだろうって話だ」

　泉の事件が解決した数日後、アルは聞いてきたばかりの話をプリシラに伝えていた。

　場所はバーリエル邸の二階バルコニー、執務の合間のティータイムでのことだ。シュルトの淹いれた紅茶を飲んでいたプリシラは、姿を見せたアルの報告に顔をしかめた。

「あの泉？　何のことじゃ」

「ついこの間の、邪精霊関係の後日談だよ！　本気っぽくてすげぇビビるわ！」

「泉、邪精霊……ああ、ラドリマのことか。すでに興味を逸いつした話を掘り起こすな。何事かと思うであろうが」

「オレが悪いか？　オレが悪かったか？　はい、ごめんなさいでしたー！」

　興味ついでに機嫌も損ねた顔のプリシラに謝って、アルは彼女の対面に座る。バルコニーには温ぬるい風が吹いており、日差しの暖かさに眠気を誘われそうな陽気だ。

　そのだらけた態度のアルに、プリシラはカップをテーブルに戻して鼻を鳴らす。

「そもそも、貴様、よくもあの体たらくで終わった話が掘り起こせたものじゃな。言っておくが、あの日の貴様はシュルト以下の活躍じゃぞ」

「否定できねぇからやめろ！　忘れてたくせにそれは覚えてんのかよ！」

　水鏡の幻惑に囚とらわれ、足手まといになった事実は忘れ難がたい。そのことを思い出されて、兜かぶとの中の顔を赤くしたアルはお茶を淹いれ直すシュルトを指差した。

「大体、なんで姫さんもシュルトちゃんも水鏡の罠わなが効かなかったわけ？　姫さんは規格外だからで納得してもいいけど、シュルトちゃんはただのショタじゃん！」

「あ、はい。ただのしょたであります……」

「照れ臭そうなとこあれだけど、別にショタって褒ほめ言葉じゃないからね」

　照れ笑いするシュルトの頭をメチャクチャに撫なでてやって、アルは少年に顔を寄せる。幻惑破りの秘ひ訣けつ、それを問うアルの態度にシュルトは困った風に俯うつむくと、

「特別なことは何もしてないであります。そもそも、幻惑って……？」

「そこから!?」

「難しい話などないぞ。シュルトには強がって隠すような、会いたい死者なぞいなかっただけの話よ。水鏡の幻惑、その前提条件がそもそも貴様と違うだけじゃ」

　絡まれるシュルトをアルから奪って、プリシラが少年を自分の胸の谷間に挟はさむ。その羨うらやましい光景を見ながら、アルはプリシラの口にした内容に兜の中で目を細めた。

　──幻惑に囚われなかったのは、囚われるだけの思い出がシュルトの中にないから。

　孤児であり、死にかけていたところを拾われたシュルトには、家族の思い出も、プリシラに拾われる前の幸せな記憶もない。だから、幻惑は通用しなかった。

　だとしたら、あの霧に囚われないことは、幸か不幸か、どちらであるのか。

「少なくとも、オレは幸せだった気はしねぇなぁ……」

　霧の中で繰り返された邂かい逅こう、生者とも死者とも交わった時間だったが、アルにとってはいずれも望まぬ再会だった。それに、どうせ全すべて偽にせ物ものだ。

「────」

　兜に表情を隠したまま、アルはシュルトを抱いてご満悦のプリシラを見やる。

　あの炎の陽剣で影を貫つらぬいたプリシラは、アルが霧に何を見たのか問とい質ただすようなことをしない。当然、自分が何を焼いたのか気にも留めていないのだろう。

　それが彼女の思いやりでも何でもなく、ただただ在り方の結果なのだとはわかっていても、そのことがアルには快こころよく、救われるのだった。

「なんじゃ、アル。妾わらわのことをじっと見て、シュルトと位置は代われんぞ」

「羨ましいけど、そんなつもりの目じゃねぇよ！　……そういや、姫さんは結局、あの霧の中で何にも見なかったわけ？」

「生あい憎にく、妾の身近な死者は愛する夫ぐらいじゃからな」

「だから死んでねぇっての！　オレも死んでないのに霧の中で会っちゃったけど！」

　望まぬ再会の中でも、ライプはトップクラスに気まずい相手だった。

　その告白にプリシラは小さく笑い、シュルトは驚いた顔をする。そうしてひとしきり笑ってから、プリシラは小首を傾かしげた。

「時にアル。今の村の報告、どこから聞きつけた？」

「ああ。そりゃさっき、話題の村から使者がきたんだよ。今の顚てん末まつと、姫さんによろしくって話と……そうそう、あとは花が玄関に届いてたぜ」

「──！　大馬鹿者め、それを早く言わぬか！」

「うひゃぁ！　ぷ、プリシラ様!?」

　アルの報告の最後に目を輝かせ、プリシラはシュルトをお姫様抱っこすると、そのまま勢いよくバルコニーを飛び出してしまう。猛スピードで走り出したプリシラに、アルはしばし出遅れたが、その後ろを大おお慌あわてで追いかける。

　そうして、アルが二人に追いついたのは屋敷の玄関──大輪の花束の前だ。

「うむ、うむ！　壮観、優ゆう麗れい、実に可か憐れんじゃな。ラドリマの住民、褒ほめてつかわす！」

　腰に手を当てて、プリシラは上機嫌に花束──報告と共に屋敷に持ち込まれた、真っ赤な花弁で乱みだれ咲く極上の花に破顔していた。

　プリシラのその反応は、豪ごう奢しやな黄金の竜車であったり、奇き天て烈れつな芸術品の数々であったり、あとはシュルトを愛めでるときのそれに近い。つまり、大喜びだ。

「この花、そんなにいいもんなのか？」

「は、無知とは哀れなものじゃな。これはルグニカ王国の一部にしか咲かぬ花、あのラドリマの泉の森にだけ咲く、『クレナイ』よ」

「知らねぇ……って、ああ？　今、あの泉の森にだけ咲くって言った？」

「この時期だけの、な。あのちっぽけな村の存在する、唯一の価値と言ってよい」

　腕を組み、豊満な胸を持ち上げながら、プリシラは確かめるように何度も頷うなずいた。

　その泰たい然ぜんとした横顔に、アルは彼女がやけに事件の解決に積極的だった理由を理解した。思い返せば彼女は、森を焼くことにも強く反対していたではないか。

　それもこれも全すべての理由は、この極上の笑顔が物語っていて。

「さては姫さん、最初からこの花だけが目当てで、あの村を助けたな？」

「たわけたことを抜かすな。ラドリマは妾わらわの領地ぞ。それだけが目当てで慈悲を向けるはずがなかろう。──直々に動いた理由は否定せんがな」

　隠すつもりも悪びれる様子もなく、プリシラは花束に堂々と歩み寄っていく。

　その真意を知れば、プリシラを慈悲の女神と称たたえる村人たちも驚くだろう。無論、報しらせる意味などない。誰も知らない、その方が幸せなこともたくさんある。

「実際、姫さんは村は救ってんだ。自分の、欲望優先って形じゃあるけど」

　大輪の花々を拝おがみたいから、そのための行動が村を救い、結果的に支持に繫つながる。まさにプリシラの語る、『世界が彼女にとって都合よくできている』ことの証明だ。

「プリシラ様、お花はどこに運ぶでありますか？」

「妾の部屋、それに屋敷中に飾り付けよ。花の命のあるうちは、その美しさで妾の目を楽しませるがいい。枯からさぬよう、配慮を欠かすでないぞ」

「わかったであります！　努力するであります！」

　プリシラの指示に従い、シュルトが屋敷中の花瓶を集めてこようと走り出す。少年執事の奔ほん走そうを見送り、それからプリシラはアルに気付くと、

「これ、アル。何をしておる。貴様も突っ立っている暇ひまがあるならシュルトを手伝え。この花弁の一枚一枚が、貴様の命の倍は価値があると思え」

「……そら言いすぎだろ、姫さんよ」

　ご機嫌に上機嫌、毒舌の調子もいい塩あん梅ばいで、その舌ぜつ鋒ぽうにアルは情けなく微び苦く笑しようした。

　そして、赤い花束を背にする紅あかの少女、残ざん酷こくで慈悲深い主人に尻を蹴けられる前に、大おお慌あわてで花束を運び出す準備に加わるのだった。












あとがき







　はい、どうも！　ひょっとすると今月二回目のお目見え、長なが月つき達たつ平ぺいです！　鼠ねずみ色いろ猫ねこでもあります！　こっちが一回目の場合、ぜひ二回目の挨あい拶さつの機会もお待ちしております。

　さて、何が何やらって方もいるかと思うのでご説明させていただきますと、このリゼロ短編集３は、本編の方の15巻と同時発売ですのでね！

　つまるところ、今回はあとがきも二本書いてるわけでして、ひょっとすると本編と同時にご購入いただけた方とは、二回目の顔合わせかなと全部説明する次第。

　この巻はあらすじでも謳うたっている通り、『主人公が死なない！』という非常に珍しい内容になっていますので、「本編は主人公が死ぬから怖くて読めないけど、短編はそんなことないから気が楽だよー」という人でも楽しめる一冊になっています。いや、あんまりそういう人はリゼロに触れてない気がするんですが、可能性は無限大だからね！

　ともあれ、今回も怒ど涛とうの二冊同時進行は強敵でした。前回も短編集のあとがきで触れたかと思いますが、この巻に収録された内容は月刊コミックアライブ様本誌の方で連載中である、リゼロの短編の中から抜粋したものになっています。

　なので、すでに原稿があるんだから楽だろうと思いきや、年単位で過去に書いた短編なんかは書き直したくてたまらない！　時間がない！　いいや、直すね！

　という感じで、今回も丸っと修正が入りましたので、作業量的には通常と同等！

　とはいえ、その分だけ良くなっているはずなので、内容含めて文章的にクオリティの上がった一冊をご堪たん能のういただければ幸いです。




　時に、最近は本編の都合であとがきのスペースが少なく、近況報告をする余裕もありませんでしたが、今回はあとがき３ページ！　近況報告！　できる！

　実は著者近影のところでも少し話しましたが、この巻が出るまでの間に一度、兵ひよう庫ごの方にお邪魔しました。目的は観光……ではありません。そう、健康診断です。

　賢明な読者の皆様はご存知かと思いますが、作家というものは非常に健康を疎おろそかにしがちな職業なのです。いや、個人差はあるので一概には言えませんが、少なくとも、長月の知る限りは大体そんな感じです。無論、長月含めてね。

　しかし、良い執筆を続けるには健康であることが不可欠──故ゆえに、一念発起して行われた『健康診断オフ』。この参加のために、長月は兵庫へ飛んだ！

　そして、兵庫のテーマパーク『太陽公園』を全力で満喫し、写真を撮り、意気揚々とわが家へ帰還したのす！　我が家が一番！　健康診断の結果？　来年に期待しよう！

　そんなノリと勢いを込めて書き上がったのが、この短編集になります！　健康を犠ぎ牲せいに書きました！　楽しんでくれよな！




　では、みんなの心の健康にそこはかとなく不安を与えたところで、恒例の謝辞を。

　担当のＩ様、同時二冊刊行はやってやれないことはなかったけど、長なが月つきだけじゃなく、関係者の方々も死にそうになるから次はゲージ溜たまってからにしましょう！　それはそれとして、今回もお疲れ様でした！　ありがとうございます！

　そして、今回はイラストの謝辞を向ける先が違います！　リゼロ第二章のコミカライズを担当されていた楓ふう月げつ誠まこと先生が、なんとこの巻担当してくださいました！

　漫画版でも出ましたナツミ・シュバルツを始めとして、二章では出番のなかった王選候補者など、楓月先生の筆致で見れて嬉うれしかったです！　本当にありがとうございます！

　デザインでは草くさ野の先生にいつもの如ごとくお世話になりっ放しで、今回は二冊それぞれに違った絵師さんが付く豪華な仕様、仕上げていただいて本当にありがとうございます！

　他にもＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、コミカライズ担当のマツセ先生、そしてこの位置で挨あい拶さつするのが新鮮すぎる大おお塚つか真しん一いち郎ろう先生、営業様に各書店様、お世話になっております！

　本当に、二冊同時刊行なんて無む茶ちやは長月一人が奮ふん闘とうすればできるものではありません。関かかわってくださった皆様のおかげで、楽しくやらせていただいております。

　それは何より、読んでくださっている読者の皆様のおかげ。いつも本当にありがとう。

　小説に漫画、新作エピソードの製作が決まったアニメと、まだまだリゼロ盛り沢山！

　ここからも、何卒、よろしくお願いいたします！


（２０１７年11月、今年がそろそろ終わると考えると胸が震える、恐怖で）
































　著者

　長月達平（ながつき・たっぺい）

　　１９８７年生まれにして、「そういえば、作品に城とか出してるけど、実際の洋風の城とか見たことねえじゃん！」ってなって、このほどようやく実物を見にいった人間。これがかの有名なドイツにある『ノイシュヴァンシュタイン城』の堂々たる姿です！　本当はドイツの雄大な旅の話をしたいのですが、諸事情があるので代わりに兵庫県の思い出でお茶を濁させてください。詳しくは『兵庫』『白鳥城』で調べてみてね♪




　イラストレーター

　楓月誠（ふうげつ・まこと）

　　さすらいのダジャラー兼漫画家

　　猫が好き。

　　犬も好き。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／楓月誠

　　装丁／草野剛
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